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プロローグ　冒険者ギルドの創設者




　クルトの冒険者ギルド、その建物の三階は、資料室になっている。

　滅びた都市で拾ってきたボロボロの日記から、偉い学者が書いた立派な書物まで、品ぞろえは幅広い。天井にまで届くほどの本棚が規則正しく並んでいる。

　部屋に窓はなく、空気は淀んでいた。

　本棚に囲まれながら目的の本を探す。

　魔法、歴史、魔物といったジャンル分けをされているので、すぐに見つかった。

　——冒険者ギルド創設記。

　クルトのダンジョンマスターであるリカルダと、冒険者ギルドの創設者に密接な関係があったことは、疑いようのない事実だ。

　魔物に育てられた人間が、その後人間社会でどのような生き方をしていたのか。俺はそれが知りたくて、出発直前だというのに、この資料室にまで来ていた。

　背表紙を触って本棚から抜き取る。長い間、誰も触っていなかったようでほこりが舞う。

　薄暗い室内を歩いて古ぼけた椅子に座り、テーブルに本を置く。

　周囲には誰もいない。冒険者は頭ではなく体を動かすことが好きなので、資料室なんて誰も訪れないのだ。

　持ち出し禁止なのでこの場で読んでしまおう。

　厚みのある表紙をめくって、本を読み進める。

　冒険者ギルド創設者の名はグイントラム。どこで生まれ育ったのか、などの生誕については一切が不明だが、魔物に滅ぼされそうだった村を、たった一人で救ったところからは記録が残っているらしい。刀身から冷気を発する武器と魔法を使って、その後も魔物に支配されていた人間たちを解放していく歴史が長々と語られている。ギフト持ちとも書いてあるので、もしかしたら資料には残らない能力を使っていた可能性もありそうだ。

　数百年前は魔法が発達しておらず、魔物に支配された村というのも珍しくなかった。


魔物と対等以上に戦うことができ、村を次々と解放していったグイントラムは、救世主のように見えたようだ。戦いに秀でた人間たちは、彼に付き従ったらしい。




一人が二人に、十人に、百人にと増えて大きな集団になり、冒険者ギルドを立ち上げた、というのが、大まかな流れだ。



「戦いのすべては、リカルダから教わったのか？」

　人間が奴隷のような扱いを受け、まともな教育をされていなかったころに、誰も使えないような魔法を使い、誰が作ったかもわからない武器を振るっていたのだ。

　リカルダが直接戦い方を教えたと考えるのが自然だろう。

　何も知らない相手に対して一から戦い方を教えるとなると、相当な時間を費やしたと思われる。

「どんな生活をしていたんだろうな」

　当時の状況を考えれば、今以上に人間たちは魔物を憎んでいたはずだ。

　人間に頼りにされながら、一方では人類全体の復讐相手でもある魔物に育ててもらったグイントラムは、どう思っていたのだろうか。もしかしたら、助けながらも後ろめたさを感じていたのかもしれない。

　もしくは、リカルダを慕っていたのか？

　記録からではグイントラムの性格までは読み取れないが、なんとなく人間と魔物の違いに苦悩していたように思えた。

　俺も魔物には散々な目に遭あわされてきたし、深く関わってきた。グイントラムの境遇を他人事には思えない。過去に戻って彼に出会うことができるのであれば、どのように悩み、結論を出したのか聞いてみたかったな。

「そろそろ、屋敷に戻らないと置いていかれますよ」

　振り向くとソフィーがいた。

　隣には冒険者ギルドの受付嬢であるウェルダがいる。片腕がないことを感じさせないほどバランスよく立っており、襲撃があればすぐにでも動けそうだ。

　冒険者を引退しても鍛錬は怠っていないようだな。

「もう、そんな時間か」

　本を閉じて席を立つ。


本棚に戻そうと一歩踏み出すと、声をかけられる。



「これは私が片付けておきます。お二人は先に出てください」

「すまない。助かる」

　ウェルダの言葉に甘えて本を渡す。

「また来てくださいね」

「もちろんだ。今度はソフィーと二人で、ダンジョンに潜らせてもらうよ」

　ソフィーは小さく微笑んで俺の言葉に同意している。

　すべての問題が解決したら、ヤンに住みながら冒険者として活動する生活ができる日も遠くない……と思いたいな。

「楽しみにしています」

　小さく頭を下げてから片手で本を持つと、ウェルダは俺たちの前から立ち去っていった。

　本棚の間を通り抜けて、迷わず進む。俺が読んでいた本がどこにあったのか、覚えているようだ。勤勉な彼女らしいな。他の受付嬢だったら、戻す場所を探し回っていたことだろう。

「さ、行きましょう」

　ソフィーが俺の手を握って先に歩き出した。

　引っ張られるようにして俺も後を追う。

　これからエルラー家の当主がいる屋敷に向かうにしては、なんだか軽い足取りだと感じた。


ローザの過去




　代官の屋敷に戻ると馬車に乗り込み、クルトを出発した。

　ヤンを出たときと隊列が微妙に変わっていて、ゼルマの所にはレギーナしかいない。俺はソフィーとローザの三人で別の馬車に乗っている。

　ダンジョンでは暴走していたバウルも落ち着いて、雇われ冒険者と一緒に先頭を歩いている。子爵令嬢の護衛としては兵の数が足りないのだが、エルラー家から派遣されなかったので仕方がない。

　嫌がらせの一種なのかもしれないが、まあ変なヤツが来て調和を乱されるよりかはマシだろう。酒癖や女癖の悪い騎士なんて、そこら中にいるからな。

　代わり映えしない景色を眺めていると、時折、夜逃げしてきたような人間たちとすれ違った。

「また他領から逃げてきたヤツらか？」

「いえ、他領ではありません」

　何気なく呟くとソフィーが否定した。

　何か知っているようなので、青い瞳をじっと見つめて続きを待つ。

「女性だけ頭に白い布を巻いていますよね。あれは隣国プロイセン王国の民族衣装です」

「プロイセン王国……？　ロンダルト王国と近いのか？」

　クルトを中心にダンジョンに潜ってばかりいたので、国外の事情には疎い。

　魔法や武器、魔物については詳しいが、それは生き残るために必要だから覚えただけで、関わりのない国になんて興味すら持ったことがなかった。国が変わると服装まで変わるんだな。

「ロンダルト王国の北にある国です。確か国境は……ライナ伯爵の領地と接していたと思います。エルラー家の領地とライナ伯爵の領地は隣接しているので、ライナ伯爵領経由でここまで逃げてきたんでしょう」

「ソフィーはよく知っているな。助かるよ」

「お役に立ててよかったです」

　見蕩れてしまうほどの笑顔を浮かべていた。

　思わずドキリと心臓が高鳴るが、動揺したのを悟られたくない。意識して表情が変わらないように維持する。

「彼らがプロセイン王国から逃げてきた理由には、教会が関わっていると思うか？」

「間違いなく。プロイセン王国の教会関係者も、教会騎士遠征に参加していました。教会の失態は確実に広まっていますし、ロンダルト王国のような状況になっているでしょう」

　教会の権威が失墜したことで、貴族の搾取が一段と強くなった。まともな国や領地に逃げ出している。俺が想像した以上に、大きな問題が起きているようだ。

　教会騎士遠征失敗の影響範囲が、大きすぎるな。

「逃げ出した先にも希望なんてないのに。無駄なことするわね」

　俺たちの話を静かに聞いていたローザが吐き捨てるように言った。

　嫌悪感がにじみ出ている。

　気に障るようなことがあったのだろうか。

　俺がジッと見つめていたら、眉間にしわを寄せて眉を吊り上げると、機嫌が悪くなった。

「何よ」

「他人にそういったことを言うのが、珍しいと思ってな」

　コイツは他人に興味ないからな。利用できないと思ったら無視することが多い。


だから、悪態をついたことを疑問に感じたのだ。



「……昔を思い出したのよ」

「ほう。その話、少し興味があるぞ。暇なんだし聞かせてくれよ」

　ふてくされた顔をしたローザは、目をそらして口を閉ざした。

　コイツの過去を知るチャンスだったんだが、ダメだったか……？

　仕方がないと諦めかけたとき、援護が入る。

「私も知りたいです。教えてもらえませんか？」

　ずっと一緒にいたソフィーも気になっていたようだ。

　俺だけなら無視していただろうが、ソフィーとの関係は良好だったこともあり、ローザの表情が変わる。

　目を大きく開いて驚いていた。

「珍しいわね」

「大切な人のことを知りたいと思う気持ちは、誰だって持っていると思いますよ？」

　ひねくれた性格をしているローザは、目をキョロキョロと動かして落ち着きがない。

　純粋な気持ちをぶつけられて、どうすればいいかわからないのだろう。


ソフィーに押されていた。



「……別に面白い話じゃないわよ」

　ソフィーは何も言わずにじっと見つめていた。

　数秒ほど二人は見つめ合い、耐えきれなくなったローザが、馬車から外を見ながら話し始める。

「私はプロイセン王国の生まれでね。魔法の才能もあったから、魔法学院に通ってトップの成績を残していたわ」

　国外の生まれだったことよりも、学院に通えるほどの財力がある家の娘であったことに驚いた。

　ローザの性格は貧乏な平民と変わらないので、俺と同じような出自だと思っていたのだ。

　まさかお嬢様だったとはな。

「子供のころから頭がよかったんですね」

「ただ、要領がよかっただけよ」

　昔を懐かしんでいるようで、口の端が少し上がっていた。

「婚約者もいて、十代のころが一番輝いていたかもね」

　驚いた。

　まさかローザに婚約者がいたとは思わなかったぞ。

　本題に入ってないのに驚きっぱなしである。

「そんな輝いていたローザが、なんで今はここにいるんだ？」

　一番気になることだったのでさっさと話してもらいたかったんだが、どうやら俺は何か間違ったらしい。

　ローザだけでなくソフィーまで怒ったのだ。

「もう少し言い方考えたらどうなの？」

「そうですよ。ラルスさん、今のはよくないです。女性の話はちゃんと聞いてください」

「ご、ごめんなさい」

　何が悪かったのかわからないものの、二人の圧に負けて思わず謝ってしまった。

　許してくれたようで、ソフィーはにっこりと笑っているが、なんだか目が怖い。女性への扱い、本気で学んだほうがいいかもしれないぞ。誰か教えてくれる人がいるといいのだが。

　バウルは役に立たないだろう。酒場のオヤジだと娼館での遊びを教わるだけだし、周りにまともな男がいないな……。

　ローザは俺がうろたえているのを見て満足したようで、機嫌が直っている。

　どうやら話を続けてくれるようだ。

「ラルスの質問に答えてあげるわ。魔法学院で上位の成績を取ったとき、貴族の集まるパーティーに招待されたのよ」

　ここで貴族絡みの話になるのか。

　権力を持っていない俺たちにとって、厄介な話になるのは容易に想像がつく。

「そこで最も知的で美しい私に惚れた男が出たのよ。丁重にお断りしたけど」

　前半が一番気になるが、突っ込むことはしない。無視である。俺は学んだのだ。

「お前が断ったんなら、かなりヤバイ男だったんだろうな」

　ローザは権力と金が大好きな女だ。

　恋人だったリヒトとは、冒険者ギルドが認める勇者になったから付き合ったという経緯があるほどで、相手が貴族であればすべての欲求を満たせたはず。ローザの婚約者だって、相手が貴族様なら諦めただろうし、問題はなかっただろう。

　それなのに交際を拒否したのであれば、相手は死ぬ直前の腐臭が漂っていそうなジジィだったか、もしくは変態趣味の貴族だったのかもしれないな。

「伯爵家の嫡男よ。特別変な噂はなかったわ。見た目も普通だったし、ラルスよりいい男だったわよ」

「一言、余計だ」

　こいつ、俺に文句を言わないと話を進められないのかよ。

「何が不満だったんだ？」

　怒っても時間の無駄なので、話を進めるために質問をした。

　貴族に誘われたのであればうまく断らないと、恥をかかされたと言って逆上する可能性もある。そんなリスクを背負ってでも断る理由が思い浮かばなかったのだ。

　地位、金、性格、見た目も含めて問題ないなら、さっさと結婚しておけばよかったのに。そうしたら、奴隷になることもなかったのにな。

「そっちの男にも婚約者がいたのよ。嫉妬深い女が」

「ほう。そいつは怖いな」

「怖いどころじゃないわ。目障りだからって理由で私以外の一族は暗殺されたし、見せしめとして私の婚約者も殺されたわ」

「おいおい。それ嫉妬深いってレベルじゃねぇぞ！」

　どんだけぶっ飛んだ思考をしていたら、そんな行動に出るんだ。

　貴族であれば側室がいるのは当然だ。妾の一人や二人いても不思議ではない。

　伯爵家の、それも長男なら次期当主だったはずだし、女慣れさせるという意味でも婚約者以外の女にも手を出すのが許されていたはずだ。

　まぁ、その常識を知っていたからこそ、暗殺という手段でローザの一族を消したんだろうけど。なんとも凶暴な女だな。

「そうよ。劣化版シェムハザって感じね。愛に狂った女は恐ろしいわ」

　小さくため息を吐いてから、ローザはソフィーを見た。

「嫉妬で人生が狂う場合もあるのよ。注意しなさい」

「わかってます。私はその女性のような稚拙な行動はしませんから」

「そ、そう。わかってるならいいわ」

　二人だけで通じる話をしていて、置いてけぼりにされてしまった。

　ソフィーが暗殺を依頼する？　そんなこと絶対にありえないのに。不思議なことを言うもんだ。

「ローザ、俺に変な言いがかりをするのは許すが、ソフィーはダメだ。こういった冗談に慣れてないんだぞ」

「あんたねぇ……」

　なんか頭の悪い弟を見るような、そんな目をされてしまった。

　こいつ何を考えているんだ？　まったく、ひねくれた女の心はわからん。

　みんなソフィーみたいに素直な性格になればいいのに。

「言いたいことはたくさんあるけど、まあいいわ」

　小さくため息を吐いてからローザは話を続ける。

「生き残った私は、素性を偽って冒険者として活動していたわ。そのときにリヒトと出会って、ロンダルト王国に逃げ出した。という訳よ」

「追手はなかったのか？」

「私が目の前から消えるなら、生死なんてどうでもよかったんでしょ」

　雑だなと思うのと同時に、貴族様らしいと思ってしまった。

　平民なんて、そこら辺に転がっている石ころと同じような扱いをする。邪魔なら破壊する。そうじゃなければ興味すら示さない。

　同じ人間と思っていないのだ。

「なんでロンダルト王国まで来たんだ？」

「ダンジョンで稼ぎながら成り上がろうと思ったのよ」

　珍しいことに、ローザは素直に自分の気持ちを言った。

　家族を殺し、すべてを奪い取った貴族を見返したい。もしかしたら、そんな気持ちもあったのかもしれないな。

　ローザの思惑は途中までは順調に進んでいたが、その努力もすべて無駄に終わってしまった。選ぶ男を間違ったがために、今は奴隷として不自由な生活を強いられている。

　結局、ローザが権力を手に入れることは叶わなかった。


逆に、権力者に振り回される人生を送っている。



「まあ、アイツらも成り上がれないと思うけどね」

　嫌悪感をむき出しにしながら、プロイセン王国から逃げ出した集団を見ていた。

　ローザは魔法が使えるので冒険者として戦えたが、力のない人間ではそうもいかない。

　無茶なことはせず、スラム街の住民として暮らすことになるだろう。

　いや、それすらも運がよければの話だ。

　悪ければクルトの検問も突破できず、街の外で野垂れ死ぬことになる。

　治安を悪化させるぐらいなら野垂れ死ね。

　平民の命はそこら辺に生えている草より軽い。

「どこに行っても貴族の圧政があり、仕事もないか……」

「これからもっと、酷くなるわよ」

　俺の声に反応したローザは、確信しているようで、断言した。

「そうなんですか？」

　実感はないようで、ソフィーが質問をする。

　俺も似たような気持ちなので答えを待つ。

「教会という枷かせがなくなった貴族は、今までの常識では考えられない行動をするわよ。重税なんてまだ理解できる範疇だった。そう思う日が来るわね」

「予言者みたいですね。なんでそう思うんですか？」

「魔法学院は、教会の目が届かない場所だったの。そこで貴族たちが好き勝手やってる姿を見てたのよ。希望なんて持てないわ」

「そんな酷いことをしていたんですか……」

「思い出したくもないから、これ以上は言わないわ」

　それっきりローザは口を閉ざしてしまった。

　何を見てきたのか気にはなるが、無理やり聞くようなことでもない。


俺が知る限り教会の影響力がここまで低下したのは初めてなので、今後どうなるか全く読めないが、少なくともよい方向に進むことはないだろう。




ゼルマの家族




　馬車での移動中、貴族を襲うようなヤツらは出てこなかった。

　俺たちは行程を順調に消化して、エルラーの当主が住むエクスという街につく。

　山を削って作られた街であり天然の要塞となっているが、鉱山はなく交通の要所というわけでもないので、お世辞にも栄えているとはいえない。

　だが、ここに住む人々の表情は明るく、身につけている物の質も高そうだ。大通りはすべて石畳で馬車が通りやすいようになっている。道にゴミは落ちていないし、どこの街にもあるスラムすら存在しない。

　特別な産業がないのに裕福な街なのだ。


その理由は明白だ。安全だからという理由で、エルラー家の当主が住んでいる場所だから。






　馬車は、エクスに入っても止まることなく走り続けている。門をくぐり抜けてエルラー家の屋敷に入っても止まることはない。


今は庭を走っているのだが、とにかくデカい。左右に馬車の通る道があり、中心には芝生が敷かれている。道に沿うようにして所々に小さい木も植えられており、奥には噴水があった。近くには川が流れていて、暑くなったら水遊びができそうだ。



　他にも、遠くには色とりどりの花が咲いている場所があり、お茶を楽しむテーブルと椅子が用意されている。今は誰もいないが、ご婦人たちがお菓子を食べながら談笑する場所なのだろう。まったく贅沢なことだ。

　ゼルマが住んでいたヤンの屋敷にはそんな場所なかったぞ……と、それはそれで、貴族の令嬢としては問題があるのか？

　馬車が進んで噴水の近くまで来ると、使用人たちの姿が見えるようになってきた。

　若いメイドの二人が、カゴを持ち、談笑しながら歩いている。これから買い出しに行くのだろう。遠くでは庭師が木の枝を切りそろえており、川のほうではまた別のメイドが洗濯をしている姿も見えた。

　ヤンの屋敷にはメイドが一人。しかもゼルマにつきっきりで、侍女のような役割をしていた。こうやって大勢の使用人が組織的に動いているところは初めて見たぞ。

　枢機卿の屋敷も豪華ではあったが、エルラー家の当主が住む屋敷はそれを上回る。

「つきましたね」

　ソフィーが言ったとおり屋敷の前についたようで、ようやく馬車は止まった。俺たちは先に外に出ると、ゼルマが乗る馬車の近くで立つ。

　執事と思われる青年がドアを開ける。レギーナが馬車から出てゼルマが後に続いた。

　これから家族と争うというのに堂々とした姿だ。いや、かすかに笑っているところからすると、これからが楽しみだと思っているのかもしれない。そんな風に見えた。

　ゼルマとレギーナが屋敷の中に入ったので、俺たちもついていく。

　エントランスには若いメイドが十名程度、中心に男性の執事が一人いた。髪の毛を後ろに流しており、少し白髪が入っている。若く見えるが、四十歳以上ではありそうだ。

　子爵家って、こんなに大勢の人間を雇えるのか。

「皆、ゼルマお嬢様のお帰りを喜んでおります」

　執事とメイドたちが一斉に頭を下げた。

　数だけでなく質も充分ということか。教育が行き届いている。

「ご苦労。お父様はお元気か？」

「はい。今は二人の奥様と、中庭で花を観賞されております」

「相変わらず仲が良いようだな」

　ゼルマの声は柔らかい。ここまで穏やかな姿を見たのは初めてだな。

　当主争いをしているから家族との仲は悪いと思っていたし、事実、次男のモーリッツとの関係は最悪だったが、両親との関係は違うみたいだ。

「で、だ。お兄様たちはどうしている？」

　声色は変わっていないが、俺には急に温度が下がったように感じた。

　やはり、兄弟の仲は悪いままのようだ。

「ルーイトポルト様は、ヴァルター様の執務をサポートされております」

　確か長男がルーイトポルトだったな。モーリッツが言うには、次期当主として当主の仕事を教わっていたはずだ。

　ほぼ決まりかけていたところにゼルマが割り込んできたのだから、ルーイトポルトにとっては面白くないだろうな。モーリッツより激しい抵抗があるかもしれない。護衛として、長男の関係者には気をつけなければいけないだろう。

「モーリッツ兄様は？」

「…………街へお出かけになりました」

　執事の表情が一瞬だけ曇ったように見えた。

　あの男、何も変わってないな。

　娼館かそれに近い場所で、女遊びでもしているのだろう。

　不測の事態が起こっただけですぐに動揺するし、コイツを当主にしたいと思うヤツは誰もいないだろう。実質、長男との対決で終わるか？

　いや、モーリッツはゼルマのことを嫌っていたし、ルーイトポルトを助けそうだ。すると二対一という構図になるだろう。

　ゼルマが圧倒的に不利な状況に見えるが、無能な味方ほど怖いものはない。もしかしたらモーリッツが足を引っ張って有利な状況になるかも。

「モーリッツお兄様は、相変わらずか」

「ゼルマ様は強く、そしてさらにお美しくなられました。ご当主のヴァルター様も喜ばれるでしょう」

　執事はゼルマを持ち上げることで、モーリッツの否定を避けたか。

　逃げ方が上手い。

　貴族家に仕えるうえで、必要なスキルなんだろうな。

　俺にはマネできそうになかった。

「世辞はいい。部下を客室に案内してくれ。私は部屋に戻る」

「かしこまりました。お部屋にご案内いたします」

　執事が指をパチンと弾くと、メイドたちが一斉に近づいてくる。どうやら荷物持ちもしてくれるようだ。




　メイドに案内された部屋には、花の模様があしらわれた赤い絨毯が敷かれ、三人は寝られるサイズの天蓋付きのベッドがあった。それでも部屋が窮屈に感じないのだから、驚きの広さである。

　窓際には椅子が二脚とローテーブル。壁には、死体を踏みつけ高らかに剣を掲げる騎士の絵画が飾られていた。

「エルラー家初代ご当主様の絵画でございます」

　興味を持ったと思われたんだろう。俺の荷物をベッドの脇に置くメイドが、聞いてもいないのに答えた。

「初代のご当主様は、騎士だったのか？」

「いいえ、エルラー家は代々子爵でございます。初代様は武力に優れ、盗賊や魔物によって荒れていた領地を、平定したと言われています」

　初代は闘争心溢れる男だったんだろうな。ゼルマに似ている気がしたので、なぜだかすんなりと、メイドの話が納得できてしまった。

　次男であるモーリッツは戦いには向かない性格だったので、本当にエルラー家の血が入っているのか疑いたくなる。

「当時は、家臣団も戦いに優れた者たちが集まっていたそうです」

「今は？」

「平和な時代が長く続いておりましたので……」

　メイドは言葉を濁していたが、戦う能力のない家臣ばかりが集まっていそうだな。

　ヤンに派遣されたクリスやモーリッツの護衛たちのことを考えると、間違いではないだろう。

　家を興した当時は当主、家臣ともに武力に優れていたが、時間をかけて金儲けや政治が得意なヤツらが生き残るようになったんだろう。

　平和な時代であれば、それでもよかった。

　今のエルラー家は繁栄しているので、その選択は間違いじゃない。

　だが、これからはどうだ？

　ロンダルト王国だけでなく隣国までも荒れている状況で、平和が長続きするとは思えないな。

「よくわかった。もう下がっていいぞ」

「かりこまりました」

　メイドは俺に向かって頭を深く下げると静かに退室していった。

　ドアが閉まり、一人きりになる。

　ソフィーは別室に案内されて俺と同じように過ごしているはずだ。奴隷のローザはメイドたちが住む、本館とは別の建物に連れて行かれている。

　バウルたちは次の命令があるまで自由行動だ。

　街で飲み歩き、女を抱いているだろう。

　……別に羨ましいとは思ってないからな！

　さて、これからどうしよう。

　ゼルマと一緒に本家に乗り込んだはいいものの、やることがないので暇だ。

　昼寝でもするか。

　ベッドの上で横になると、ドアがノックされた。

「レギーナです。少しだけお時間をいただけませんか？」

　珍しい。だがある種の潔癖さを持つレギーナであれば、罠を仕掛けてくることもないだろう。極秘の話があるのかもしれない。

　起き上がるとドアを開ける。

　微笑んでいるレギーナの姿が目の前にあった。

「ラルスさん。一緒にお茶をしませんか？」

「いいですよ。ですがその前に、後ろにいる男性を紹介してもらえませんか？」

　坊主頭で筋肉の盛り上がった男性が、レギーナの後ろにいた。顔中にしわがあって高齢だろうというのに、しっかりした体格をしている。斬り傷によって片目が潰れており、上品な服を着ているが似合っていない。正直、ボロボロの服を着せて山賊だと紹介してもらったほうが、納得できる。そんな風貌であった。

「このお方は——」

「私はエルラー家当主、ヴァルターだ。君がラルス卿かね？」

　まさかご当主自らが、直接会いに来るとは思わなかった！　まさか山賊風の見た目とは！

　レギーナの兄か父親だと思っていたので、挨拶の言葉を忘れるほど驚いてしまう。

「入ってもいいかね？」

　律儀なことに俺の許可を待っているらしい。

　断るなんて選択はできないので、頭を下げてから口を開く。

「お初にお目にかかります、エルラー子爵。来訪を歓迎いたします。どうぞ中へお入りください」

　顔を上げてから室内に置かれているソファへと案内する。

　ヴァルターが座ったのを見てからメイドを呼び、紅茶を頼んだ。

「レギーナ卿は立ったままですか？」

「はい。今回は護衛で来ていますので」

　普段はヴァルター専属の護衛がいるはずだ。それをレギーナに変えたということは、ゼルマの配下以外には知られたくない話をしにきたと、予想できる。

　極秘の来訪ではないので、ルーイトポルトやモーリッツもこの動きには気づいているはず。話の内容さえ漏れなければ問題ないと思っていそうだな。

「わかりました。では、失礼いたします」

　ヴァルターと向かい合うようソファに座る。

　顔を見ると、細めた眼光が鋭くなった。体格もよく威圧感があるので、俺の警戒心も自然と上がっていく。娘はあのゼルマだ。無茶振りの一つや二つは覚悟しておいたほうがいいだろう。

「わざわざお越しいただきありがとうございます」

　呼び出してくればこっちから行ったのに……などとも言おうとしたが、部屋に来られて迷惑だと受け取られる可能性がある。

　考えすぎかもしれないが、慎重に行動するに越したことはないので、感謝の言葉だけにした。

「今は非公式の場だ、楽にしていい」

「承知しました」

　言葉どおりに受け取るわけにはいかない。

　丁寧な姿勢は崩さずにヴァルターの言葉を待つ。

「ラルス卿は、ゼルマとの付き合いは長いのかね？」

　娘の恋人に聞くような質問だなッ！

　もしかしてゼルマには婚約者がいて、俺が恋仲になっていないか、ご当主自ら調査しにきたのか？

　それなら安心してくれ。

　ゼルマを一人の女性として見たことなんてないからなッ！

「出会って一年ほどでしょうか。騎士に取り立てていただいたこと、深く感謝しております」

「まだ、その程度の期間か。それにしては、あれは君にレギーナと同等の信を置いているようだな」

「いえ、そのようなことはございません。やはり私などより、レギーナ卿のほうがよほど信頼されているかと」

「精神面ではそうだろう。だが武力でいえば、ラルス卿のほうが信頼されている」

　断言しやがったな。

　誰かから報告を受けて詳細を知っているのだろう。

　言い終わるとヴァルターはレギーナのほうを見る。

「お前からはどう見えた？」

「ヴァルター様のおっしゃるとおりでございます」

　答えに満足したのか、ゼルマのように野性的な笑みを浮かべたヴァルターは、うなずくと再び俺を見た。

「というわけだ」

　眼光がさらに鋭くなったように感じる。

「武に優れたラルス卿は、これからもゼルマ、そしてエルラー家に忠誠を誓うつもりはあるか？」

　なぜ、あえて聞いてきた。

　疑っていなければ出てこない言葉だ。

　俺とゼルマが一時的に協力関係を築いているだけで、いつかは別れることを知っているのか？

　いや、そんなはずはない。

　もしこの話を漏らしてしまえば、当主争いの失点につながるので、隠し続けるはずだ。俺だって正直に話してしまえば、エルラー家から追放される恐れがあるので、面と向かってゼルマが当主になったらお別れしますとは言えない。

　二人だけの秘密である。

　この質問の意図は何だ。

　ヴァルターは何を狙っている。

　俺はどう答えるべきか。

　必死に頭を働かせていると、急にヴァルターが笑い出した。

「ふはははは！　そんなに悩むとは思わなかったぞ！　ある意味、正直だな」

「正直ですか……？」

「そうだ。普通の騎士であれば即答できる質問だからな。悩んだのなら、それなりの理由があるのだろう」

　そのとおりだな……。本心を偽るのであれば即答するべきであった。

　悩んだ時点で、腹に一物ありと言っているようなもの。

　ヴァルターからの信頼度は最低になっただろう。そう思っていたのだが。

「何を考えているかもわからんヤツらと話しているとな、ラルス卿のように素直な人間がとても好ましく思える。裏を読まなくていいからな。娘のゼルマも同じことを考えているだろうよ」

　予想に反して好感度が上がったようだ。

　若干、馬鹿にされているような気もするが、気にしてはいけない。ずっと一緒にいるわけじゃないからな。

「もったいないお言葉です」

　とりあえず礼を言っておくと、ヴァルターの笑みが深まる。

「答えは出さずに礼で会話を終わらせるか。平民上がりと聞いているが、頭は悪くないようだな。いや、当たり前か。権能持ちとはいえ、無能をゼルマが重宝するはずがない」

　ゼルマに対して、ある種の信頼があるように思える。

　想像していたとおり、父親との関係は悪くないのだ。

「失礼いたします」

　会話が途切れたタイミングを狙ったわけではないと思うが、メイドがカートを押しながら入室してきた。紅茶ポットが一つと、カップが二つある。

　三人とも黙ったまま、メイドが紅茶を淹れる動作を見ている。

　当主に見つめられてやりにくそうだなと思ったが、当の本人は気にしたそぶりはない。淀みなく静かに動き続け、二人分の紅茶を淹れると、頭を下げてから退室した。

「美味いな」

　メイドが淹れた紅茶を飲んだヴァルターが呟いた。

　目でお前も飲めと言ってくるので、茶色い液体の入ったカップを持って、口をつける。

　鮮烈な柑橘系の香りが鼻腔を抜けていった。口に入れた瞬間には甘みを感じたが、飲み込むと、ほどよい渋みが残っている。普段飲んでいるものとは全く違う、複雑な味がした。

「ええ、美味しいですね」

「気に入ってくれたようでよかった」

　紅茶は半分だけ残してカップを置く。

「さて、そろそろ私がここに来た理由を話そう」

　随分と前置きが長かったな。

　長話に付き合うのは疲れる。さっさと用件を伝えてくれ。

「私には三人の子供がいる。長男のルーイトポルト、長女のゼルマ、側室が産んだ次男のモーリッツだ。少し前までは、内政に向いているルーイトポルトを次期当主に指名するつもりだったのだが、状況が変わった」

「国内が荒れ始めたことでしょうか？」

　状況の変化が何を指しているのかはわかる。教会の影響力が大きく衰退し、貴族が好き勝手動くようになり、平民の不満が高まっていることについてだろう。

　貴族は圧倒的で絶対的な力を持っているので、革命までは起こらないだろうが、同じ平民同士での奪い合いは止められない。


弱者が別の弱者から奪い合って、治安が荒れて税収が落ちていくのだ。



　武力による治安の維持が重要となる。

　そんな時代が訪れようとしていた。

「そのとおりだ。付け加えるとすれば、周辺の国々も同様か、我が国よりもよほど酷い状況にある」

　馬車から見たプロイセン王国の難民を思い出した。

　領地間の移動ですら命懸けなのに、彼らは国境を越えて逃げ出していたのだ。自分の命が危険なのは当然として、家族や親類だって危険にさらす行為である。そこまでして逃げ出さなければいけない事情があったということであり、ヴァルターに指摘されてようやく、ロンダルト王国より荒れている可能性があることが想像できた。

　これから人間同士の醜い争いは増えていくだろう。

　人類の敵である魔物が健在だというのに。

　冒険者ギルドの創設者であるグイントラムが活躍した時代では、ありえなかったことのはずだ。

　倒すべき相手は別にいるのに、目先の欲望に惑わされて見えないふりをしている。それが現代社会の実情というやつなのかもな。

「ルーイトポルトは内政向きの性格ではあるが、誰かを率いて戦場で活躍するには、力が不足している」

　貴族様であれば全員が魔力持ちなので、ルーイトポルトも平民より強いのは間違いない。素手でも負けることはないだろう。

　だが戦乱となれば話は変わる。集団で襲われる、または不意を突かれれば死ぬことはありうるのだ。

　内政向きというのであれば戦いには向かない性格をしているのだろうし、ヴァルターが何に悩んでいるのか少しだが見えてきた。

「次男のモーリッツは、自らの欲望をコントロールできない未熟者である」

　話の流れからして、ヴァルターが何を言いたいのか完全にわかってしまったが、それを俺が直接聞いてしまうのは失礼に当たるかもしれない。

　続く言葉をじっと待つ。


これが最善の選択なのだ。



「だが長女のゼルマは違う。女に生まれたのが惜しいと思えるほど武に優れており、内政のセンスも悪くない」

「何が言いたいのでしょうか？」

「ラルス卿は、ゼルマが次期当主に相応しいと思わないか？」

　それを俺に聞いてどうする！　と、思わず突っ込みたくなったが、寸前でとどまった。

　ゼルマが相応しいと言えば、責任を持って当主になった後も支えろと言われてしまうだろう。ルーイトポルトやモーリッツのほうが相応しいと答えれば、ヴァルターの言葉を否定してしまうことになる。納得させるだけの理由を言えなければ、失礼に当たるだろう。

　どちらを選んでも俺の望む未来から遠のくかもしれない。

　であれば、答えないというのが正解だ。

「私にはなんとも答えかねます。ヴァルター様のご随意にされるのがよろしいのではないかと」

　ただの騎士でしかない俺が、仕えている家の次期当主について意見を言うこと自体が問題である。それが貴族社会の常識であるはず。

「ふむ、慎重な判断だな。ルーイトポルトやモーリッツを支持している家臣とは違う」

「どういうことでしょう？」

「次期当主に関する意見を好き勝手に言ってくる。それこそ、立場を忘れてな」

　声は穏やかだが、眼光は鋭いままだ。笑っているが、威嚇にも見えるという器用な表情をしているし、魔力が漏れ出している。

　それほど耐えがたいことだったのかもしれない。だから感情が表に出ても問題がないように、三人だけの場を用意したのだろう。

　立場を越えてヴァルターに意見するだなんて、ゼルマの功績を知って敵対陣営は焦っているのかもな。

「わざわざこのような場所までいらしたのは、その家臣たちに嫌がら……いえ、ゼルマ様にも次期当主となる可能性があると、家臣たちにプレッシャーをかけるためですか？」

　ヴァルターは無言で笑っていた。

「いい読みだが少し違う。すでに私は、ゼルマが次期当主になる可能性が高いことを触れ回っている。今回は信憑性しんぴょうせいを上げるための行動でしかない」

「……次期当主は、ゼルマ様で決定なのでしょうか？」

「いや。まだだ。あれが最も次期当主には近いが、功績が足りない」

　ゼルマが男であったら、ヤンのダンジョンを運営して拡大させているという功績だけで、次期当主になれたかもしれない。だが女が当主になるためには、まだ足りないのだろう。

「ゼルマ、そして君たちにはある仕事を任せようと思っている。成功すれば多大な功績となって、エルラー家初の女当主にもなれるだろう」

　視線をレギーナに移す。表情は変わっていない。

　俺より先に話を聞いているのだろう。

「その仕事とは？」

「エルラー家の親類であり、寄親よりおやでもあるライナ伯爵に助力してほしい。戦いになるだろうが、レギーナ卿、ラルス卿の力があれば、達成できると確信している」

　俺のゼルマに仕える意思を確認して武力を褒めたのは、この話をするためだったのだろう。

「戦いですか……？」

「詳細はゼルマから聞いてくれ」

　もう話すつもりはないようだ。ヴァルターが立ち上がった。俺も後に続く。

　レギーナを連れて出て行くのを見送ってから、疲れたのでベッドで横たわった。

　現当主本人が次代の指名をするだけのことにもそんな根回しが必要だなんて、貴族様はなんて面倒な生き方をしているんだろうな。




　◇　◇　◇




　貴族というくくりの中で見れば、私の父たる当主のヴァルターと、正妻である母アンネリース、側室のフリーダは仲がいい。

　だからだろうか。小さいころは頼りになる兄のルーイトポルトに懐いていたし、気の弱い弟のモーリッツもかわいがって鍛えていた。

　そんな関係が終わったのは、私が七歳の誕生日を迎えて、父様が「そろそろ婚約者を決めるべきだな」と、私に話しだしたころだ。

　そこからは結婚相手だけでなく、貴族の子女としての正しい生き方を強制させられる日々が続いた。男を引き立てるような立ち振る舞いや、社交界デビューに向けたダンスを本格的に学び、自由がなくなってしまったのだ。


従順な妻になるために。



　そのころになると、モーリッツも自分が男というだけで反抗的な態度をとるようになってきた。それを何度も叩きのめし、教育してやったことも懐かしい。

　私は男なんて嫌いだ。

　ゴツゴツしていて臭い。

　だから男と結婚するつもりはなかったが、貴族の女が独身でい続けることは許されない。次代のために子をなさなければいけないのだ。

　そんな人生はお断り。

　私の人生は私のもの。


他人に決められたくない。



　だから当主になると決めたのだ。


私が死んだ後の跡継ぎは、ルーイトポルトの子供にでもやらせればいい。



　それまで自由に生きさせろ。

　そうやって自らの願いを自覚した瞬間、兄と弟は敵になった。




「ねぇ、ゼルマちゃん。あなたは今日の会議に参加するの？」

　本家の中庭にある小さな丸テーブルを挟んで、私は母様とお茶をしていた。

　久々に帰ってきたので話したいと、呼び出されたのだ。

「もちろんです。次期当主を決める大事な話し合いですから」

「そんな場に女が出ていくなんて、はしたないんじゃないの？」

「お母様。それは前時代的な考えです。これからは性別など関係なく、力あるものだけが生き残れる時代になります」

　乱世が目前に迫っているというのに、母は随分とのんびりとした考えをしているようだった。

　私が想像している世界になったら、男や女なんて関係なく、戦えるものが優遇されることになる。逆に力がなければ、貴族であろうとも容易に没落してしまうだろう。

　安定した時代であればそんなことありえないと断言できるが、乱世では何が起こるかわからない。

　金持ちが、一夜にしてスラム街の住人になることだってありえるのだから。またその逆もある。

「う〜ん。それは争いが起こるってことなの？」

「そのとおりです。内政が得意なだけの弱腰が当主になれば、エルラー家は終わります」

　私が断言しても母には実感が湧かないようで、頬ほおに手を軽く当てながら眉を下げて困ったように微笑んでいた。

　貴族の子女として徹底的に教育されたこともあって、男を差し置いて女が活躍する場面が想像できないのだろう。

　そんな母を見て私は、悲しみの感情が出てくる。

　自身が不自由であることにも気づけないほど、貴族社会に洗脳されてしまっているから。

「あなたもヴァルター様と同じことを言うのね」

　平和な時代であれば貴族の常識に従って、ルーイトポルトを当主にしていたのは間違いない。私が介入する余地はほとんどなかっただろう。

　だが、カーリンという女悪魔のおかげで世界は変わった。

　父様は老いて全盛期に比べて弱っているが、思考能力、判断能力は健在だ。トップに求められる資質が変わったと、理解している。

「先ほども言いましたが、世の中の流れが大きく変わろうとしているからです」

「そうなんだ……ゼルマちゃんは、私と違って賢いのね。ヴァルター様に似たのかしら？」

　完全に理解したとは思わないが、時代が変化しつつあることについては、察してくれたようだ。

「母様に似たんだと思いますよ」

「嬉しいこと言ってくれるわね〜！」

　母様はテーブルに肘をつき、もう一方の腕を伸ばすと人差し指で私の頬を突っついてきた。

　子供のころから何度もされてきたので嫌な感じはしない。子供っぽいから表には出さないが、嬉しいと感じてしまう。

「貴族の淑女として、はしたない行為では？」

「あら、それをゼルマちゃんが言っちゃう？」

　貴族の女らしくないなんて、周囲から何度も言われていたので反論できない。

「後ろに控えているメイドが困っていますよ」

「そんなことないわよ。仲の良い親子に仕えられて幸せだなと思っているわ」

　信じ切っている母様には悪いが、私たちを本当の意味で好意的に見てくれている使用人なんてほとんどいないだろう。

　金と安全を保障してくれているからそこにいるだけで、我が家が没落すれば我先にと逃げ出す。そんな関係だ。

「その目は何か言いたそうね。まだ、他の使用人は信じられないの？」

「はい」

　昔、他家から派遣された暗殺者が、使用人としてエルラー家で働いていた時期があった。

　何年もかけて信頼関係を築き、そして私を殺そうとしたのだ。

　幼少期からずっと私の護衛兼話し相手になってくれていたレギーナが、死にそうになるほどの重傷を負ってまでして守ってくれなければ、私はこの世にいなかっただろう。

　そのときからレギーナ以外は信用できない。心の中では私を殺したいと考えているのでは？　と、常に疑ってしまうのだ。

「それは、ラルス君でも同じ？」

「…………」

　即答できなかった。

　出会ったころは名前を覚える価値もない平民だと思っていた。

　だが、今はどうだ？

　レギーナと同等に信用しているときもある。

　ラルスは意味もなく裏切るような人間ではない。

　身内に甘いところはあるが、私とのバランスはちょうどいいだろう。

　ずっと近くにいて守ってくれる盾のような存在がレギーナだとしたら、ラルスは剣として私の敵を倒してくれる。

　完全に信用できるかといえばやや疑問は残るが、当主になった後にも必要な存在であることは、間違いない。

「悩むってことは、それほどの存在になっているのね。いいことだわ」

　母様が言っていることはわかるが、ラルスは死ぬまで仕えるような男ではない。私が当主になれば、ソフィーと出て行ってしまうだろう。

　そのとき、引き留められる何かを見つけておく必要があるのだ。

「ラルスの話は、ここまでにしましょう」

　次期当主会議の直前に母様と会った理由は別にある。

　時間もないので、そろそろ本題に入るべきだ。

「王都に行かれるという話は本当ですか？」

「ええ。間違いないわ〜。私とフリーダちゃんの二人で行く予定ね。ヴァルター様がそうしなさいって」

「理由は聞いていますか？」

「のんびり観光でもしてこい、としか言われていないわね」

　二人に指示できるのは父様だけなので、二人を本家から出すことには意味があるはず。

　最初に思いつくのは当主争いが激しくなって、身内同士の殺し合いに発展する可能性があるから避難させたい、というところだな。

　だが、二人とも権力に興味はない。誰が当主になっても従うと宣言しているうえに、毒殺を心配するような関係ではないのだ。逃がすにしても早すぎる。

「それ以外に気になることは、言っていませんでしたか？」

「う〜ん。あとはいつもどおりだったわ。ベッドの中でもたくましくて——」

「その話は今度にしてください」

　何が悲しくて、親の惚気を聞かなければならないッ！

　時折、娘の私にもそんなことを言ってくるので困る。両親の夜の事情なんて死ぬまで知りたくない。

「冷たいわねぇ〜」

　私の機嫌が悪くなっても気にしていないようで、母様は小さく手を合わせてにっこりと笑っていた。

「あ、一つ思い出したわ。そういえばヴァルター様は、『親戚の家に寄り道なんかせず、真っすぐ王都に行くんだぞ』とおっしゃっていたわね。まったく子供じゃないんだから、そんな心配しなくてもいいのに」

　父様の考えが読めた！

　エルラー家の親類筋はいくつかあるが、王都への寄り道として使えるのは、領地が隣接しているライナ伯爵家だ。エルラー家の寄親であり、数代前は兄と弟という関係でもあった。今も仲は良好なので頻繁に交流している。

　そっちに行ってほしくない事情は父様から聞いている。


母様に出した指示は、私が失敗してヤツらの侵攻を許してしまったときを懸念してのことだろう。必要な情報は得た。母様が父様の命令を聞くのであれば、私が心配するようなことはない。



　最後に紅茶を飲み干してから立ち上がる。

「母様、ありがとうございました。そろそろ会議に行ってまいります」

「ええ。行ってらっしゃい。頑張るのよ」

「もちろんです」

　貴族の子女として徹底的に教育された母様が応援してくれる。

　本来はありえないことだ。

　普通なら立場をわきまえなさいと叱りつけてくるだろう。それでも効果がなければ厳しい教育係をつけるか、もしくは強制的にどこかの貴族に嫁に行かせる。出戻ってくるようであれば軟禁だな。自由など一切ない。

　父様もそうだが、私の意思を尊重しようとする姿勢がある。

　それだけでもありがたいと思うべきなのだろう。




　母様とのお茶会を終わらせると、屋敷に入って三階の細長い通路を歩く。最奥にエルラー家当主であり、私の父様でもあるヴァルターの執務室があるのだ。

　昨晩、「次期当主について話がある」と伝言をもらってから、ずっと緊張している。根回しはしているが、安心はできない。夜もあまり眠れなかったほどだから、緊張の割に眠気もあった。

　らしくないな。

　気持ちを切り替えなければならない。

　私には女であることで、すでにハンデがあるのだ。部下だけでなく家族にも舐められてはいけないため、もっと威厳ある態度を取らなければ、次期当主争いから脱落してしまうだろう。

　足を止めて頬を叩いて気合いを入れる。

　パチンと乾いた音が廊下内に鳴り響いた。

　痛みで眠気は飛んだと思うが、緊張感はそのままだ。

　気分を変える方法がないかと、ふと外を見る。

　ラルスとレギーナがいた。

　珍しく木剣を使って手合わせしている。近くではソフィーが楽しそうに二人の姿を眺めていて、この光景を見ると、ヤンに戻ってきたのかと錯覚してしまいそうだ。

　常に攻め続けるラルスに対して、レギーナは防戦一方だ。実力はラルスが上回っているようで、じりじりと押されている。私が知る限り、騎士の中でもレギーナはかなり強いほうだ。それでもラルス相手だと分が悪い。

　戦闘経験に圧倒的な差があるうえに、多彩な魔法を使うので行動が読めない。魔力持ちの中でもごく一部しか使えない魔法を、いともたやすく使う才能には恐ろしさを感じるときがある。さらに権能もあるのだから、勝てる人間はほとんどいない。

　私も一対一で戦えば負けてしまうだろう。

　戦いは終盤に入ったようで、ラルスがレギーナの木剣を弾き飛ばした。これで勝負は決まった。そう思っていたのだが、なんとレギーナは足を使ってラルスの手を叩く。木剣を落としそうになったのか、バランスが崩れた。

　明確な隙である。

　それを逃すレギーナではない。

　腕を持つとラルスを背中に担いで、そのまま投げ飛ばしたのだ。

　何とか受け身を取れたようだが、ラルスは木剣を手放してしまう。

「ようやく勝てました」

　口の動きからして、そんなこと言っているのだろう。木剣を拾ったレギーナが、ラルスの眼前に切っ先を突きつけていた。

　騎士として剣だけで戦うことにこだわらず、体術をも駆使して掴み取った勝利。レギーナが成長している姿を見て、私も勇気づけられた。

　身動きが取れず、くすぶっていた昔とは違う。

　ラルスやソフィーという優秀な戦力を手に入れ、ヤンの発展や失われた家宝を持ち帰り、家に貢献した私に隙はないのだ。

　ソフィーが私の姿に気づいたようで、立ち上がるとレギーナに話しかけた。

　三人とも手を振ってくる。

　私も手を振ってから窓を離れて歩き始める。

　ここに来るまでやれることはやった。状況は悪いどころか私に有利に動いており、父様も味方だ。予定どおりに進めれば次期当主の座は手に入るので、失点だけ気をつければ問題はない。不安を感じることはないはずだ。

　最後にもう一度だけ頬を叩いて気合いを入れ直してから、執務室のドアを開けた。




　どうやら私が最後だったようだ。

　執務用のデスクに肘を置いた父様が待っていた。相変わらず凶悪な顔面をしていて、山賊のように見える。

　成人するころには、初代の生まれ変わりとも噂されていたと聞いている。

　武勇、そして政治にも優れていたので、誰もが期待していたのだろう。

　だからこそ家臣からの強い支持を得て、この歳まで当主を続けていたのだ。

　部屋の中心では、モーリッツがソファに座って優雅に紅茶を飲んでいる。こいつは相変わらずだな。状況を正しく把握できていないので、自分が優位だと思い込んでいる。

　正面にはルーイトポルト兄様がいた。

　銀髪を後ろに流してメガネをかけており、体の線はやや細くなったように見えた。執務が多くて体を鍛える時間がないのだろう。私が部屋に来たと気づいたのか、紅茶が入っているカップを置いて手を振ってきた。

　これから争い合うというのに呑気なことだ。

　無視してドアを閉めて中に入る。

「これで全員そろったな」

　他者を威圧するような低い声だ。

　普段の父様はもっと明るい声なのだが、家に関わる重要な事案については、こうやって声色を変える。

「これより次期当主について話をしたい」

　私やルーイトポルト兄様だけでなく、空気の読めないモーリッツも紅茶を置いて父様を見た。

　聞き逃さないように静かに待つ。

「が、その前に三人に質問がある。お前たちは国内だけでなく、世界が大きく変わろうとしていることに気づいているか？」

　愚問だな。気づけていないのなら貴族失格である。

「魔物という共通の敵と戦うため手を組んでいた各国が、争う準備をしています」

　最初に答えたのはルーイトポルト兄様だ。

　当主の執務を手伝っていたこともあって、世の流れには敏感らしい。

　後れを取ったと思ったのか、モーリッツが慌てた様子で口を開く。

「そ、そうだ。世の中物騒になったよなッ！」

　世間を表面からしか見ていない回答だ。平民と同じ視線でしか見られていない。

　もっと高い位置から世界を見下ろせるようにならなければ、当主としてやっていけないだろう。

　この回答をもって、モーリッツを当主候補から外してもいいほどである。

「ゼルマはどうだ？」

　父様に聞かれたので、私の考えを伝えるとしよう。

「兄様が言われたとおり今後は各国が戦うことになります。最初は局地的な争いが発生するでしょう」

　ここまでは普通の貴族であれば気づけること。

　後半は私しか把握できていないことになる。

「またダンジョンマスターの動きが活発になっています。私が把握している限りで二体、人の世すら侵略する可能性のある個体がいます」

「……その話は本当か？」

「はい。一体は世界の破滅すら望んでいます」

　人間同士の争いで終わると思ったら甘い。

　これからは、人間と魔物が入り乱れて戦う世になるのだから。

「そ、そんなことありえない。ゼルマの言葉はすべて嘘、妄言の類ですッ‼」

　何が気に入らなかったのかわからないが、顔を真っ赤にしながらモーリッツは私の言葉を否定した。

「私が出会ったダンジョンマスターは二体。ヤンとグティバーグ戦場跡でした」

「何？　グティバーグ戦場跡もダンジョンだったのか？」

　賢明な父様は、私がダンジョンマスターと浅からぬ縁があると、理解している。モーリッツのように嘘だと決めつけることなく、聞く耳を持ってくれた。

「はい。穢けがれた大地に訪れる者もなく気づかれなかったようですが、確かにダンジョンであり、そこを支配する悪魔型のダンジョンマスターは世界の破滅を願っています。ヤンのダンジョンマスターとも関係する存在のため、裏で手を組んでいる可能性すら考えられますね」

　新しくグティバーグ戦場跡のダンジョンマスターになったのは、フィネの部下であったカーリンだ。

　悪魔なんてものはどうあってもコントロール不能な存在だが、フィネはアンデッドらしく歪んだ執着を持っている。その性格を知り尽くした悪魔であれば、コントロールも容易だろう。

「ふむ……」

　私の言葉が真実なのか、それとも次期当主になりたいがための嘘なのか、検討しているようだ。

　モーリッツはまた何かしゃべろうとしたが、ルーイトポルト兄様に睨みつけられて黙ってしまった。

　小物が私の邪魔をするな。

「証拠はあるのかね？」

「ありません。が、証人はいます。コルネリア王女殿下がその場にいらっしゃいました」

「……確か王家の代表として教会騎士遠征に参加し、見事、家宝を持ち帰られたのだったな」

「はい。私もともに行動していました」

「ダンジョンマスターにはそのときに出会ったのか」

　考えごとをしているのか、父様はしばらく黙ってから、再び口を開いた。

「ダンジョンには魔物を生み出す機能があると言われている。一日にどの程度、生産できるのか把握しているか？」

　敵になりそうな戦力を把握したいがための質問だろう。これについては私も情報を持っているので、この場で披露しよう。

「ダンジョン内で生物が死ぬことで、魔物を生み出す力に変わると聞いています。一日に作れる魔物の量は、ダンジョン内で死んだ生物の数に依存するかと」

　樹海のダンジョンが小さかった理由を、フィネは「生物の魔力を回収する時間が足りなかったのだろう」と言っていたらしい。

　ラルスの報告書に書かれていた一文は、私にとって重要なものだ。

　長年、なぜダンジョンは人間が入ることを許しているのか疑問とされていたが、その理由がわかったからだ。

　ダンジョンを運営するには、生物の死が必要不可欠。だから、冒険者がダンジョン内で暴れることを許容しているし、入ってきた者全員を殺すようなことはしない。

　適度に暴れてもらい、そのうちの何名かは死んでもらう。

　そうやってクルトのダンジョンは、生物の死を糧にして大きくなっていったんだろうな。

「すると我々は魔物に協力していたことになるのか？」

「生物が一切訪れなくなれば、ダンジョンマスターは魔物を外に放ってダンジョン内に引きずりこむでしょう。私たちは無辜の民を守るため、ダンジョンを適切に管理しているのです」

　父様はにやりと凶暴な笑みを浮かべた。

「我々は素晴らしい仕事をしていたわけだな」

　ダンジョンマスター同士で争うこともあるのだ。樹海のダンジョンのように完全に引きこもることができれば別かもしれないが、そうでなければダンジョンを強化するために外で暴れることは容易に想像がつく。

　そういった建前があるので、ダンジョンマスターに協力していると追求されても言い訳のしようはある、というわけだ。

「ゼルマの話を聞いて、お前はどう思った？」

　父様に質問されたルーイトポルト兄様は、少し考える素振りをしてから自らの考えを披露する。

「他国でも、ダンジョンマスターの姿が確認されたという噂が出ています。今まではおとぎ話の存在であった彼らが、最近になって各地で姿を現すようになった。これは大きな変化の前触れ。そう考えるのが自然です」

　この情報は初耳だった。比較的、国境が近いこともあって、他国の情報はここまで入ってくるらしい。

　他のダンジョンマスターも動いているのであれば、カーリンの狙いどおりダンジョンマスター同士の争いも活発になるだろう。

　リカルダたちが考えたと思われる協定は、ほぼ無視されている状況か。

「ゼルマの話の裏付けとなるような動きはある、か。モーリッツはどう思う？」

「ルーイトポルト兄様と同じ意見です」

「ふむ」

　絶対にモーリッツは何も考えていなかった。

　優秀な俺を演出できたと思っているようだが、大きな失点をしていることに気づけてない。

　他人の意見にコロコロと左右されすぎだ。

　こんな男が当主になったらエルラー家は破滅する。

　それは父様もわかっているからこそ、軽く聞いただけで深くは追求しなかった。

「では問おう。次期当主として、今後どうすればよいと思っている？　まずはルーイトポルトから答えよ」

「戦乱の世が来るのは間違いありません。食料を買い集め、同時に自給率を上げ、さらに傭兵や冒険者を雇って、領地の兵力を増強するべきです」

「なるほど。ゼルマは？」

　否定はせず、意見も言わない。

　父様の中だけで評価されている。


やりにくいな。



「ルーイトポルト兄様と同じく、戦乱の世が来ると考えます。食料の備蓄を増やすのも、自給率を上げるのも賛成です」

「では同じ意見だと？」

「最後だけ違います。金で動く傭兵や冒険者は裏切りやすい。さらに品性も最低なので、領地は荒れることでしょう」

　生まれ育った土地や家族を守るために必死に戦う兵と、外からやってきた傭兵では、戦いに対する意識が全く違う。

　それは危機に陥ったときほど顕著に出る。だからこそ、武力を外部に頼ってはいけないのだ。私たちと運命をともにする覚悟のある者たちが望ましい。

「正規兵を集めろと言いたいのか？　それは王家が認めないだろう」

　反乱が怖いから。とまでは言わなかった。

　そんなことを口に出してしまえば、謀反の疑いありと思われてしまう。

「雑兵を集めても役に立ちません。大軍が押し寄せてきても、強力な一撃を与えて全滅させることができればいいのです」

「大軍を相手に強力な一撃か。たとえ上位の魔法を使ったとしても不可能だ」

　父様の指摘は正しい。あの女奴隷が『ダイヤモンドダスト』や『ファイヤーストーム』といった広範囲の魔法を使ったとしても、精々数百人の人間を殺す程度で終わってしまう。

　上位の魔法使いを百人集めれば可能かもしれないが、魔法を使えるのは一部に限られる。そんな人数は集められないだろう。仮にいたとしても王家からの横やりが入るので、現実的な案とはいえない。

「父様の言うとおりだ。目立ちたいからって、適当なことを言うものではないよ」

　私の失点だと思い込んだモーリッツが、いやらしい笑みを浮かべながら言い放った。

「モーリッツ、それは違う。ゼルマは一つだけ、それを実現できるカードを持っている」

　一方でルーイトポルト兄様は違った。

　察しがいいのは相変わらずだ。

「ゼルマ、君は創造の権能を持つラルスを使う、そう言いたいんだね？」

「はい。聖剣本来の力を解放すれば、兵は最小限で済みます」

　過去、創造の権能を持つ人間は何人も生まれてきたが、あそこまで自由にものを作り出せる能力者はいなかった。

　他国が同じような能力者を用意するのは不可能だろう。一方的に攻撃できるはずだ。

「あの男か……ッ！　そんなに使えるなら、裏切れないように奴隷に堕として、当主が命令できるようにしたほうがいいんじゃないか？　ゼルマ専属の騎士にするにはもったいない」

　こいつ……バカなのか？

　自分の利益しか考えてない。頭を抱えたくなるような発言ばかりだ。

「奴隷の首輪には欠点があります。主人に逆らおうとすれば首輪が締まりますが、死ぬまでには猶予があります。その時間で、我々に聖剣の力を向けられたらどうするおつもりですか？　いえ、そもそもの話、聖剣本来の力を発揮するには聖女の力が必要です。ラルスを奴隷になどすれば、協力は得られなくなるでしょう」

「な、なら聖女も奴れ——」

「モーリッツ、もういい。お前は黙れ」

　我慢できなくなったのか父様が机を叩いて、怒りを含んだ声で命令した。

　一瞬にして、この場ではもう二度と発言できない立場になる。

「ラルス卿については、私も気になっていたので直接会ってきた」

　この話はエルラー家全体に伝わっている。当主がわざわざ会いに行ったということで、話題になったからな。

　それほど父様は、ラルスのことを重要な人材だと考えているのだ。

「あの男はエルラー家に忠誠を誓うようなタイプではない。だからといって、金や権力で従わせるのは難しいだろう。誠意をもって接する。それがラルス卿の能力を最大限発揮するためにできる唯一の方法だ。そうだな、ゼルマ？」

「父様のおっしゃるとおりでございます」

　戦乱の世でエルラー家が生き残るためには、ラルスとの関係が良好である私こそが当主になるべきだ。そういった主張は伝わったようだ。

　家宝を見つけたこともあって、家臣からの支持率は悪くない。ルーイトポルト兄様と同レベルだ。

　そこにラルスの能力が加わるのだから、勝算は充分にある。

　考え込んでいる父様が話し出すまで静かに待つことにした。

「同じ質問を我が家の重鎮にもしたが、ルーイトポルトと似たような意見だった。今のところ、我々の中で世界の情勢をより深く知っているのは、ゼルマだろう」

「では、ゼルマが次期当主に？」

　ルーイトポルト兄様の言葉を聞いて、父様は首を横に振った。

　事情に詳しいだけで当主になれるとは思っていない。当然の判断だろう。

「失われた家宝を見つけた功績はあるが、それはこの場にいる資格を得ただけに過ぎん。何事もなければルーイトポルトになる」

　名前を呼ばれなかったモーリッツは複雑な顔をしているが、これはお前のためでもある。

　分不相応な立場に立ってしまえば不幸しか訪れない。無能は目立たず静かに生きていればいいのだ。

「何事もなければ、ですか。含みのある言い方ですね。父様は何かが起こると思っているのでしょうか？」

「すでに前兆はある」

　眉間にシワをよせた父様は、一枚の羊皮紙をテーブルに置いた。

「ライナ伯爵からの手紙だ」

　驚いたような顔をしたルーイトポルト兄様だったが、私は冷静だった。

　父様から内容を事前に知らされているのだ。

　この後、どのような展開になるかまで教えてもらっている。

　そう、この会議は結論が決まっている茶番劇であり、これから始まる試練の前振りでしかないのだ。

「どのような内容だったので？」

「領地が隣接するプロイセン王国のモラヴィッツ辺境伯が、ちょっかいをかけてきているようだ。エルラー家に兵の派遣を要請している」

「ダンジョン産の魔石を低価格で販売しているのに、さらに兵まで出せと言うんですか？　親戚だからといって、甘えすぎではないのでしょうか」

　ルーイトポルト兄様にしては珍しく怒りの含んだ声だった。

　執務の手伝いをしていたことだし、いろいろと思うところがあるのだろう。

「逆にこうは考えられないか？　私たちに頼らなければいけないほど苦戦しているのだ、と」

「…………」

「平和が続き兵にあてる予算は縮小されていた。ライナ伯爵とエルラー家の兵力は大差ない状況だ」

　常に侵略の危機にさらされていることもあって、国境に面した領地を持つ貴族は武力が重要だ。兵が子爵家と同程度なんて普通はありえない。

　兵を雇いすぎて金に困っているという噂は小さいころに聞いていたが、今度は減らしすぎていたのか。平和な時代が長く続いた弊害、それがここにも出ていたようだ。

「だからといって、私たちに頼ると？　王家に援軍を要請すればいいのでは？」

　私たちは安全を保障してもらう代わりに忠誠を誓っているのだ。

　他国からの侵略であれば、国王直属の兵を出してもらう理由にはなる。だが、気軽には要請できない。してはいけないのだ。

「ゼルマはどう思う？」

　父様に質問されたので、己の考えを披露する。

「小競り合い程度で王国軍を頼れば、見返りに何を求められるかわかったものではありません。多大な金銭を要求されるでしょう。ライナ伯爵に支払う財力はありますか？」

「ない。間違いなくエルラー家を頼ってくるだろう」

　結局、エルラー家が金を使うことになるのだ。

　貸した金が返ってくる保証はない。ライナ伯爵領に欲しい利権もない。戦いに参加してもいないのに、一人負けの状態になるのだ。

「ライナ伯爵領が落ちれば、次は私たちが狙われます。将来訪れるであろう大きな損失を回避するため、出し惜しみするべきではないと考えます」

「そのとおりだな。今回はゼルマの意見を採用しよう」

　事前に根回しをしていたこともあって、お父様は私の話をすぐに受け入れてくれた。

「なるほど。そういうことでしたか」

　ようやく私と父様の茶番劇——結論ありきの話し合いだということに気づいたようで、ルーイトポルト兄様は一瞬だけ怒りの表情を見せた。

　父様が私を次期当主に考えているという噂は出回っていたはずなのだが、本人には届いていなかったようだな。顔色をうかがって言えなかったとすれば、ルーイトポルト兄様は意外と、家臣から支持されていないのかもしれない。

　そんな状態で私と争えると思っていたんですか？

　ルーイトポルト兄様？

　無謀すぎて笑いが止まらない。

　男だから、先に生まれたから、そんな理由で選ばれただけだと気づけず、安泰を信じ込む怠惰な姿勢。それが、ルーイトポルト兄様の立場を危うくしたと、理解できるだろうか。

「では、何名の兵を派遣しますか？　千程度でしょうか？」

　当主の決定に異を唱えることはせずに、ルーイトポルト兄様は具体案を聞いてきた。計画の粗あらを探して私の評判を落とすつもりなのだろうが、もう遅い。どうあがいても結果は変わらない。

　父様が味方に付いているので、覆しようがないのだ。

「数名で対処してもらう」

「それは無茶です！　戦において数は力！　多いほうが有利なのは明白！　お考え直しください！」

　魔法を使えば、多少の数の不利は覆せる。だが、数千、数万単位であれば難しい。そういった事実を指摘したかったのだと思うが、それは私たちの常識内での話でしかない。ルーイトポルト兄様、何事も例外はあるんですよ。

「聖剣の力を解放すれば、数など問題ない。たった一撃で数千の人間が死ねば、戦意など保てん。すぐに瓦解がかいするだろう」

　教会が他の宗教を滅ぼしたのと同じ方法を戦で使えば、大軍相手でも少数で戦うことは可能だ。ライナ伯爵の兵もいるので、局地的には間違いなく勝利を得られるだろう。

「だから、ゼルマなんですね……」

「そうだ。強力な兵がロンダルト王国にいる。その事実があるだけで抑止力にもなる」

　ラルスのお披露目に、ライナ伯爵領の騒動を使う。

　そういった考えだ。

　数千もの兵が一瞬で消滅する。

　その事実を作ってからでないと、抑止力にはならないからな。

　プロイセン王国には犠牲になってもらおう。

　問題はラルスに対する見返りだが、少しだけ考えがある。私が当主になれば実現は可能なので、積極的に協力してくれるはず……だ。

「ルーイトポルト、モーリッツ。最後に何か言いたいことはあるか？」

　モーリッツはすぐに首を横に振った。先ほど叱られたこともあって、無言を貫いているのだ。ルーイトポルト兄様は父様を睨みつけていたが、

「ご当主様のお考えに従います」

　否定的な意見は出さなかった。

「よろしい。では、会議は終了とする。ゼルマ、後は任せたぞ」

「はッ！」

　今回は入念に準備を進めた私の勝利だ。


ライナ伯爵領へ




　何もせずにエルラー家の屋敷で優雅に過ごしていたら、ゼルマに叩き出されてしまい、また移動することになった。

「次期当主の話し合いはどうした？」と聞けば「後で教える」と言われて明確な答えはもらえなかったのだが、野性的な笑みを浮かべていたので順調に進んでいるのだろう。

　俺たちの目的地はライナ伯爵領。

　どうやら国境沿いで小競り合いが発生しているらしい。ライナ伯爵と協力して、解決しなければいけないようだ。

　争いの原因や敵対相手の情報は、現地についてから共有される。


事前に教えてもらえないところにひっかかりを感じた。



　詳細を伝えたら逃げられてしまう。だから、後戻りできない場所にまで進ませる。そんな思惑があるんだろうな。冒険者時代にもそんな怪しい依頼はたくさんあったので、この想像が大きく外れていることはないだろう。

　ゼルマはソフィーや身の回りの世話をするメイドと馬車に乗っており、俺は馬にまたがって周囲を警戒している。

　気を紛らわせるために、隣で黒い馬に乗っているローザに声をかけた。

「ライナ伯爵と争っているのは誰だと思う？」

「多分、プロセイン王国のモラヴィッツ辺境伯ね」

「何か知っているみたいだな」

　いくらプロセイン王国の出身だといっても、すぐに貴族の名前まで出てくることはない。何らかの縁があるのだろう。

「名前を知っているだけよ。なんたって、私の家族を暗殺した貴族の令嬢が、モラヴィッツ辺境伯の長女イダだったからね」

　ローザを口説いた婚約者を見て、嫉妬に狂った女……といった話だったな。そいつの実家だから、よく知っていたのか。

　復讐なんてできるはずはないが、こっそりと情報を集めていたのだろう。

「お前の話を聞く限り、まともな貴族様のようには思えないが、実際はどうなんだ？」

「この世にまともな貴族なんていないわよ」

　これは反論できない。

　貴族は平民をゴミのように扱う。

　そんなヤツらを、まともな人間とは呼べないからだ。

　ローザの家族も、暗殺されたのならまだマシなほうである。悪ければ罪をでっち上げられて罪人として拷問されるとか、奴隷として死ぬまで辛い目に遭わされるなんてことも考えられる。

「その中でも、モラヴィッツ辺境伯は最悪な部類に入るけどね。当主は気に入った女を集めて、飽きてはいたぶって殺すクズ野郎だし、長女のイダは婚約者に近づく女を皆殺しにする嫉妬狂い。長男も父親と同じ性癖を持ってるって噂だったわよ」

　エルラー家と比較すると落差が大きい。あのモーリッツすらマシだと思えてしまうほどである。

　しかもその話はローザが国を出る前の情報だろうし、教会の影響力が減った今は、もっと恐ろしいことをしているかもしれない。

「クソッタレどもだ。負けるわけにはいかないな」

「そうね。出会ったら、思いっきり魔法をぶっ放してやるわ」

　ローザとは長い付き合いになるが、初めて見る暗い笑みを浮かべていた。

　それほどモラヴィッツには恨みがあるのだろう。

　その気持ちは痛いほどわかる。少し前まで、俺にも恨んでいる男がいたからな。




　ライナ伯爵領に向かう移動は順調だった。

　モンスターや盗賊に襲われることはなく、街道が壊れて通行止め、なんてこともない。

　時刻は夕方。宿泊予定の場所に近づいたため、先触れとして俺とローザは国境付近の村を訪れていた。

「建物のほとんどが焼けているな」

　戦いの傷跡がいたるところにあった。家は焼け焦げているし、略奪に遭ったのか、物もほとんどない。畑も荒れ放題である。死体こそないが血痕が残っていて、ここで争いがあったことを物語っていた。

「人の気配がないし、放棄されたみたいね」

　皆殺しにされたのだったら、死体が放置されているはずだ。丁寧に片付けられているということは、生き残りがいたはず。全滅は避けられたのだろうが、村を維持できるほどの人数が生き残れなかった。恐らく一人か、二人、多くても五人ぐらい。運のいいヤツがいたと考えられる。

「魔物が暴れたという可能性はあると思う？」

　ローザの質問に首を横に振って答えた。

　モンスターであれば建物は徹底的に破壊されていただろう。また、金になりそうなものを盗むようなこともしない。

　明らかに人間の仕業だ。

「そうよね。魔物も人間もやることは変わらない。殺し、奪うだけなのよね」

　その言葉への反論はいくつも思い浮かぶ。当然だろう。だが俺は、何も言う気にはなれなかった。

「敵兵が残っていないか確認するぞ。罠に気をつけろ」

　プロイセン王国のヤツらが略奪して撤退したのであれば、復興の邪魔をするために井戸に毒を投げる、畑に塩をまくぐらいはしているだろう。他にも無事な建物のドアを開けたら、魔法が発動して爆発する、みたいな罠だってありえる。

　敵の姿がないからといって油断はできないのだ。

「わかってる」

　短く返事をしたローザが半壊した家の中に入っていった。一緒に動く必要はないので、俺も罠に気をつけつつ別の民家に入る。


血の臭いがした。



　壁には黒く変色した血の跡がびっしりとこびりついている。剣の斬り傷、槍で突いた跡も残っているので、ここで戦闘があったのだろう。数人はいたはずだ。

　粗末なベッドは破壊されて、床の一部に穴が開いている。覗いてみると割れたツボがあった。

　食費を削り将来のため、命懸けで貯めた金が入っていたのだろう。

　俺の実家も似たようなことをしていたから、よくわかる……。

「クソッたれどもめ」

　魔物によって滅んでしまった故郷を思い出す。

　あのような惨劇はもう見たくないと思っていたのだが、人間の手によって再現されてしまっている。不快で仕方がない。

　いつも犠牲になるのは力を持たない平民たちだ。静かに暮らしているだけなのに、ある日突然、すべてを奪われてしまう。

　そんな蛮行を許していいのだろうか。ヤンで同じ悲劇が繰り返されるかもしれないことを想像すると、ライナ伯爵に力を貸すのも悪くはないと思うようになっていた。

　敵対勢力が残っていないか、村の隅々まで調べる。戦闘や略奪の痕跡はいくつも見つかった。村の外れには、柱にくくりつけられたままの男性と思われる死体がいくつかあり、拷問されたような傷が残っていた。さまざまな器具を使い時間をかけてゆっくりいたぶる方法は、明らかに賊とは違う。

　破損状況が激しいから、生き残った村人も埋葬できなかったんだろう。

　魔物に食われた冒険者の死体なんて何度も見たが、目の前に広がる光景はそれ以上の不快感を覚えるものばかりだ。

「安全は確認できた。戻るぞ」

　しゃべる気力すらないようで、ローザは無言でついてきた。

　馬に乗ってゼルマの馬車を守っているバウルと合流する。

　俺の帰還に気づいたようで、ドアが開くとゼルマが外に出てきた。

「どうだった？」

「村が壊滅していました。状況から魔物や賊とは考えにくく、恐らくプロイセン王国のヤツらが攻めてきたのだと思われます」

「根拠はあるのか？」

「金目の物が一切残っていません。また高度な技術を使って拷問した形跡もあったので、ほぼ間違いないかと」

「なるほど……ライナ伯爵領は一部防戦に失敗して、侵略されていると見たほうがいいな」

　顎に手を当てて黙っていたゼルマだったが、結論が出たようだ。

「敵兵はいなかったな？」

「周囲を探索しましたがすでに撤退しているようです」

「では、予定どおり村に泊まるぞ」

　今から場所を変えるとしたら野宿になってしまう。

　建物が残っている分、滅びたての村のほうがマシだと思ったのだろう。

　命令を出した後、ゼルマは馬車に乗り込んでしまったので、残りの指示は俺がするか。

「俺がゼルマ様の馬車を誘導する。見落としがあるかもしれないから、バウルは冒険者三名を連れて村の周辺を探索してこい。人選は任せる」

「おう。任せておけ」

　凶暴な笑みを浮かべた後、近くにいた冒険者を連れてバウルは先に進んでいく。

　この場に残ったのは冒険者が十名程度だ。貴族の護衛、そして援軍としては少なすぎる。ゼルマを積極的に支援している家臣がレギーナの家だけらしいので、これ以上集めるのは難しかったようだ。

　我々に認めてほしければ戦果を挙げてこい。

　どうやら、そんなことを言われたらしい。ヴァルターがゼルマの能力を認めているというのに、なんとも変な話だ。

　女という理由だけでゼルマは舐められているのだろう。不合理な世界だ。

「出発する」

　馬を歩かせゆっくりと先頭を進む。後ろから馬車の動く音が聞こえた。

　茂みに敵が潜んでいないか警戒しているが、動物すら見当たらない。どうやら心配しすぎていたようだった。何も起こらず村につく。村の中心は破壊し尽くされていたので、隅にある小さいが状態の良い家の前に止まると、馬から下りた。

「この家がゼルマ様の泊まる場所となる。ローザはメイドと部屋の清掃をしてこい」

　馬車から降りたメイドと、嫌そうな顔をしたローザが家の中に入っていった。

　次は冒険者どもに指示を出す。

「お前たちは周辺の警備だ！　敵がいる可能性は残っている。バウルに叱られたくなければ、しっかりと働けよッ！」

　バウルの名前を出した瞬間、冒険者どもの表情が強ばった。

　アイツ、一体何をやらかしたんだ？

　自由奔放な冒険者が文句一つ言わずに指示に従ったので、問題はないのだが……。

　合計三つのパーティに分かれた冒険者たちは、武器を片手に持つと村から離れていく。周囲には草原が広がっているだけなので、不意打ちされることはないだろう。

　残った俺は建物に使われていた木材を集めて、薪に使えるように小さくすると火をつける。

　これで明かりは確保できた。陽が落ちても問題はない。

　馬車の近くに立って警戒していると、掃除を終えたローザとメイドが家から出てきた。

　メイドが馬車のドアをノックする。レギーナ、ゼルマが降りると家の中に入っていった。

　今度は無人になった馬車内の清掃を始めたメイドだが、ローザは手伝わないようだ。どうやら次の仕事は清掃ではないようである。周囲の警戒を頼まれたのだろう。ローザが『ライト』の魔法を使うと、光の球が数個浮かんだ。

　陽が落ちたので助かる。

　バウルたちが戻ってくる前に料理でもしておくか。馬に乗せていたデカい鍋を木にぶら下げてから、水を入れていく。沸騰したら細かく切った干し肉や野菜を入れ、ハーブで香りをつける。野営にしては贅沢な晩ご飯だろう。

　しばらく煮込んでいると、足音が聞こえてきた。

　プロイセン王国の兵かもしれないので、鞘から剣を抜いて構える。

　暗闇から出てきたのは難しい顔をしたバウルだった。

「何があった？」

「説明するより見てもらったほうが早い」

　体格のいい冒険者が一人、俺に近づいてきた。肩の上には口や腕、足を縄で縛られた少年がいる。体をモゾモゾと動かしているが、拘束から抜け出せてはいない。

「バウルの子供か？　意外に大きいな」

　俺の冗談が受けたようで、目の前にいる冒険者が笑った。

　体はデカいが、子供のようにキラキラとした顔をしやがる。見た目より若いのかもな。

「ちげぇ！　近くに隠れてたんだよ！　暴れたから拘束したッ！」

　顔を真っ赤にしたバウルが、俺に突っ込んだ。

　からかわれた経験は少ないようで、恥ずかしそうにしている。ダンジョンマスターと戦ったときに見せた勇ましい姿はない。

「悪かった冗談だって」

　笑いながらバウルをなだめ、体格のいい冒険者の顔を見る。

「話を聞きたい。地面に降ろしてくれ」

　指示に従って冒険者が少年を地面に座らせると、口につけていた縄をナイフで切った。

「殺すなら殺せ！　ゴーストになって呪い殺してやるッ‼」

　しゃべれるようになった途端、暴言を吐きやがった。

　殴って静かにさせようとする冒険者を視線で制する。

　生意気そうなガキを見ると、ガンダルを思い出して嫌いになれないのだ。

　しゃがんで顔を近づけると真っすぐ目を見た。

「俺の名前はラルス。ロンダルト王国のエルラー子爵に仕えている騎士だ。お前は？」

「…………ジョン」

「いい名前だ。で、俺の質問に答える気になったか？」

「証拠はあるのか？」

「あそこの馬車にある家紋はエルラー家のものだ。それで信じてもらえるか？」

　貴族の家紋なんて判別できないだろうが、家紋をつけた馬車は貴族だけに許されているので、この地に貴族が来たことぐらいはわかるはず。

　また俺がプロイセン王国の連中だったら、丁寧に説明なんかされず暴行を加えられるか殺されている。そういった考えができるのなら、

「信じる」

　そう答えるだろう。

　バカじゃなくて助かった。


余計な暴力を振るわずに済む。



「では、質問に答えてくれ。ジョン、お前は何者だ？」

「俺は……村に残った最後の生き残りだ」

　貴重な証言が得られそうだ。さっそく、この地であった事件を話してもらおうと思うが、よく見たら頬がこけていて今にも飢え死にしそうに見えた。

　先に飯でも食べてもらうか。

「縄は外しておけ」

　冒険者に命令してから、俺が使う予定だったお椀に干し肉の入ったスープを注ぐ。スプーンと一緒に持って行く。ジョンは奪い取るようにして持つと、急いで口に入れた。

「あちちッ‼」

　火傷したのか舌を出してフーフーと息を吐いていた。

　この様子からすると、発見が数日遅れていたら餓死していたかもな。

「飯は逃げない。ゆっくり食え」

「お、おうッ」

　一息ついたのか、先ほど見せた警戒心は薄れている。

　腹が満たされて落ち着いたら、ゼルマの前に連れて行けるだろう。あのままだったら、うるさいと斬り捨てられるかもしれないと危険を感じたのもあって、食事を優先させたのだ。

　スープを飲み始めたジョンから、視線をバウルに移す。

「ゼルマ様に、村の生き残りがいた、後ほど連れて行くと報告してくれ」

「わかった」

　力強く返事をしたバウルの後ろ姿を見送ってから、全員に聞こえるように声を出す。

「バウルから待機と言われているパーティは食事をしていいぞ！　残りは交代の時間まで我慢しろ！」

　不満の声も聞こえたが、睨にらみつけたら静かになった。バウルから最低限の教育はされているようだな。

　俺は周囲を警戒しながら、ジョンの食事が終わるのを待つことにした。




◇　◇　◇




　腹が満たされたジョンを連れて、ゼルマが滞在している家の中に入る。

　壁には切り傷や血の跡が残っているが、物は散乱していない。ベッドは原形を残しており毛布もあるので、一晩過ごす場所としては十分だろう。

　ゼルマは足を組んで椅子に座っていて、レギーナとソフィーが後ろにいる。

　俺とジョンはそれに向かい合うような形で立っていた。

「ラルス、こいつが生存者か？」

　不機嫌そうな顔をしているが、これはフェイクだろう。ジョンが素直にしゃべるようにと、ビビらせるためにやっているだけだ。逆効果な気もするが、今更突っ込んでも遅いので何も言わない。

「そうです」

「ふむ、ここで何があったのか言ってみろ」

　ずっと俺だけを見ていたゼルマが、ようやくジョンに視線を向けた。

　見て話を聞く価値がある。そう判断してくれたようだ。

「は、はい」

　完全に萎縮してしまったジョンの背中を軽く叩いた。

　まったくゼルマはやり過ぎだ。これじゃ話すどころではない。

「恐ろしそうに見えても、ゼルマ様は寛大な方だ。真実を語る限り怒ることはない。安心しろ」

　言い終わった瞬間、ゼルマから魔力が漏れ出すのを感じ、圧力が増した。

「ヒィ」

　ジョンが短い悲鳴を上げる。

　なんだ？　怒った理由がわからない……。

「ラルス、余計なことは言うな」

　命令であれば仕方がない。


とりあえず肩をすくめてから一歩下がると、後はジョンに任せると決めた。



　足がガクガクと震えているが、何とかなる……といいな。

「さあ、早く言うんだ」

「は、はい！」

　機嫌の悪いゼルマに怯えながら、ジョンは村に起こった惨劇を語り出す。

「村が襲われたのは五日前でした。朝早く、みんなが起きたころに武装した集団が来たんです」

「人数は？」

「わかりません……が、そんなに多くなかったです。多分、六〜七人ぐらいかな……」

　村の規模を考えると住民は百人以上いただろう。

　人数差がありすぎる。普通に考えれば返り討ちにあうか、少なくとも生き残りはもっといるはずだ。それなのに村を壊滅できたということは——。

「全員が魔力持ち、または魔法を使えるヤツがいたな」

　対個人や小集団向けの魔法ではなく、ローザのように大規模な魔法を使える人間がいたのかもしれない。さらにはその護衛のために魔力持ちの騎士も三名ぐらいいたと考えれば、この惨状も納得はできる。

　住民は逃げることすら許されずに殺されただろう。


女子供問わず、まともな死体すら残らなかったと思われる。運悪く生き残ったヤツらが、拷問された流れか。



「で、その後はどうなった？」

「……姿を見た瞬間、目の前が真っ赤になって村の外まで吹き飛ばされました。俺が倒れている間に、みんなは……みんなは、真っ黒になって殺されてしまいました。しかもヤツらは赤ん坊の死体を笑いながら踏み付けたんですッ！　絶対に許せないッ！」

　胸くそ悪い話だな。話し合いもせず無関係な人間まで巻き込むなんて、魔物と変わらないじゃないか。

　生きるために必要な数だけ殺す、獣のほうが理性的だぞ。

「お前はどうして生き残れた？」

　当然の疑問だ。襲ってきたプロイセン王国のヤツらは皆殺しのつもりで来たはず。無力な少年が生き残れるほど甘い環境ではなかった。

「…………みんなを見捨てて逃げました」

　手を強く握りしめ涙を堪えながら、絞り出すように言った。

　悔しさ。無力さ。そういった感情が渦巻いているのだろう。

「適切な判断だったな。お前が生き残ったおかげで、復讐ができるかもしれんぞ」

　これは驚いた。誰かを見捨てて逃げることを嫌うはずのゼルマが、優しい言葉をかけたのだ。

「復讐ですか？」

「そうだ。私が復讐に協力してやろう。だから死ぬ気で襲ってきたヤツらの特徴を思い出せ」

「……飛龍の紋章をつけた男がいました……あとは大声でモラ……伯爵様？　とか言っていた気がします」

「モラヴィッツ辺境伯。ライナ伯爵と隣接するプロイセン王国の貴族だな。似たような被害は他にも聞いている、ほぼ間違いないと思っていいだろう」

　偽装の可能性も考えられるが、それをやって利益を得られる人物はいない。だから、その線は薄いと考えている。

「貴族様が、本当に協力してくれるのですか？」

「安心しろ。約束は守る」

　ゼルマは、ヴァルターを彷彿とさせるような凶悪な笑みを浮かべていた。

「それで、お前はこれからどうしたい？　人のいる町までなら連れて行ってやってもいいぞ」

　貴族であるゼルマが選択権を渡すなんて珍しい。


今までなら、命令して終わりだったはずだ。



　何かを狙っている。そう思わせるような言葉である。

「……足を引っ張るかもしれない、すぐに死んでしまうかもしれない、それでもみんなの仇を討ちたいです‼　僕も戦いに参加します！」

　ゼルマの笑みがますます深まった。邪悪さがにじみ出て、貴族の子女がするような顔じゃない。こういった中身の部分は、父親譲りなんだろうな。

「私の配下になって、モラヴィッツ辺境伯と戦いたいということか。戦闘経験はあるのか？」

「戦い方なんて何も知らないけど、アイツらを殺すまで死ねません‼」

「ふむ……」

　即答はせずに間を置いてから、ゼルマは再び口を開く。

「相手は他国の辺境伯だ。楽な戦いではないぞ？　それをお前はわかっているのか？」

「死にたくなるような目には、もう遭いました！　覚悟はできています。どうか力を貸してください！」

「私の命令には絶対に従うと誓えるか？」

「みんなの仇が討てるのであればッ‼」

　立場上、止めるわけにはいかないから成り行きを見守っていたが、ジョンは貴族相手に安易な約束をしてしまった。

　骨の髄までしゃぶり尽くされ、捨てられるぞ。

「いい心がけだ。まずは雑用係として採用しよう。バウルの元で仕事と戦い方を学べ」

「やったー！　ありがとうございます！」

　飛び跳ねるようにして喜んでいるジョンを見ながら、ゼルマは冷たい目をしていた。

「レギーナ、後は任せた」

「かしこまりました」

　後ろに控えていたレギーナが、喜んでいるジョンを外に連れて行った。

　この部屋に残ったのは俺とゼルマだけだ。秘密の話をするにはちょうどよい環境である。

「安心しろ。あのガキの使い道は、モラヴィッツ辺境伯の悪評を伝えるぐらいしかない」

「何のためにそのようなことを？」

「我々は人間同士の本格的な戦争を知らない世代だ。村の一つや二つ滅んだぐらいでは、反対派がうるさいかもしれん」

　貴族様に上がってくる報告は数字でしかない。田舎村が滅んだぐらいでは悲惨な現状は理解できず、反対派が出るかもしれないという考えか。

「だが、やつらの非道な行いが噂に広がれば、反対などできなくなるだろう。守るべき者を守れず、領地が荒らされている。そんな噂が出回れば、領主の評判は大きく下がるからな。他の貴族からも舐められてしまう」

　その評判が落ちてしまう貴族とはこの場合ライナ伯爵であり、ゼルマの親戚なのだが……。血縁関係があっても己のために利用する。そういった考えは変わらないようだ。

　味方でいるときは頼もしいが、敵に回したら恐ろしい。そう思わせる思考であった。




　警戒しながら夜を過ごしたが、敵が襲ってくることはなかった。

　プロイセン王国のヤツらは村を滅ぼしたことで満足したのか、それともこの数を相手に戦うのは危険だと思って避けたのかはわからないが、冒険者が慎重に調べたので間違いないだろう。

　馬に水と食事を与えてから跳躍して乗る。

　手綱を握って、足で腹を軽く叩くと歩き出した。

　俺のすぐ後ろにはローザ。その後ろには馬車やバウル率いる冒険者たちが続く。

　整備された主要街道には、行商人の荷馬車や冒険者パーティの姿が見える。たまにボロボロの服を着た、みすぼらしい姿をした集団も見かけたが、あれは難民だろう。服装からしてロンダルト王国の国民のようなので、故郷が滅んで仕方なく移動しているようにも感じた。

「プロイセン王国のヤツらは、大分暴れているみたいね」

　隣にいるローザが、嫌悪感をにじませながら吐き捨てるように言った。

「あえて生き残りを作って、難民を発生させているみたいよ」

「どうしてそんなことを？」

「国内が荒れて疲弊するからでしょうね。貴族は対応に追われるし、治安は悪化する。徐々に力を削いでいく陰湿なやり方」

「詳しいな」

　馬に乗りながら、話し出すまでじっと顔を見る。


暗い目をしていた。



「モラヴィッツ辺境伯のやり方は知ってるもの。今頃はイダの婚約者が婿入りして、爵位でも継がせてるんじゃないかしらね」

　俺が知る中で魔力の制御が最も上手いローザの全身から、殺気混じりの魔力が漏れ出ている。

　復讐できると期待しているのかもしれない。奴隷であるローザなら戦場に出る可能性も高いし、今回ばかりは喜んで戦いそうだな。

「落ち着け。馬が怯えているぞ」

「私は落ち着いているわ」

　思わず絶対に違うだろと突っ込みそうになったが、我慢だ。

「ああ、落ち着いているな。だったら、魔力の制御をきっちりしろ。俺の馬まで怯えてる。こんなところで落馬なんてしたくないぞ？」

　言い返そうとしたのかローザが口を開きかけて止まる。

　しばらくすると全身から漏れていた魔力が収まった。

「…………悪かったわね」

「気にするな。家族が関わってるんだから、当然だろ」

　俺が同じ立場だったら、我慢なんてできない。すべての力を使って、貴族の家を滅ぼすだろう。どれだけ無関係な人間が死んだとしてもな。

　だからまだローザは理性的といえる。

「たまには、アンタもいいこと言うわね」

「一言余計だ」

　ようやく調子が戻ってきたようで一安心だ。

　このぐらい捻くれていないと俺も調子が出ないからな。

「モラヴィッツ辺境伯が戦場に出てくるかはわからないが、家臣ぐらいは出てくるだろう。個人的な恨みは、それまで溜めておけ」

「わかってるわ。家臣だろうが、徴兵された農民だろうが関係ないわ。あのクソ野郎に味方するヤツ全員に、ファイヤーボールをぶち込んでやる」


決別




　戦いが近づいている空気をひしひしと感じながら、二日が経過。俺たちはライナ伯爵が住んでいる街についた。

　意外というか、街にいる人々の様子は普通だ。プロイセン王国のモラヴィッツ辺境伯にちょっかいをかけられているというのに、ピリピリした緊張感はない。平和そのものである。「私たちは安全」と思い込んでいるのだろう。明らかに平和ボケしている。危険はすぐ近くに迫っているというのに。




　貴族の馬車を見て道を譲る人々を眺めながら、主要街道からでも見えるデカい城に入った。ゼルマの来訪は知らされていたようで、大量のメイドに歓迎される。ライナ伯爵はすぐにゼルマと話したかったようで、レギーナと一緒にどこかに行ってしまった。

　残された俺たちは二グループに分かれる。一つは冒険者たちとローザやジョンだ。やつらは城から追い出されて、街の宿に泊まることになったようである。奴隷や名もなき平民の滞在は許さない。そんな傲慢な貴族らしい考えが働いた結果だろう。

　残されたのは俺とソフィー。メイドの背中を見ながら来客用の部屋に案内されている。

　枢機卿の屋敷は絵画などが多かったが、ライナ伯爵の城には武具などが多い。国境に面しているから、武力に価値があるという考えなのかもしれないな。通路を歩くメイドも歩き方からして、戦い方を学んでいるように見えるし、中庭には訓練をしている騎士や兵たちの姿もある。

　本格的な侵略にまでは発展していないが、周辺の村が壊滅していることもあって、戦いの準備を進めているのだろう。

「こちらでお待ちください」

　メイドに案内された部屋は、二十人ほどがゆっくりと過ごせる広さがあった。天井にはクリスタル製のシャンデリアがあり、花の刺繍が施されたソファが並んでいる。木製のテーブルは光沢があって、傷は見当たらない。大切に使われているのだろう。

　壁には腕を組んだ男性の肖像画が飾られていた。服の上からでもわかるほど鍛えられた肉体をしており、長い髭が生えている。隣には小さい少女の姿があった。

「この方は？」

　俺たちの荷物を部屋の隅に置いていたメイドが手を止めて、こちらを見た。

「ライナ伯爵様とご長女のシャーロット様です」

「二人だけなのか？」

「奥様はシャーロット様を産まれてすぐにお亡くなりになったので……」

　大人の女性の姿がないから違和感があったのだが、死んでいたのであれば納得である。エルラー子爵とは違って側室は迎え入れていないのかもしれない。

「失礼します」

　ドアのほうから声が聞こえたので振り返ると、別のメイドがいた。トレーを持っており、ポットやカップ、焼き菓子の入った皿が置かれている。

　足音を立てずに入室すると、テーブルに置いた。

「ライナ伯爵様とゼルマ様の会談が終わるまで、しばらくお待ちください」

　言い終わると、俺たちを案内したメイドと一緒にドアの前で立ったまま待機する。

　用事があればすぐに動けるようにしているのと同時に、監視する意味も含まれているんだろうな。

　ソフィーと焼き菓子を食べながら、時間を潰している。窓から外を見ると、何台もの馬車が屋敷に訪れて騒がしくなった。いろいろと動きが激しいな。


重要人物が集まったのであれば結論はすぐに出るか、なんて思っていたが、ゼルマは夜になっても戻ってくることはなかった。



　俺を監視しているメイドに聞いてみると、今後の対策について会議が紛糾していると言っていた。

　矛盾しているかもしれないが、ゼルマはキレやすく辛抱強いところがある。

　爵位が上の相手であれば慎重にことを進めるはずなので、ライナ伯爵と家臣が揉めているのか……？

　ドアが開いて新しいメイドが入室すると、監視していたメイドと軽く話してすぐに出て行った。

「結論は明日に持ち越しのようです。お部屋にご案内いたします」

　返事を待たずにドアを開けたメイドが、俺をじっと見ている。

　無駄なことを聞くなといった感じか。




◇　◇　◇




　部屋は個室だった。

　ソフィーは別室なので一人である。

　ベッドの上に寝転がって天井を見ていると、ドアのノック音がした。

　飛び起きると同時にドアが開いた。

「起きていたようだな」

　部屋に来たのはゼルマだ。

　寝巻きに着替えたようで、薄手のワンピースを身につけている。

　いつも男っぽい服装をしているのでギャップというか、ゼルマも女だったんだなと感じてしまう。

　色仕掛けでもしにきたのか？

　本性を知っている俺からすれば、遅すぎるという意見しか出てこないのだが。

「何のご用でしょうか？」

「話がある。時間をもらえないか」

　命令ではなく、深夜に会話をしたいとは。

　何があった。

「もちろんです。お飲み物は？」

「いや、いい。誰にも知られたくないからな」

　だから護衛を連れずに来たのか。

　いよいよ他国との戦いが近づいているということもあって、ゼルマは緊張しているようにも見える。俺だって国家にケンカを売るのだから似たようなもので、やや興奮している。国境沿いのいざこざで終わらない可能性もあるからな。

　ゼルマにはソファに座ってもらってから、俺は正面に立ったままにする。

　座れとも言われたが、なんとなく断った。

「それでお話とは？」

　すぐ質問には答えず、ゼルマはじっと俺の顔を見ている。

　外から虫の声が聞こえるほど周囲は静かだ。

　即断即決が持ち味の彼女が時間をかけるとは珍しい。だからこそ、これからどんな言葉が出てくるのか気になる。俺もなんだか緊張してきたぞ。

「ラルスは私に仕えてから、随分と貢献してくれたな。感謝している」

　毒を盛られて頭がおかしくなったか？

　思わず、そんなことを言いそうになってしまうほど驚いた。

　あのゼルマが他者に、しかも部下に感謝するとはな。出会ったころの傲慢な姿はなくなっている。

　俺も感謝の言葉を言おうとしたが、手で制されてしまう。

「そろそろ私たちの取引も終わりが見えてきた。褒美……違うな、取引の報酬について具体的な答えを出さなければならないだろう」

　次期当主になる協力をする代わりに、俺やソフィーの自由を保証するといった取引だった。

　その自由について提案があるということなのだろう。

　ゼルマから言ってくるとは思わなかった。

　最悪は誤魔化されることも考えていたからな。

　この短時間で何度も驚いてしまう。

「報酬は気になりますが、その前にライナ伯爵とどのような話をされたのか、教えていただけないでしょうか」

　冷静なって考えてみれば、先に報酬の話をされるのは危険だ。

　ゼルマとは運命をともにしている部分もあるが、それでも依頼内容を聞いてから報酬について尋ねるべきであり、あまりにもリスクが高いようであれば、追加要求することも検討しなければならない。

　決して情に流されてはいけない。そして、自分を安売りしてはいけないのだ。

「ラルスらしい慎重な対応だ」

　ゼルマは微笑みながら言った。

　薄着だということもあって魅力的な女性だと、不覚にも感じてしまう。

　いやいや、ないだろッ！

　普段とは違う雰囲気に騙されてはダメだ。隙あらば兄ですら蹴落とす女だぞ。色仕掛けの一つや二つするだろうし、油断していい相手ではない。しっかりと気持ちを引き締めなければ。

　ソフィーの顔を思い出しながら、じっとゼルマの顔だけを見つめて言葉を待つ。

「依頼内容は変わらない。国境沿いの小競り合いを武力によって鎮圧する。それだけなのだが……ライナ伯爵とモラヴィッツ辺境伯との争いは、思っていた以上に深刻だった。報告と実体が違う。随分と一方的だ」

「どちらが負けているので？」

「ライナ伯爵だ」

　状況が悪いと聞いても驚きはなかった。

　現場から受け取った情報をそのまま伝えたら、エルラー家に支援してもらうのは難しくなるからな。

　報酬欲しさに、依頼の失敗をごまかそうとする冒険者と似たようなものだろう。

「どのぐらい危機的な状況で？」

「偵察からの報告で、国境沿いにある森に千人規模の兵が集まっていると聞いている」

「……誰も気づけなかったんですか？」

　千人ものモラヴィッツ辺境伯軍の滞在を許しているだなんて、国境沿いの警備はどうなってるんだ！　と、叱りつけたい気持ちが湧き上がる。

　それほどの人数がいたら、内と外を同時に攻めることも可能だろう。そうなったら、多大な犠牲が発生するはずだ。最悪、国境を守る砦や関所が落ちてしまう。

　それが明日、現実になっても不思議ではない。ゼルマが指摘したとおり一方的な状況であった。

「それをどうするので？」

「全滅させる。それしかないだろう」

　相手はすでにいくつもの村を壊滅状態にしているし、話し合いができる状況ではない。結論に対しての違和感はなく、だからこそ手段が気になる。

「では、私の役割について教えてください」

「国内に侵入したプロイセン王国の兵どもの殲滅に協力してくれ」

「協力するのはもちろんですが、味方の人数は？」

「議論の真っ最中だ。人を動かせば大量の金が消費される。文官がなかなか認めなくてな……だが、敵の半数は出せるだろう」

「完全に足りませんね」

「そのとおりだ。しかし、恐らくそれ以上は譲られない。だから——」

　地の利があるとはいえ負ける可能性がある。そんな計画をゼルマが許すとは考えにくい。失敗した際の保険は必ず用意するだろうし、それが何なのかわからないほど俺は鈍くない。

「聖剣の力を使え、ですか」

　真の力を解放した際に、魔物の集団を消滅させたことがあった。あのときの数は千以上あっただろう。魔物相手にできたのだ。人間相手にも同じ結果をもたらすはずである。

「ライナ伯爵の軍が敗走した場合、ラルスの力を使わせてもらう。危険な仕事なのはわかっている、だから私もそれなりの見返りを用意する予定だ」

　今更、敵対する人間の一人や二人殺したところで気にするようなことはないが、それが千を超えるとなれば話も変わる。

　戦場であれば英雄として扱われるかもしれないが、今回は違った反応になるだろう。

　敵からは悪魔と罵られ、安全な場所にいる平和ボケした味方にも、大量殺人者として腫れ物のような扱いをされるはずだ。

　そんな状況になっても欲しいと思える報酬。そんなものがあるのだろうか。

　数秒黙ってから、ゼルマは報酬について伝える覚悟が決まったようだ。

　瑞々しく整った唇が動く。

「ラルスが望む自由な生活の保証だ。自由気ままな生活ができるよう、貴族や教会からの圧力はすべて私が引き受ける。ソフィーと平和な暮らしを満喫してくれ」

　ギフト能力を持つ俺は、貴族や教会といった権力者に狙われている。ゼルマが後ろ盾になって守り、自由を保証してくれるのであれば問題ないし、当初はそういった話だったので違和感はない……が、大量殺人を犯した報酬として釣り合うのかは悩ましい。

　すぐに頷くようなことはせず、じっくり考えながらゼルマの話を聞く。

「だがそれでは、報酬として足りないだろう。私はもう一つの選択肢を提案したい」

　俺が思いついたことぐらい、ゼルマは想像できていたようだ。

　内容次第で、どのぐらい高値が付いているのかわかる。

　重要な話になりそうだった。

「その内容は？」

「ラルスにヤンをプレゼントしよう」

　ゼルマ自身がプレゼントになるんじゃないかと思ったが、さすがに違ったようだ。

　貴族様が持っている大きな利権。それは土地だ。

　治めている土地の広さ、質が、そのまま家の力に直結する場合も多い。その一部を俺に渡そうとするのだから、能力を高く買ってくれていると思っていいだろう。

「無論、領地を渡すという意味ではなく、代官として派遣し、利益の一部を渡すという形になるが」

　領地分譲は王家にも話を通さなければならない。エルラー家の一存では決められないので、代官という立場を用意するというわけか。

　正直に言う辺りに誠意を感じる。

「断ると言ったら、ヤンはどうなりますか？」

「私が当主になったら、今のようにヤンは統治できない。別の代官を派遣することになるだろう」

　別の、か。俺が知っている代官はクルトで出会った男だけだ。安定した統治をしていたと思うが、リカルダ信者たちに狙われ、破滅してしまった。

　同じようなことがヤンで起こったら？

　もしくは、平民は石ころ程度の価値しかないと思っている人間が代官になったら？

　今のような平和な生活は維持できないだろう。

　俺はヤンが好きだし、そこに住んでいる人々も好きだ。もし、ソフィーとの生活だけで満足できるのであれば、そもそも騎士になんてならずにゼルマから逃げ出していた。

　みんなが理想の生活をするために、代官になるという選択肢は悪くない。

　だが俺の自由がなくなってしまうので、ベストな選択とも言えないだろう。

　まだ結論は出ない。もう少し知る必要がある。

「その場合の代官はどのように決まりますか？」

「エルラー家にとってダンジョンを抱えるヤンは、重要な場所だ。代々エルラー家に仕えている家臣の中から選ばれるだろう。これは最悪の場合だが、モーリッツもその選択肢の内だ」

　言い切ったゼルマの表情は暗かった。

「モーリッツの野郎がヤンに来たら最悪ですね……」

　女にだらしのないヤツだ。ヤンの支配者になったら好き勝手に動き回るだろうし、治安は悪化するはずだ。

　しかも騙されやすいこともあって、クルトの代官のように邪教団に狙われることも考えられる。

「ルーイトポルト様が、ヤンの代官になる可能性は？」

「それは、ほぼない。ルーイトポルト兄様は、クルトを治めることになるだろう」

　発展途上の村より、今も多大な税収を挙げているクルト、そこを優先する判断か。もう一度、邪教団に狙われても立ち向かえるように、優秀かつ信頼できる家族を派遣する……いや、そうすると、ゼルマの話には違和感が残るぞ。

　兄を信頼しているのは、現当主のヴァルターのみだからだ。

「その話は本当なのでしょうか？　身内、いやこの場合は家族だからこそ任せられない。ゼルマ様、そう考えてはおりませんか？」

　ゼルマが当主になって最も不満を抱えそうな人物は、ルーイトポルトやモーリッツだ。

　今まで下に見ていたゼルマに従わなければいけないので、面白くないと感じるはず。そんな二人にエルラー家でも重要な土地を管理させ、しかも潤沢な資金まで手に入る状態にするのだ。

　謀反の一つや二つ、起こっても不思議ではないだろう。

　他家と手を組んで襲ってくることすら考えられる。特にモーリッツは何をしでかすかわからない怖さがあるからな。ゼルマなら絶対に代官として指名しないだろう。

「そうだな」

　俺の疑問を聞いた瞬間、ゼルマは口角を上げてニヤリと笑った。

「ラルスには、貴族として上手く生きていく才能があるようだ」

「そんな才能いらないんですけどね」

　会話の中から不自然な内容に気づき指摘する。

　言葉で戦う貴族様には必須の能力で、気づかないうちに俺も手に入れていたようだった。

「話を戻そう。家族をヤンやクルトには派遣したくない。だが、家臣からの強い反発があれば妥協するしかないだろう」

「当主なのに、ですか？」

「そうだ。新当主というのは、危うい立場なんだよ。特に私の場合は女当主というハンデを背負うことになる。家臣と上手く付き合わなければ、ルーイトポルト兄様を担ぎ上げて謀反を起こされる危険もあるのだ」

　周囲が当主だと認め、従わなければ、立場は危うくなるということか。当主だからといって好き勝手できるわけではないのだな。

「仮にだが、ルーイトポルト兄様やモーリッツの派遣は阻止できたとしても、エルラー家に長く仕えている家臣の誰かが選ばれるのは間違いない。そいつらが、ヤンに対して友好的とは限らないぞ」

　当主になった後も問題だらけだな。冒険者と違って、ヤンにいる人々は移住なんてできない。もし逃亡しても長くは続かないだろうから、新しい代官がまともであることを祈りながら、受け入れるしかなさそうだ。

「脅すようなことを言ってしまったが、私が当主になった先に起こる未来の一つであるのは間違いない。しかも可能性は決して低くないのだ。さぁ、ラルス。何を選ぶ？」

「俺はソフィーと自由気ままな生活がしたい。最初はただそう思ってました……」

　だが今は違う。人の欲望に際限はない。ヤンで仲のよい知人・友人もできた。宿のオヤジやヘルミーネ、ガンダルのヤツらには幸せな日々を過ごしてほしい。自然と、そう願うようになっていた。

　それにレギーナやゼルマにも不幸になってほしいとは思えず、ローザだって、まあ、死んでいいとは思えない。

「けど、今はヤンに住む人たちも大切です。彼らにも平和に過ごしてほしいと思っています」

「ふむ。すると、私の代わりに派遣されるヤンの代官は重要だな」

「ゼルマ様の力で、いい人材を派遣できませんか？」

　都合のいい願いだというのはわかっているが、俺の自由とヤンの安全。この両方を実現するためには必要なことなのだ。

「……すまない。ラルスが断るのであれば、説得できる材料はなくなる。平民をゴミのように扱うヤツらを派遣するしかないだろう」

　貴族や特権階級の人間であれば、そういった考えをするのは普通だ。だからこそ、ゼルマの発言に驚いてしまった。なんせ彼女が、それに不満を抱いていそうに見えたのだから。

「随分と平民のことを気にしてくださっているんですね」

「ラルスを理解するには一番だと思ったからな」

　貴族の典型例といって過言ではないほど、ゼルマは平民のことを見ていなかった。他の貴族より多少でもマシに見えたのは、合理性がやや強めだったからに過ぎない。

　平民が生意気なことを言ったら斬り捨てるだろうし、それに対して何も感じない人間だったはずだ。

　そんなゼルマが俺に出会って考えを変えた。その事実に動揺を隠せないでいる。

「さて、ラルスの考えはだいたいわかった。やはり、お前がヤンの代官として土地を治めるべきだと思う。だが実際に働くのは他のやつでいい。別の街で遊び回っていても問題はないだろう。重要なのは、ヤンの代官という立場だ」

「そんな代官がいたら、ヤンは衰退してしまうのでは？」

「優秀な文官を用意すれば問題ない。ラルスには騎士としての立場もある。私からの特別な任務があって外にいるといえば、周囲も納得はするだろう」

　俺がヤンの代官という立場を得られれば、当主を除けば誰も文句は言えない。方針に指図することはできず、文官たちも素直に従うだろう。もし裏で悪さをするようなら処理すればいいし、その権力は俺にある。

　それにフィネの件もある。魂を取り込んで不安定になったあいつが暴れたとき、ヤンを守れるのは俺とソフィー、エレノアぐらいだろう。

　本当に両立できるかは不安だが、悪くはない選択のようにも思えた。

「少し、考えさせてください」

　答えを保留したのには理由がある。ゼルマが提示した報酬は俺にとって、最低条件をクリアした内容に過ぎないからだ。

　その夜は俺が一時保留することで終わりとなる。

　ゼルマから色仕掛けをされることはなかった。

　ラフな格好をしていた意味はあったのかわからん。

　まさか、やっぱり恥ずかしくなって途中で断念した……なんてこと、ないよな？




◇　◇　◇




　この戦いが終わったらどうやって自由を得るか考えていたら、寝坊してしまったようだ。すでに外は明るく、メイドたちが慌ただしく働いている。

　ベッドから起き上がって着替えを終えるころ、ドアがノックされた。

「朝食のご用意ができました」

「すぐに行く」

　部屋を出る直前、壁に立てかけた剣を見る……さすがにいらないか。

　手ぶらでドアを開けるとメイドが立っていた。

　俺に深く頭を下げてから歩き出す。案内してくれるようなので、黙ってついていくことにした。

　通路から外が見える。遠くには門が見えて、馬車が一台止まっていた。

　平民が訪れるなんてありえないので、どこかの貴族だろう。ここからじゃ家紋は見えないが、エルラー家の馬車より大きい。上位貴族の可能性がありそうだった。

「誰が来ているんだ？」

　案内してくれているメイドに聞く。

「高貴なる方が来訪されるとしか伺っておりません」

　国境沿いの争いは、数十年単位で発生しなかったことだ。ロンダルト王国の貴族たちも慌てているのだろう。ここが落ちたら次は自分たちの番かもしれないので、いち早く現状を知りたい。そんな危機感を持っていても不思議ではないからな。

　メイドが立ち止まって大きいドアを開けた。

　室内には長テーブルがあって、ゼルマやソフィー、レギーナが椅子に座っている。

「こちらになります」

　端に寄って頭を下げたメイドの前を通り抜けて歩いていると、ゼルマが俺を見て微笑んできたので驚いた。

　あのゼルマが微笑むだなんて、眠気が一気に吹き飛ぶ異変だ。

　空席はいくつもあったがソフィーの隣に座る。

「おはよう」

「おはようございます。寝られましたか？」

「考えごとをしていたから寝不足気味だ」

「それって、ゼルマ様に何か言われたんですか？」

　カンが鋭いな。ソフィーの質問に対して、首を縦に振って肯定する。

「詳細は後で」

　これは俺たちの問題なのだから、昨晩のことは話しておくべきだろう。

「もちろんです。楽しみにしてますね」

　見蕩れてしまうほど美しい笑顔で返事をしてくれた。

　この笑顔を守るためなら何でもできそうである。

　俺が最後だったようで、すぐに食事がテーブルに置かれた。皿の上にあるのは、焼きたてのパンやスープ、サラダなどだ。

　農民や冒険者は朝から肉などをガッツリと食べるのだが、ここの朝食は軽めらしい。

　ゼルマがサラダを口に入れてから、俺たちも食べ始める。

　会話はなく静かに食事を進めていると、足音が近づいていることに気づく。小走りしているようで、慌ただしい。何か起こったのだろうかと疑問が浮かぶと、ドアが開いた。

　俺たちの視線が入り口に集中する。

　そこには見たことがある女性、コルネリア王女が立っていた。

　真っ赤な長い髪に、切れ長の目、大人になりきれていない顔つき。コルネリア王女はグティバーグ戦場跡で出会ったころと変わらない。違いがあるとしたら、今は高貴な身分に見合う豪華なドレスを着ているということだろうか。スカートの部分はふわりと膨らんでいる。

　エメラルドグリーンの宝石が付いたネックレスや、同色のイヤリングといった装飾品も身につけており、お姫様らしい印象がある。

「コルネリア王女殿下、やはりあなたが派遣されたのですね」

　慌てて立ち上がったゼルマに続いて、俺やソフィー、レギーナも立ち上がる。高貴な存在を目の前にして、座ったままでは失礼に当たるからだ。

　近寄ろうとするゼルマを、コルネリア王女は手を軽く上げて止めた。

　微笑んでいて機嫌はよさそうである。

「数十年ぶりに発生してしまった国同士の争いを、正確に把握する義務がありますから」

「王家は、それほど今回の件に関心をお持ちで？」

「もちろんです。ライナ伯爵に国土を守る力があるのか、この目で見届けるつもりです」

　ライナ伯爵の領地だから直接手は出さないものの、監視役をよこしたのか。

　情勢が悪くなれば王国軍を派遣するぐらいはするだろう。そうなったらライナ伯爵の面子は潰れるから、貴族内の影響力は大きく落ちることとなる。

　もし、コルネリア王女が戦争で命を落とすようなことがあれば、爵位をはく奪され没落するきっかけにもなる。言い訳なんてできないから、王家が領地を没収するだろう。

　相変わらず捨て石のように使われるコルネリア王女に、同情してしまいそうだ。

「けれど、ラルスさんの姿を見て安心しました。あの力があれば大軍が来ても対処できるでしょう」

　優しく微笑みながら俺の顔を見た。

「見事、敵をねじ伏せた暁には王家からの報奨も考えています。期待していますから」

　報奨か。これはエルラー家ではなく、俺に報酬を渡すということで間違いないだろう。

　エルラー家から引き離すのが目的か？

　であれば、利用できるかもしれない。

「お任せください。どんな敵が現れても私の力で撃退しましょう」

「ありがとうございます。ロンダルト王家を代表して感謝いたします」

　笑顔のまま返事をしたコルネリア王女は、ゼルマが発言する前に用事があると言って部屋から出ていった。

　自分を置いて話が進んだことが気に入らないのか、ゼルマが俺を睨んでいる。

「ラルスッ！　どういうことだ？」

「報酬の話、その続きをしませんか」

　報酬の話について、この場にいる人間には聞かれても問題はない。

　むしろソフィーには、意見をもらいたいぐらいである。

　和やかな朝食の時間は終わりだ。

　俺がソフィーとのんびり暮らせるようにするために、ゼルマ……いや、エルラー家ともう一度話し合いをしよう。

「いいだろう。ラルスの考えを教えてくれ」

　珍しいことにゼルマは不安そうな表情をしながら俺を見ていた。

　てっきり怒鳴り声を上げるかと思ったので、拍子抜けである。

「私の望みは、ソフィーと一緒に自由でのんびりとした生活をすることです。ヤンに住んでいる友人たちも幸せにできるのであれば、文句はありません」

「なら、私の提案を……」

　ゼルマが言い切る前に、首を横に振って否定した。

「お気持ちは嬉しいのですが、騎士のままでいては、エルラー家の便利な道具として利用され続けてしまうでしょう。たとえゼルマ様はそうお考えにならずとも、周囲が許しません。何かあれば絶対に〝ラルスを使え！〟と圧力をかけてきます」

　俺はエルラー家の家臣を信用していない。俺が騎士であり続ける限り、ヤツらの発言に左右される可能性はある。だから、一度関係をリセットしたいと思った。

「…………」

　ゼルマは無言だ。


否定しないということは、そうなる未来が来るとゼルマも確信しているのだろう。



　俺がヤンの代官に就任しても、今回のような人間同士の争いが発生したら、間違いなく参戦しろと命令が下る。教会の権威が落ちてソフィーの安全が約束されている今、ゼルマが当主になった後にまで、関係のない争いに首を突っ込む必要はないのだ。

「ですから、ゼルマ様が当主になられた暁には、私は騎士の称号を返上し、冒険者として活動することにします」

　王家から報奨——金をもらったら、しばらくは遊んで暮らせるだろう。

　悠々自適な冒険者生活ができるはずだ。

「ヤ、ヤンはどうする？」

「ご安心ください、住処を変える予定はありません。友人が圧政に困っていたら助けますし、必要であれば陳情の手紙なども送らせていただきます。さすがに無視はされませんよね？」

「ラルスからの手紙であれば必ず読もう。だが、エルラー家の騎士でなくなればそれはもう単なる他人だ。王家に報奨をもらい、認められた人間とはいえ、領地運営に口を出す権限はないぞ？」

「そのとおりですね。冒険者にそんな権限はありません」

　使い捨ての冒険者の声なんて聞く価値はないからな。

　そこには同意だ。

「ですが今後、その冒険者に頼る場面が増え、耳を傾けることも多くなるかと思います」

「何が言いたい？」

「今後、ダンジョンマスターたちの動きは活発になります。今までどおりのダンジョン運営ができると思いますか？」

「…………」

　特にヤンのダンジョンはこれから何が起こるかわからない。

　フィネが生きているんだから、俺やソフィーの力が必要になるのは明白。

　冒険者だからといって雑な扱いをすれば、ダンジョンで問題が起こったときに対処できる手段がなくなる。

　兵で守れる範囲は限定的だし、何より金がかかるから問題が長引くほど冒険者に頼るしかなくなるのだ。

「ダンジョンに異変があれば、冒険者として積極的に調査します。指名依頼はゼルマ様直々のものだけをお受けしましょう。ダンジョンマスターとも戦います。ですからゼルマ様は、必ず信頼できる代官をヤンに派遣してください」

　ゼルマの騎士ではなくなるが、ヤンで活動を続ける限り指名依頼といった形で、ゼルマは間接的に俺の力が使えると伝えた。

　しかも俺はゼルマの依頼しか受けないと宣言したので、彼女専属のお抱え冒険者といってもいいだろう。

　エルラー家の家臣だってヤンを守るために俺が必要だとわかっているはずだし、この条件ならちゃんとした代官の派遣ぐらい手配できるはず。

「……ラルスはそういった取引をしたいということか」

「はい。ゼルマ様の配下ではなく、今後は対等な相手として取引をしたい。そう思っています」

　図に乗るなと怒り狂うかと思っていたが、ゼルマはニヤリと笑うだけだ。今までよりも圧力が弱く感じる。どこか寂しさを感じているようにも見えた。

「いいだろう。ラルスを対等な取引相手として認める。私が当主になった後は冒険者として好きに活動するがいい。何かあればギルド経由で依頼を出させてもらう。それでいいか？」

「もちろんです。ヤンを守るため、そしてゼルマ様の依頼であれば、喜んでお引き受けしましょう」

　ゼルマとはいろいろとあったが、嫌いではない。ヤン、そしてエルラー家のためであれば多少の無茶はしてもいいだろう。そのぐらいのことは思っていた。




　朝食を食べ終わると「会議がある」と言ってゼルマだけが、ライナ伯爵の会議室に行ってしまった。

　どうやら、領内に潜入したプロイセン王国の兵に対する撲滅計画を話し合うようで、俺とソフィー、レギーナは控え室で待機するように指示が出ている。

「勝手に決めてごめん……」

　部屋に入ってすぐ、ソフィーに謝った。


ゼルマへの宣言は事前に決めていたことではない。俺の独断だった。怒っていたらどうしようと不安に思っていたのだが、優しく微笑んでいる顔を見る限り、そういった心配は不要そうだ。



「気にしていません。むしろ、冒険者として活動する約束を覚えていてくれたこと、それが嬉しかったです」

　冒険者登録をして、一緒に薬草を探したときのことを言っているのだろう。俺だってあのときのことは覚えている。

　少し遠回りしてしまったが、もうすぐ実現するはず。それを嬉しいと感じているのは俺だけじゃないようだ。お互いの気持ちが通じ合っている。そう思えるだけで心が満たされた。

　どんな困難でも乗り切れるに違いない、そんな自信が湧いてくるのだ。

「そうだな。この戦いさえ終われば、ようやく夢が実現するな」

「はい。一緒に頑張りましょう」

　ソフィーと見つめ合い、手を取る。

「相変わらず仲がいいですね」

　存在を忘れられていたレギーナが寂しそうに呟いた。

　慌てて手を離すと、ソフィーと一緒に彼女を見る。

「お二人には、自由に暮らせる生活が似合っていると思います」

　本心だと思うが、やはりどこか喜んでいる雰囲気ではない。

　俺と同じく気になったのだろう。ソフィーが質問をする。

「レギーナさんは、これからもゼルマ様と一緒にいるんですか？」

「はい。あの人は私が守ると決めていますので」

　すごい信頼関係だな。危ない橋を渡っているというのに、ずっと一緒にいる。もっと楽に生きることもできただろうに。

　騎士として正しく生きようとする姿は俺にはないもので、理不尽な暴力が多い世界だからこそ、真っすぐな性根は羨ましいなと感じてしまう。

「仲がいいんですね。ゼルマ様とレギーナさんには、今の関係がお似合いだと思いました」

「ありがとうございます」

　ソフィーに褒められたレギーナは照れながらもお礼を言った。

　茨の道を歩む主人。それを守り続ける騎士。物語では定番の関係だが、現実だと見かけない。


しかし、ゼルマとレギーナは違う。




その理想を貫き通そうとしているのだ。



「レギーナさんはいつからゼルマ様の騎士になったんですか？」

　俺にとっては、ちょうどよい機会だ。


ゼルマとの関係が切れる前に、ずっと聞きたかったことを質問した。



「たいした話ではないのですが……せっかくなのでお話しいたします」

　拒否されるとも思ったが、レギーナは受け入れてくれたようだ。

　俺たちは部屋に置いてある椅子に座ると、話されるのを待つことにした。

「少しだけ昔話をしますね」

　そう前置きをしてから、レギーナは語り出した。

「私が八歳になったころ、父様に連れられてゼルマ様と初めてお会いしました。生涯をかけて仕える方だと教えてもらったんです。我が家は代々エルラー家に仕えてきたので、疑問に思うことはありませんでした」

　そんな小さいころから運命を決められてしまうとは、俺から見ればレギーナは不自由な生き方を強制されたんだと感じてしまう。

　ゼルマさえいなければ、別の生き方が選べた……はずは、ないか。別の家に生まれなければ、同じ運命をたどるだろう。

　むしろ、あのモーリッツに仕える可能性もあったのだと考えると、現状は悪くないとも考えられる。

「まだ小さく年齢の近かった私たちは、主従なんて関係なく一緒に遊び回る日々を過ごしていたんです。木の棒を振り回して剣術の練習をしたり、モーリッツ様を追いかけ回したり、さらには習いごとをサボって街を探検したこともありました。今思い返すと、男の子のような遊びばかりしていましたね」

　話しながらレギーナは笑っていた。大切な思い出なのだろう。

　お嬢様らしくない遊びではあるが、ゼルマなら納得できてしまうから不思議だ。貴族の子女という枠に収まりきらない性格だったからこそ、小さいころから暴れ回っていたのだろう。

　両親は将来、男勝りになるとか思っていたんだろうな。

　当主になりたいと言いだしても驚きはしなかったかも。

　そんな想像ができてしまうエピソードである。

「そのときはまだ、私はゼルマ様を守る騎士というより友達という意識のほうが強かったんですが、事件が起こってから大きく変わりました」

「事件？」

　俺の疑問に小さく頷いてから、レギーナは口を開く。

「ゼルマ様を狙う暗殺者に襲われました。私と護衛の兵が二人ほどいたんですが、兵はすぐに殺されて、次はゼルマ様が狙われたんです」

　大人になった今なら対処のしようもあるだろうが、護衛を倒すほどの実力を持った暗殺者であれば、子供時代のゼルマたちは間違いなく勝てない。

「私は考える前に体が動いて、暗殺者に抱きついて動きを止めたんですが、魔力の制御もろくにできない子供の力なんてたかがしれています。背中を何度も刺されて倒れてしまいました」

　やはり奇跡なんて起きない。圧倒的な実力差は覆せないのだ。

　しかも相手が暗殺者であれば、刀身に毒を塗っていたことだろう。


致命傷を受けてよく助かったな。



　近くに聖魔法の使い手でもいたのだろうか。

「意識が薄れる中、遊ばずにもっと訓練していればよかった、ゼルマ様を守りたかった、そういった強い気持ちが湧き上がったのを今でも覚えています」

　力及ばず倒れる悔しさ。それがレギーナの原動力になっていたのか。

　暇さえあれば訓練をしていたのも納得だ。

　大切な人を守るために、二度と負けないように鍛えていたのだろう。

「暗殺者は、騒動に気づいたヴァルター様の手によって斬り殺され、無事に解決。私は半年ほど寝込んでいましたが、何とか回復しました」

　あの山賊のような見た目をしていたヴァルターなら、周囲が止めても暴れ回ったんだろうな。

「その後は遊ぶ暇などなく、騎士になるための修練をしながらゼルマ様を護衛する日々を過ごし……ラルスさんたちと出会ったんです」

　穏やかな表情を浮かべていたレギーナが、一転して殺気を放った。

　目は鋭くなって、敵と対峙しているような雰囲気がある。

「ゼルマ様を裏切ったら、ラルスさんやソフィーさんでも許しませんからね」

　過去を話したのは警告したかったからなのか。

　裏切ったら許さないと。

「安心してください。ゼルマ様を裏切るつもりはありません。私とソフィーは自由が欲しいだけなんです」

　ゼルマはヤンの成長には必要な人間でもあるので、伝えたとおり裏切るつもりなんてない。

　レギーナは警戒しすぎなんだよ。

「その言葉が聞けて安心しました。ラルスさんのこと、信じてますからね」

　笑顔を浮かべているレギーナだが、目だけは鋭い。

　先ほどの許さないという言葉、その重みを感じていた。

「もうすぐ出撃の命令が出ると思うので、私は準備に入ります」

　伝えるべきことは伝えたとでも考えたのだろう。軽く頭を下げてからレギーナは退室した。

「俺たちも準備しようか」

「はい」

　部屋に戻ると、ソフィーに昨夜のことも話しながら準備を進める。意見の一つでも言われるかと思ったが「私はラルスさんについていくだけです」と言われただけであった。

　物わかりがよすぎて少しだけ恐ろしいと感じる。

　いやいや、変なことを考えるのはよそう。

　ゼルマの配下として最後の戦いになるかもしれないのだ。

　今は戦いに集中するべきだ。


プロイセン王国兵の排除




　ロンダルト王国に侵入したプロイセン王国の兵を撲滅する作戦は、午後に発表された。

　敵の数は事前に聞いていたとおり千程度らしい。現在は斥候が監視し、拠点も森の中にあると判明している。

　こちらの戦力は、相手より少ない。


ライナ伯爵が率いる兵が五百、ゼルマのほうが百といった具合だ。ライナ伯爵は主要街道を使って堂々とプロイセン王国の兵たちが潜んでいる森を目指す。陽動の役割を任せる予定だ。



　ゼルマの部隊はさらに三つに分かれて進軍し、敵に気づかれないよう森の中で集合。敵兵がライナ伯爵の軍に食いついている間に、兵のいなくなった拠点を徹底的に破壊する。その後、背後から奇襲をかけて、全滅させる予定だ。

　プロイセン王国の兵たちは援軍が期待できない孤立した部隊なので、逃げ道さえ塞げば地理に詳しい俺たちが有利に進められるだろう。

　ジョンが悲惨な現状を兵たちに報告していることもあって、ゼルマに割り当てられた兵たちの戦意は高い。

　慎重派の文官が「まずはプロイセン王国に抗議の手紙を送ろう」と発言したものの、「敵が攻めてきたのだ。話し合いの段階は終わっている」と、ライナ伯爵に一蹴されたとの噂が広がっていた。




◇　◇　◇




「今日はここで野営するぞ」

　ゼルマから命令が下ると、それぞれがテントを組み立て始めた。

　俺やソフィー、レギーナ、ローザ、そしてなんとコルネリア王女までも、ゼルマの部隊に入って移動している。他の二部隊はライナ伯爵の騎士とバウルが率いている。別ルートにいるため姿はないが、同じ場所を目指してくれていることだろう。

　俺はソフィーとテントを組み立ててから一緒に中に入る。

　携帯食料を食べると、すぐ横になった。

「明日の午前中には合流場所につく。今日はゆっくり休もう」

「いよいよですね。うまくライナ伯爵の部隊に食いついてくれればいいんですが……」

　人間同士の争いに慣れていないソフィーが、不安そうに呟いた。

「兵の数が互角なら逃げられることもあったかもしれないが、こっちの兵は向こうの半分しかいない。食いついてくれるよ。もしライナ伯爵の部隊と戦わず拠点に残られても、聖剣の一撃をお見舞いしてから逃げる算段だ。何とかなるさ」

「ラルスさんが、そう言ってくれると安心してきました」

　俺の言葉を信じてくれたようで、ソフィーから力が抜けた。

　しばらくすると寝息が聞こえるようになる。

　戦いが近づいて興奮して眠れない俺は、ソフィーを起こさないようにテントを出ると夜空を眺める。

　哨戒しょうかいの兵が数名いるだけで、静かな時間だ。

　田舎村を出て冒険者になり、ダンジョンマスターと戦って騎士にまで成り上がって、次は人間同士の戦争か。

　思えば遠くまで来たものだ。

　子供のころの自分に今の状況を教えても信じないだろうな。

「眠れないんですか？」

　声をかけられたので振り返る。コルネリア王女がいた。後ろには護衛の兵がいる。グティバーグ戦場跡で出会ったフォルクマーだ。彼もまた、危険な戦場に投入された哀れな兵というわけか。

「恥ずかしながら気が高ぶっているようで、夜風に当たっております。コルネリア王女殿下も眠れないので？」

「そうなんですが、理由は少し違います。怖くなってしまって……」

　王族であれば、争いとは無縁で花のように丁寧に育てられたことだろう。

　数十年ぶりに発生する戦争に恐怖を感じても当然である。

　しかも戦いを見届けるためとはいえ、少数の部隊に配属されているのだから。

　王族とは思えない雑な扱いである。せっかく家宝を持ち帰ったというのに、死んでも問題がないという扱いは変わっていないようだな。

「ゼルマ様の隣にいれば安全です。計画は順調に進んでいますし、何かあれば聖剣ですべてをなぎ払ってみせますよ」

　あえて軽い口調で言ってみたのがよかったのか、コルネリア王女はクスッと笑ってくれた。

　緊張している新人に冗談を言って緊張を紛らわせる。この方法は、王族に対しても有効なようだ。

「ありがとうございます。当代の勇者が言うと説得力が違いますね」

「勇者なんかではありません。ただの騎士ですよ」

　ここは、ちゃんと否定しておかないと。

　死んでもいい扱いをされているとはいえ、相手は王族だからな。

　ここで認めたら何を言われるかわかったもんじゃない。

「そうでしたね」

　真っ向正面から否定したのに、コルネリア王女が気分を害した様子はなかった。

　ゆっくりと歩いて俺の隣に立つ。護衛のフォルクマーは数歩離れた場所にいるので、俺は安全な男だと認識されているようだ。

「ラルスさんは、この戦いの先に何を求めているのですか？」

「ソフィーとのんびり暮らせる自由な生活、ですかね」

　思いもしなかった発言らしく、きょとんとした顔をして俺を見つめてから、納得したような表情に変わった。

「そういえば、出世欲のない方でした」

「貴族の方々からすると理解できない考えでしょうか？」

「そうですね、普通の貴族であれば。ですが、私はその気持ちわかりますよ。普通の生活に憧れていますから」

　今度は俺が驚く番だった。


コルネリア王女も、ゼルマのように野心に溢れていると思っていたからだ。



「って、こんなことを言ったら、いろんな方に怒られそうですよね。贅沢な暮らしをしているんだから義務を果たせ、とか」

「いえいえ。その辛さ、わかります」

「へ？」

　肯定されるとは思っていなかったようで、間抜けな返事をした。


そんな彼女の目をしっかりと見る。



「望まない立場に立たされてきた人を、他にも知っていますから」

　生まれもった性別という、本人にはどうしようもない理由で優先順位を下げられたゼルマ。彼女が望む立場を得るチャンスは、世界をかき乱すことでしか生まれなかった。

　俺は近くで見てきたからこそ、コルネリア王女の気持ちも、ある程度は理解できる。

「優しいんですね」

「そんなことありません。自分のことしか考えていない身勝手なヤツですよ」

　当主になった後にも、ゼルマが俺を求めていることはわかっている。本当に優しいのであれば、ヤンの代官になる話を受け入れていただろう。

　悪い話ではなかったし、妥協できるラインだったのは間違いないからな。

　でも、自由な生活を手に入れるために断った。


それはソフィーと一緒にいたいという身勝手な欲望からくるもので、やはり優しいとは違うのだ。



「そういうことにしておきますね」

　儚はかなく笑うと、コルネリア王女の整った唇が耳に近づく。

「王家の報奨は断ることもできますが、受け入れたほうがラルスさんのためになると思いますよ」

　返事をする前に離れてしまった。

　王家の報奨。深く考えていなかったが、実はゼルマの話より厄介なんじゃないか？

　ギフト能力者を王家が放置するとも考えにくく、戦いが終わったら何か手を打ってきそうだ。

　報奨という正当な理由があるため、何かを押しつけることも可能だろう。それこそコルネリア王女と婚姻を結ばせて、ギフト能力者を国内に縛りつけるとか。

　他にもいろいろと考えられる。

　もし王家の思惑が俺の予想どおりであれば、最悪の場合、国外逃亡しなければならない。一度、ソフィーと話し合っておくべきだろう。

「楽しくお話ができて気持ちも落ち着きました。ありがとうございます」

　スカートの端をちょこんとつまんでから礼を言った。コルネリア王女はフォルクマーと合流して去っていく。

　もしかして、先ほどのことを伝えたかったから俺に近づいたのか？

　弱音を吐いていたのは偽りの姿だったのか？

　女性はいろんな面を持っていて、男より複雑だ。

　考えても答えは出ないので、俺もテントに戻ろうと振り返る。


外にソフィーがいることに気づいた。慌てて駆け寄る。



「ごめん。起こしちゃったか」

「眠りが浅かったようで、目が覚めちゃいました。ラルスさんは何をされてたんですか？」

「王家の報奨について、コルネリア王女と少しだけ話していた。テントに戻ったら教えるよ」

「はい。絶対に、お願いしますね」

　なんだか迫力のある言葉だったが、指摘はしない。してはいけないと本能が囁いたからだ。




　ソフィーと一緒にテントへ戻ると、コルネリア王女との会話を伝え、その後、手をつなぎながら寝た。

　熟睡してしまったようで、一度も起きることなく静かな朝を迎える。

「おはよう」

　先に起きていたソフィーに声をかけてからテントを出ると、大鍋で朝食のスープを作っている冒険者たちの姿が見えた。すでに食事を始めているヤツらもいて、少し出遅れてしまったようだ。急いでテントに戻ると、ソフィーと一緒に朝食を済ませる。

「出発だ」

　食器を洗う暇もなく、ゼルマの号令とともに出発を余儀なくされた。急いでテントをたたむと、他の冒険者たちと移動を始める。

　未開の森を歩いているので足場が悪い。苔を踏んで滑ってしまい、足をくじいたヤツもいたがソフィーの『ヒール』によって、脱落せずに済んでいる。

　ちょっとしたトラブルはあったが、計画どおり順調に進むと、昼過ぎには合流場所についた。


俺たちが最後だったようで、バウルやライナ伯爵の騎士たちはすでに集まっている。



「待たせたな。相手の状況はわかっているか？」


近くにバウルがいたので声をかけた。



「ついさっき斥候が戻ってきたところだ。最新の情報があるぞ」

「状況を教えてくれ」

「ロンダルト王国内に潜入しているプロイセン王国の兵は、ライナ伯爵が率いている五百の兵を奇襲、殲滅するために移動を始めたようだ。拠点には五十名程度の人間しか残っていない」


その数なら、聖剣の力に頼らずとも制圧は可能そうだ。さっそく報告しよう。



　バウルとライナ伯爵の騎士を連れてゼルマに近づく。付近にはレギーナ、ソフィー、ローザといったいつものメンバーとコルネリア王女がいた。

「何かわかったか？」

「エサに食いついたようで、拠点には五十程度の兵がいるだけです」

　ニヤリと、ゼルマは野性的な笑みを浮かべた。

　この後に続く言葉は予想できる。

「すぐに叩くぞ。その後はライナ伯爵の援護に回る」

　そうなるよな。どうやら小休憩すら取れないようである。

「拠点を囲んで一斉に突撃しますか？」

「そうだな……」

　俺の提案に考え込んだゼルマだったが、ローザの声で中断される。

「私の魔法であれば一撃で壊滅させられます」

　話しかけられて驚いたようで、ゼルマはローザを見つめる。

「できるのか？」

「もちろんです。多少時間はかかりますが、拠点を破壊し尽くす攻撃が可能です」

　いつもの軽い口調ではなく、静かで恨みのこもっているような、そんな声だった。

　腐れ縁だし、たまには助けてやるか。

「ローザの言葉は私が保証いたします。過去、オークの集落を広範囲魔法で壊滅させた経験もあるので、この程度の拠点であれば問題ないでしょう」

「ラルスがそう言うのなら問題ないな。やり方は任せる。拠点を徹底的に破壊しろ」

「かしこまりました！」

　さて、ゼルマのありがたい命令を実行するとしよう。

　ソフィーに軽く手を振ってから別れると、バウルに話しかける。

「ローザがデカい一撃を放ち終わったら突撃するんだ。ライナ伯爵の騎士と上手く連携しろよ」

「了解した」

　力強く頷いたバウルは、ライナ伯爵の騎士と去っていった。これから部下に作戦を伝えるのだろう。

　俺とローザは気配を殺して拠点の近くに移動する。

　テントが多数あり、金属製の鎧を着た兵たちは警備をしながらも、リラックスしているように見えた。

　簡易的ながら魔法攻撃に対する結界のようなものを設置しているようで、魔力で作られた薄い膜がうっすらと見える。

　バウルの報告になかったのは、斥候が気づけなかったからだろう。

　無理もない。魔法を使える人間の中でも、感知能力に長けていなければ見えないからな。

「あれは突破できるか？」

「愚問ね」

　ローザも当然のように結界の存在には気づいており、しかも余裕で突破できると宣言した。頼もしい限りである。

「じゃ、頼んだぞ」

　言い終わってから聖剣を創り出す。

　プロイセン王国の兵が近くにいないか警戒しながら、ローザの魔法を待った。

「任せなさい」

　ローザの体内にある魔力が急速に高まっていく。強力な範囲魔法を使う前兆だ。

　通常の戦闘では時間をかけて魔法を放つなんてことはできないが、こういった状況であればじっくりと進められる。

　魔法使いの本領発揮といったところだな。

『アースウォール』

　プロイセン王国の拠点を囲むようにして土の壁が出現した。高さは三メートルほど。よじ登るのは不可能で、破壊にも時間がかかるだろう。

　逃げ道を塞いだローザは続けて魔法を放つ。

『ダイヤモンドミスト』

　ゴブリンの軍勢を壊滅状態に追いやった広範囲の魔法だ。

　壁の中は白銀の世界になって、小さな氷の結晶が空中で舞っていることだろう。

　刃のような氷の結晶に肌や肉を切り裂かれたプロイセン王国の兵は悲鳴を上げているだろうが、土の壁によって音も広がらないようになっている。

　壁を叩く音が聞こえたが、『アースウォール』は解除されない。氷の嵐は続いているようで、しばらくすればその音も聞こえなくなった。

　ほぼ同時に二つの魔法を発動させるだけでなく長時間維持できるだなんて、さすがローザだな。

　数分ほど経過すると、ローザの魔力がほぼ空になる。


土の壁が消えた。



　プロイセン王国の兵たちは血まみれになって倒れており、テントは斬り裂かれ、地面は凍りついている。

「どう……よ。アイツら、全滅……したかしら」

　魔力切れによってローザの呼吸は乱れていた。

　顔色は悪いし、しばらく動けそうにない。

「ここから見る限りは全滅しているな。生きているヤツもいるかもしれないが、無傷ではないはず」

「いい気味ね」

　暗い笑みを浮かべたままローザは倒れた。

　この様子じゃ動かさないほうがいいな。

　プロイセン王国の拠点にバウルたちが侵入していく姿も見える。俺は参加しなくても大丈夫だろう。


今は、ローザを守る役割をしてやるか。






　しばらくすると、ローザの魔力も少し回復して動けるようになった。俺たちは凍りついたプロイセン王国の拠点に足を踏み入れる。

　地面には霜が降り、歩くとシャリシャリと音がした。

「生き残りはいないようだな」

　テントの布は破かれ、食料が入っていたと思われる木箱は粉々に砕け散っている。中に隠れて息をひそめている、なんてこともないだろう。

　目の前に死体があったので、俺はまたいで進む。

　後ろにいるローザは思いっきり踏みつけていた。


憎い相手の関係者がいて、感情が抑えきれないのだろう。




家族や婚約者を奪われた恨みは深い。



「やりすぎるなよ」

「……わかってる」

　敵だとしても最低限の礼儀は必要だ。でなければ、俺たちはゴブリンと同等になってしまうからな。

　周囲に散らばったバウルや冒険者たちが安全を確認しており、俺はその作業を見ながら拠点の中心部にまで進む。豪華であっただろうテントの残骸を見つけた。

　遠慮なく漁ってみると、近隣の村から略奪したと思われるロンダルト王国の銅貨や銀貨、さらには魔物の魔石などがでてくる。本当に好き放題やってきたんだな……。

「うまく制圧できたのはいいが、少しやり過ぎだな」

　後ろから声が聞こえたので振り返ると、ゼルマがいた。


寒さによって口から白い息が出ている。



「ゼルマ嬢はお厳しいんですね。気づかれることなく倒せたんですから、いいじゃないですか」

　ニコニコと笑顔を浮かべて突っ込みを入れたのはコルネリア王女だ。

　上位者に指摘されては、さすがのゼルマも文句は言えないようだった。

「そういうことにしておきましょう……で、ラルス、確認はどのぐらいで終わる？」

「三十分ほどで」

　拠点に残っていた人数が少なかったこともあって、バウルたちの調査はほぼ終わっている。

　すぐに出発する準備はできるだろう。

「順調だな。終わったらすぐに本隊の後を追うぞ」

「もちろんです。斥候を放っておきましょう」

「頼んだ」

　会話を終えるとゼルマは去っていった。コルネリア王女は、俺に軽く手を振ってから遠ざかる。

　……一晩話しただけなのに心を許しすぎじゃないか？

　まったく、王族だというのに男に騙されやすい性格をしている。


将来が心配になるほどだ。



「あんた、気をつけなさいよ」

「急にどうした？」

　ローザの警告が気になったので聞き返したが、それ以上は言ってこなかった。

　その代わり近づいてくるソフィーが視界に入る。

「コルネリア王女殿下とも仲が良くなったみたいですね」

「夜、軽く話しただけなんだけどなぁ……。まあ、距離感は間違えないようにするから安心してくれ」

「はい。信じてます」

　笑っているがなんとなく圧力を感じる。

　戦場にいるからピリピリしているのだろうか。

「万が一、間違えそうになったらちゃんと注意しますからね」

「それは助かる。変なことをしそうだったら教えてくれ」

「もちろんです。ずっと見てますから」
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　ラルスさんは、編成について話し合うと言って去っていきました。

　一人になったので、ゼルマ様がいる場所に向かいます。

　一線を越えそうになっている人たちに注意……ではなく、話し合わなければいけませんからね。

　都合のいいことに、ゼルマ様とコルネリア王女はまとめて同じ場所にいました。護衛にレギーナさんとフォルクマーさんの二人もいますが、許容範囲です。

　回りに言いふらすほど愚かな人たちではありませんから。

　体内の魔力を一部放出してから、声をかけます。

「いつの間に、ラルスさんと仲良くなったんですか？」

　ゼルマ様とコルネリア王女は一斉に反応して、こちらを見ました。

　あらあら、仲が良いことで。

「ソフィー……さん」

　声を漏らしたのはコルネリア王女のほうでした。ゼルマ様は厳しい顔をしたまま黙っています。私との付き合いも長くなってきましたし、こうなることは予想できていたのでしょう。

「ラルスさんは普通では考えられないほどのお人好しです。頼られたら応えようとする美徳を持っている、というのはご存じですよね？」

　だからこそ、理想の勇者なんていない、と絶望していた私やエレノアさんが惹かれたんですよ。

　歴代の勇者は物語とは違って、お金や権力、女性に溺れて怠惰な生活を過ごしてきました。でも、ラルスさんはこんな汚い世界を見てもなお、他人のために命を張れる人間です。

　言葉には出しませんが、真の勇者として相応しい人物だと思っているんです。

　欠点を挙げるとしたら、女性の気持ちに疎いぐらいでしょうか。

「ですから、都合のいい道具として使うつもりであれば許しません」

「わかっている。私は対等な相手として取引をするだけだ」

　即答したのはゼルマ様でした。

　私たちのことをよくわかっている。

　ここで少しでも変なことを言えば、協力体制は終わってしまいますからね。

　ですから、色仕掛け作戦が失敗したことには目をつむりましょう。

　二度目はありませんが。

　一方のコルネリア王女は、ゼルマ様の発言を理解できないようです。

「いくら元聖女とはいえ、随分強気に出られるのですね」

　ラルスさんと話していたときのような、王家の都合に振り回されている少女という仮面が剥がれています。

　他者を利用して踏みつけることが当然の権利だと思っている、王族らしい風格が出ています。他者を見下すような顔をしていて嫌いです。

　やはり本性を隠していたんですね。ラルスさんは騙だませても私は気づいていました。

「王家の力を使えば、お二人なんてどうとでもできますよ？」

　脅しとしては三流です。

　具体的ではないし、何より実現性のないことを言っています。

「教会が手間と時間をかけて育てた聖女の力、味わってみますか？」

　解放している魔力をさらに増やして、さらに殺気まで混ぜると、護衛の二人が前に立ちました。

「聖女は守られる存在。それは勘違いです。多少は肉弾戦だってできるんですよ」

　魔力で肉体を強化。腰を落として半身になり木のスタッフを前に出します。

　聖女候補の中には、肉弾戦においても天才的な才能を持った方がいたと聞いたことがあります。

　彼女には勝てないと思いますが、棒術であれば私もそこそこできるんですよ。

「ついに本性を見せましたね。その姿を見たら、ラルスはどう思うでしょうか？」

　コルネリア王女はまた脅しをかけてきましたが、これも無駄です。

　ラルスさんと私の関係を知っていれば、このような発言は出ませんから。

　現に、ゼルマ様は呆れた顔をしていますよ。

「何も変わりません」

　仮に私がこの場でコルネリア王女を殺しても、一緒に逃げてくれる。そんな関係なんです。

　金や権力だけでつながっている方々とは、根本が違います。彼女はそれをわかってない。

　魔力をさらに放出すると、私の圧に押されてコルネリア王女が一歩下がって、護衛の背後に隠れました。

　誰かの影に隠れて守ってもらう。

　その程度の覚悟で、私たちに手を出そうとしたんですね。

　許せません。

　一歩前に出てさらにプレッシャーをかけます。

　ここは国境付近の戦場。


何かをして逃げるには適した場所ですよね。



「ソフィー、そのぐらいにしておいてもらえないか？」

　私とコルネリア王女の間にゼルマ様が入りました。

　仲介するから落ち着け、そんなことを言いたそうです。

「そちらがラルスさんに手を出さないと誓うのであれば」

「だそうです。いかがいたしますか？」

　ゼルマ様の問いにコルネリア王女は黙ったままです。

　恐らく、国王からラルスさんの囲い込みまで指示を出されているはずですから、簡単には引けないんだと思います。

「手を出さないとは、どこまでのことを言っていますか？」

「王家が出す報奨は金銭だけにしてください」

「……ッ‼」

　兵の後ろから顔を覗かせていたコルネリア王女が、一瞬だけ驚いた顔をしました。

　すぐに戻ったので、気づいたのは私やゼルマ様ぐらいでしょうが。


やはり報奨をエサにして、ラルスさんを囲い込むつもりだったんですね。王家の直轄領の一部を渡して統治させる、そんなことを考えていたのかもしれません。



　配下にすれば、創造のギフトを持つラルスさんが兵力として使えるようになりますからね。ついでに私を正妻として認めるからと言って、側室には王家とのつながりがある貴族を配置し、ラルスさんに対する発言力を強める。そんな計画もあったかもしれません。

　そんなの、この私が許すはずないですよね。

　エレノアさんは特別ですが、それ以外の女性は認めたくありません。

　私、結構嫉妬深いんですから。

「ソフィーは王家の狙いに気づいて警告をしに来たと。そういうわけだったのか」

　ゼルマ様やレギーナさんは付き合いが長いこともあって、自然と納得してくれました。

「コルネリア王女殿下、恐れながら私からも一つだけ忠告させていただきたい」

「……何でしょう？」

　警戒しながらもコルネリア王女は、ゼルマ様の言葉を聞くことにしたようです。

　私も何を言うのか気になるので黙ったまま。

「本人が望まぬ報奨を渡せば、ラルスはソフィーとともに、すべてを捨てて逃げ出すでしょう。もしかすると、そこには聖女エレノアの姿もあるやもしれません。その行き先がプロイセン王国であったならどうなさいます？　王家にとってもかなりの痛手になるのでは？」

「……逃げ出せないようにすればいいだけの話です」

「それは不可能です。ラルスの力は万能です。どんな状況下でも必ず逃げおおせることでしょう」

「それほど、ですか」

「ええ、それほどです」

　しばらくの沈黙の後、ゼルマ様が一つの提案をします。

「戦いが終わった後、ラルスは私のお抱え冒険者としてヤンで活動を続けます。ひとまずは、それで納得していただけませんか？」

　プロイセン王国に亡命されて敵対するより、ロンダルト王国内でつながりを持っておくほうがいいだろう。

　そんな脅しに近い提案ですね。

　相手に利もあることですし、落としどころとしては悪くありません。

「……この場で確約はできませんが、国王陛下に提案はしてみます」

　コルネリア王女にとってもゼルマ様の話はありがたかったようで、ホッとしたような表情をしています。

　気が弱いなら私たちにちょっかいを出さなければいいのにと思いましたが、父親であり国王でもある男に逆らえなかったのでしょう。

　そう思うと、少しだけ許せる気がしました。

　ラルスさんのお人好しに影響されてしまったのかもしれませんね。

　コルネリア王女とのお話が終わると、ゼルマ様が私の目の前に立ちました。

　顔を近づけて耳元で囁いてきます。

「王家にケンカを売るだなんて、思い切ったことをしたな。驚いたぞ」

　確かに気持ちが抑えきれなかった部分があるかもしれません。

　ですが、ゼルマ様が悪いんですよ？

　だって——。

「薄着で夜にラルスさんの部屋を訪れた、ゼルマ様ほどではありませんよ」

　安全だと思っていた方がいきなり裏切るんですから。

　色仕掛けをするだなんて私のほうが驚きましたよ。

　ラルスさんが移動中に言ってくれなかったら、気づかないところでした。危ないですね。油断も隙もない。

「なぜそれをッ⁉」

「ラルスさんから聞きました」

「あの男はッ‼」

　言わなくても黙っていてくれると思いました？　そんな気遣いのできる男性だったら、苦労しませんよ。

　恥ずかしさを誤魔化すためか怒ったゼルマ様は、木の陰に隠れていたローザさんを見つけると、笑いながら命令を下します。

「ラルスを連れてこい！　今すぐにだ！」

「は、はいッ！」

　怯えながらもローザさんは素直に従って走って行きました。

　しばらくしたら、事情を知らないラルスさんを連れてくることでしょう。

　ゼルマ様にたっぷりお説教をされた後は、私が優しく抱きしめてあげますからね。

　これでもっと私を頼るようになるはず。

　ラルスさんを二人の聖女に依存させる計画は、着々と進んでいます。
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　酷い目に遭った。

　ゼルマと深夜に話したことをソフィーに言っただけで、あんなに怒られるとは思わなかったぞ。

　珍しい姿を見たと発言してしまったことが間違いだった？

　女性を褒め慣れていないから、難しいな。

　説教の途中でソフィーが助けてくれなかったら、どうなっていたことか。

「斥候が戻ってきました！」

　バウルが一人の冒険者を連れて俺の所に来た。

　忘れかけていたが、俺たちは戦場にいて、これから戦いに出かけるのだ。

　そろそろ頭を切り替えよう。

「どうだった？」

「ヤツらは森を出るルートを歩いていました。間抜けなことに拠点が壊滅したと気づいてないようです」

　冒険者が嗤いながら報告した。


この様子なら、計画どおりに進むはずだ。



「ヤツらの進路は？」

「出口で待ち伏せして、ライナ伯爵軍を襲うつもりでしょう」

　派手に動くライナ伯爵の軍に飛びついてくれたようだ。

　敵兵力は千に近い。ライナ伯爵が率いる五百の軍にビビって、逃げるようなことはない。

　むしろ正規の兵を殺すチャンスだと考えて、襲いにかかるはず。

　俺たち……ではなく聖剣の力を使って、モラヴィッツ辺境伯が派遣した兵に一撃をかますのだ。

「出発だ。急ぐぞ！」

　狙ってくれるのまではいいが、実際にライナ伯爵の軍が襲われたら乱戦となる。そうなったら聖剣の力は使えないので急がなければ。

　先ほどの斥候が先頭となって、俺たちは一斉に移動を始めた。

　ゼルマやコルネリア王女は列の後ろで、フォルクマーやレギーナに守られている。前方にはバウルや俺、ソフィー、ローザが配置されて、敵を見かけたらすぐにでも動けるようにしている。

　木々が生い茂り、蒸し暑くて汗が出てくるが、モラヴィッツ辺境伯の兵が草を踏み倒しておいてくれたおかげで歩きやすい。

　急いで目的地に進んでいる。コルネリア王女のペースだけ遅れているが、フォルクマーがいるので多少離れても問題はないだろう。むしろ、それを待ったせいでライナ伯爵とモラヴィッツ辺境伯との戦いが始まってしまうほうがヤバイ。

　圧倒的に兵の数が少ないので、俺たちの援護がなければ壊滅してしまうのだ。

「ハッ、ハッ、ハッ……」

　歩き始めて数時間が経過すると、後ろにいるソフィーの呼吸が乱れ始めた。

　ライナ伯爵の兵を引き連れている騎士に相談して、小休憩を取るか？　それとも速度を優先するか？　答えが出ずに悩んでいると、先頭を歩いていた斥候が報告に来た。

「敵影が見えました」

　すぐに手を挙げて停止の指示を出す。

「状況は？」

「ライナ伯爵の軍を待ち伏せしているようで、まだ戦闘は発生していません」

「よし、お前はそのまま監視を。動きがあれば報告してくれ」

　斥候は頷くと静かに去っていく。

　さすが、バウルが厳選しただけあるな。冒険者とは思えないほど技術力や理解力が高い。性格も問題ないので安心して任せられる。

　ライナ伯爵の騎士にも敵を見つけたと伝えてから、二人でゼルマに報告をする。

「待つまでもない。奇襲で壊滅させるぞ」

　なんとも攻撃的な判断を下したが、計画からはズレていない。その証拠に、隣にいるライナ伯爵の騎士からも異論は上がらなかった。

「タイミングは私が指示する。ラルスはソフィー、ローザとともについてこい。他の者たちはラルスがしくじったときに備えて、遠距離からの攻撃ができるよう準備しておけ」

「すぐに行動いたします！」

　戦いが近づいていることもあって、ライナ伯爵の騎士は緊張した声で返事をすると去っていく。バウルたち冒険者にも声をかけて、先ほどの命令を伝えているようだ。

「行くぞ」

　ゼルマの声にうなずくと、二人を引き連れて斥候のいる場所にまで移動する。

　俺がいる場所は少し高い所にあるようだ。眼下には草原が広がっており、モラヴィッツ辺境伯の兵たちが見えた。

　体を草や木で隠しながら様子をうかがう。

　数は予想していたとおり九百ちょっと。ロンダルト王国内に侵入した兵はすべて集まっているようだ。数十メートル先にはライナ伯爵の軍が通過する予定の街道があって、通りかかるのを待っている状態である。

　あの集団の指揮官は……青い鎧で黒い髪をしている男性だろう。若く見えるが、周囲に指示を飛ばしていることから地位が高いと思われる。

　距離が離れすぎているので、魔力で視力を強化しても顔立ちまではわからないが、この場で殺すのだから問題はない。

「まだ動くなよ」

「わかりました」

　ライナ伯爵が率いている軍はまだ遠いので、ゼルマは待つ判断をしたのだろう。

　一緒に来た騎士や兵、冒険者の配置も終わっていないので、しばらくは様子見だ。

　モラヴィッツ辺境伯の兵たちは連続して襲撃が成功していることもあって、油断しているようだ。警戒は最低限になって、ほとんどの兵は休憩している。

　カードゲームをしている集団や、略奪した銀貨を数えているヤツまでいるから、規律なんてないんだろう。ご立派な装備以外は山賊と変わらない。

「さっさと皆殺しにしたいわね」

　ローザがぼそりと物騒なことを言った。

　拠点を破壊しただけでは殺し足りなかったようで、殺意が漏れ出ている。

「落ち着け」

「……そうね」

　珍しく反発することなく素直に従った。

　とりあえずすぐに暴走する状態ではないだろうと、そんなことを考えていたら、指揮官が縄で縛られた人間を二人、集団の前に連れていくのが見えた。

　身なりからして平民だな。貴族を人質にして、身代金を要求する感じではなさそうだ。

　敵地で地位の低い人間を生かしておく理由は、一つしかない。

　何をするかなんてわかりきっている。

「ソフィーは目をつぶっておくんだ」

　何も言わず、指示に従ってくれた。

　俺は敵がおかしな動きをしないか監視しなければいけないため、事態の推移を見守ることにする。

　地面に座らされた男たちは、剣や槍を持つモラヴィッツ辺境伯の兵に囲まれた。

　しばらくは言い合いをしていたようだったが、兵の一人が槍を捕虜の男の足に突き刺した。血が流れている。痛みに悶えて苦しんでいる姿を見て、モラヴィッツ辺境伯の兵たちは笑っていた。

　戦意を高めるためにやっているのかもしれないが、趣味が悪いな。

　もう一人の捕虜も、剣で足を刺されて同じように悶え苦しんでいる。

　どっちが先に死ぬか賭けをしているようだ。

　ギリッ。

　ローザから、歯を強くこするような音が聞こえた。

「落ち着けよ」

「わかってるわよ」

　殺気は抑えているので居場所が敵にバレることはないだろうが、すぐにでも感情が爆発してしまいそうな危うさがある。

「ライナ伯爵の軍が来るまでは絶対に動くな」

　同じことを危惧したゼルマが、改めて俺たちに指示を出した。

　俺だって、ときには見捨てるしかない命があることぐらい、わかっている。

　結局、捕虜の二人は数分後に死んだようで、動かなくなった。

　賭けに負けたと思われるモラヴィッツ辺境伯の兵が、死体を適当な場所に放り投げる。

　気分の悪くなる光景はようやく終わった。

「もう、目を開けてもいいぞ」

　言いながらソフィーの手を握った。

　気持ちが落ち着く。

「大丈夫ですか？」

「もちろん。俺は冷静だ。これ以上、被害を増やさないために、な」

　自分にだけでなくローザにも言い聞かせるために言った。


モラヴィッツ辺境伯の兵を睨にらみつけながらライナ伯爵たちを待ち続ける。






　胸クソの悪い光景を見てから、どれくらい経過しただろうか。

　夕方が近づいている。

「あの集団はライナ伯爵では？」

　コルネリア王女の護衛についているフォルクマーが指さした先に、ライナ伯爵の家紋が描かれた旗を持つ集団が見えた。

　モラヴィッツ辺境伯の兵が待ち構えている場所まではまだかかりそうで、魔力で視力を強化しなければ見えない距離である。

　人数は五百ぐらいなので間違いなさそうだ。

　そろそろ準備するか。体内の魔力を消費して聖剣を創造すると、すぐにソフィーが刀身に聖魔法の魔力を込めてくれた。

　ゼルマを見て指示を待つ。

「私がよしと言ったら、拡散するタイプで力を解放しろ」

　大量のトレントを倒した時に使った、白い線をいくつも分けて放つ方法だ。

「一発の威力は落ちますが？」

　本来は一本にまとめて放つ力を分割するので、当然だが威力は落ちる。

　さらに隙間もできるため撃ち漏らしも発生するだろう。

「いくら聖剣の力が強大だからといって、そもそもあの範囲をすべて消滅させるのは難しいだろう？」

「ですね……」

　プロイセン王国の兵どもは一ヵ所に集中していないため、聖剣の範囲外にいる兵も多い。

　拡散タイプにすればカバーできるので、威力より範囲を求めたのだろう。

「近くにはライナ伯爵の騎士や冒険者どもがいる。数次第ではあるが、撃ち漏らしはやつらに任せればいいだろう」

　妥当な判断だな。

　頷いてから、モラヴィッツ辺境伯の兵たちがいる場所を睨にらむ。

　斥候が戻ってきたようで、黒い髪の指揮官は報告を受けてから指示を飛ばしている。

　もうすぐ戦闘の準備に入るだろう。

「まだ、待て。ライナ伯爵の軍を、もう少し近づけたい」

　待っている間に、モラヴィッツ辺境伯の兵どもは装備を身につけ、武器を持ってしまった。

　各部隊に分かれて作戦を話し合っている姿すら見える。

　もうそろそろ聖剣の力を解放せねば間に合わないぞ。

　焦燥感を覚えながらゼルマの声を待つ。

「ここが限界だな。ラルス頼んだ！」

　まだライナ伯爵の軍は離れているが、これ以上は引き延ばせないと判断したようだ。

　許可が出たので聖剣を前に突き出す。

『創造神に反抗する愚かで矮小な魔物たちよ。私が代行者として審判しよう』

　刀身の光が強くなり熱を帯びる。周囲の景色が歪む。込められた魔力が爆発的な速度で増幅していくと、モラヴィッツ辺境伯の指揮官も気づいたようで顔を上げた。

　距離は離れているのだが、視線は合った。

　このタイミングで逃げるのは不可能。『魔法障壁』では防げない。お前の負けだ。

『お前を神敵として認める。即刻、消滅せよ！』

　聖剣の刀身から、数え切れないほどの白い線が前方に拡散した。

　狙いを定めていた指揮官は仕留めたと思ったのだが、何もない空間から真っ黒い盾が生まれて直撃しなかった。

　しかも大きさはかなりあって、モラヴィッツ辺境伯の兵たちが隠れられるほどある。

　あんな魔法は存在しない。


間違いなくギフト能力だ。



　聖剣の力を使い切ったので様子を見ると、黒い盾は熱によって融解しており一部は破壊、貫通されているが、指揮官を含めた兵の多くは生き残っているようである。

「ラルス、あの能力は……」

「盾もしくは防具を創造するギフトですね。もう一度、聖剣の力を使いますか？」

　ソフィーの魔力は残っている。もう一発ぐらいは放てそうだったから提案したのだが、ゼルマは首を横に振って却下した。

　敵が防御に特化した能力であれば、聖剣の力を以てしても破るのは難しいと判断したのだろう。

　それにだ、先ほどの攻撃でライナ伯爵の軍がこちらに気づいて、向かってきている。巻き込む可能性もあるため、別の方法を選びたいという意思も感じた。

「敵兵の残りは七百程度だな。予定より生き残っているが、撤退するほど計画は狂っていない」

　状況を分析していたゼルマは、通信のカード型魔道具を取り出すと魔力を流した。

　通話の相手はバウルだ。

「私だ。攻撃の結果は見てのとおり。数は残っているが敵は混乱している。軽く戦ってから、こちらに戻ってこい」

「わかりました」

　短い返事を聞くと、ゼルマは通信を切った。

　しばらくすると、バウルたちがモラヴィッツ辺境伯の兵に襲いかかる。

「ソフィーは聖剣に魔力を注いでくれ。力を解放させるつもりはないが、敵の権能持ちはこちらを警戒して動けなくなるだろう」

　ギフト能力も万能ではないからな。

　同時に創造できて二つまで。三つ、四つは不可能だ。さらに先ほどのようにデカい盾を創る場合は、大量の魔力を消費するから常時発動は不可能。

　俺だって聖剣の維持には、結構な魔力を消費しているからな。

　バウルたちから仲間を守るためにギフトを使った瞬間、聖剣の一撃によって全滅してしまうという可能性が、指揮官の動きを鈍らせる。

　俺は仲間を巻き込むような攻撃はしないのだが、モラヴィッツ辺境伯の兵たちであれば違う発想をするだろう。

　他者を犠牲にして戦う戦法をとるかもしれないと、警戒するはずだ。

「こちらが優位に進めているように見えますが、実際はどうなっていますか？」

　後ろで様子を見ていたコルネリア王女が、ゼルマに聞いた。

「相手にも権能持ちがいます。油断はできません」

　話している間に、モラヴィッツ辺境伯の兵を襲っていたバウルたちが一斉に下がった。何人か殺されてしまったようだが、気にしていられない。こちらに向かって退却を続けている。

「さて、ヤツらはどう動くか？」

　モラヴィッツ辺境伯の兵が戦いを選ぶのであれば、バウルを追うかライナ伯爵の軍に向かうだろう。挟み撃ちになる前に片方を潰せれば、戦いが優位に進められるからな。

　だが、その可能性は低いと考えている。

　激しい戦いになって、多くの兵が死ぬかもしれないからだ。

　敵地で孤立しているのだから、消耗を嫌がって撤退するはず。運がよければプロイセン王国まで退いてくれるだろう……と思っていたのだが、指揮官は俺のことを睨にらみながら指さした。

　ご自慢のギフト能力を突破されそうになったから、キレたのか？

　どうやら戦いは続くようである。

　戦うことを選んだモラヴィッツ辺境伯の兵たちが、俺に向かって攻めてくる。

　近くにはバウルたちがいるはずなので聖剣の力が使えない。正面から戦うには、数で大きく劣っている。

　しかもゼルマやコルネリア王女といった重要人物もいるのだ。

　無理には戦えない。

「ライナ伯爵の軍もこちらに来ている。相手の足を鈍らせながら下がるぞ」

「わかりました。私は嫌がらせの攻撃をしてきます」

「任せた」

　ゼルマの返事を聞いてから、ローザを引き連れて森の奥に戻ろうとする。

「私も行きます」

　背後からソフィーに声をかけられた。

　今回の戦いは、森の中で攻撃と撤退を何度も繰り返す方法をとる。体力と精神力の両方をゴリゴリ削られるので、ゼルマと一緒に下がってほしかったのだが。

　絶対についていくという目をしている。

　何を言っても動かないだろうし、説得する時間もない。

「迷子になるなよ」

「はい！」

　これから戦場に行くのに、惚れ惚れするような笑顔で返事をした。

　戦いが好きなタイプではない。俺と一緒だから嬉しいのかな？　なんて自惚れてみた。

「二人ともついてこい」

　森の中を歩いていく。ここなら木々が邪魔をして大規模な行動がしにくく、少数のほうが有利になる場合もある。

　敵の集団を見つけたら一撃だけ与えて退避する予定だ。

「爆発音が聞こえるわね」

「あっちのほうから煙が」

　バウルたちは追いつかれたのか、断続的な戦闘を繰り返しているようで、叫び声も聞こえる。

　敵の進行方向と思われる道から少しズレた場所につくと、俺たちは立ち止まった。

　木々が生い茂り視界は悪い。

　今も聞こえてくる戦闘音だけで敵の位置を予測していく。

「この先に敵がいるかもしれない。見に行くぞ。隙があれば魔法をぶち込む」

　先頭を歩いて数分。木の裏に隠れて近づいてくる足音を待つ。

「クソッ。なんで撤退が許されないんだよ」

　プロイセン王国の兵たちだ。人数は十。そのうち二人は足にケガをして、仲間に支えられながら歩いている。血の流れ方からして、ケガを負ったばかりのようだな。

「ノンダスの野郎。俺の権能は絶対だとか言ってたくせに、使えねえ！」

「おい、やめておけ。聞かれたら殺されるぞ」

　聖剣の一撃は、モラヴィッツ辺境伯の兵たちに大きな衝撃を与えていたようだ。

　動揺しているし、戦意も衰えている。

　ここで数を減らしていけば瓦解するかもな。

「ローザ、いけるか？」

「もちろんよ。すぐに片付けるわ」

「よし、ゴーレム魔法で殺せ」

　そのほうが味方は勇気づけられるだろうし、敵はどこから襲われるかわからず怯えるはず。

　俺が敵の様子を観察している間に、魔力を練っていたローザが魔法を使う。

『ラヴァゴーレム・ウルフ』

　灼熱の石で作られたオオカミ型のゴーレムが、地面から十匹ほど出現した。

　ゴーレムは術者がコントロールして動かすため、集中力が求められる。この数を同時に出せるというのはすごい。俺には無理だ。

「派手に暴れなさい」

　号令を聞いたゴーレムたちは、周囲の草を焼きながら走り出した。

「て、敵だッ‼」

　狼型のラヴァゴーレムに気づいた兵が声を上げた。

　戦おうと武器を構えるが、間に合わない。

「熱い！　助けてくれ！」

　灼熱の石の体を持つラヴァゴーレムに飛びつかれた兵が叫んでいた。

　肉の焼ける臭いが、ここまで漂ってくる。

　後ろのほうにいた兵は槍を振るって撃退しようとするが、石の体は傷つけられずに、喉元に噛みつかれて絶命した。

　ローザの巧みな操作によって、順調に数を減らしている。このまま全滅させられるかと思ったが、そうはいかないようだ。

『アイスランス』

　氷の槍が狼型のラヴァゴーレムにいくつも突き刺さり、ゴーレムは耐久値を超えたのか、消滅した。

　魔法を使ったのは二人。また別の狼型のラヴァゴーレムに狙いをつけている。

「ソフィー、片方は任せた」

「はい！」

　距離があるので走っては間に合わない。

　俺たちも魔法を使う。

『ホーリーランス』

『エネルギーボルト』

　光の矢と白い槍を魔法使いに向けて放ったが、敵の兵は攻撃を中断して『魔法障壁』を使用、ダメージは与えられなかった。

　当然だが、俺たちの居場所もバレてしまう。

「あそこにいるぞ！」

　敵の魔法使いが叫んだが、誰も走ろうとしない。狼型のラヴァゴーレムの対処で動けないのだ。護衛のいない魔法使いなんて敵ではないぞ。

「ソフィーは魔法で、けん制をしてくれ。俺は斬りにいく」

　片手剣を持つと走り出した。

　モラヴィッツ辺境伯の兵や狼型のラヴァゴーレムの間をすり抜けて、魔法使いの二人に接近する。

　敵は魔法で攻撃してこようとするが、ソフィーの『ホーリーランス』によって妨害されてしまい、俺が目の間に立っても攻撃は来なかった。

　剣を振り下ろすと敵の『魔法障壁』と衝突した。

　強度はそこそこありそうだが、突破できないほどではない。

　体内の魔力を練って身体能力強化を強めると、『魔法障壁』を突破して敵の頭をたたき割った。

　血が吹き飛び鎧を汚すが、気にしていられない。

　もう一人の魔法使いを倒すべく体の向きを変える。

　数十本の白い槍が突き刺さって絶命していた。

　さらに周囲を見ると、少し前まで生き残っていたモラヴィッツ辺境伯の兵たちは、狼型のラヴァゴーレムに噛かみ殺されて地面に横たわっている。

　息のある者もいるようだが、長くは持たないはずだ。

「こっちから悲鳴が聞こえたぞ‼」

　離れた場所から声が聞こえたので、長居は無用である。

　剣を振って刀身についた血を飛ばすと、鞘に収めてソフィーがいる場所に戻った。

「囲まれる前に、この場を離れる。孤立している部隊を見つけて襲撃するぞ」

　バウルやライナ伯爵の騎士たちも同じように、攻撃と撤退を繰り返しているだろう。

　情報交換もしたいのでどこかで合流できればいいのだが、森の中を歩き回るだけでは難しいだろう。

　戦い続けていれば出会えるかもしれないし、まずは敵の数を減らすことに集中するか。




　その後も何度かモラヴィッツ辺境伯の兵を襲撃した。

　数人であれば全滅させ、数十人単位の部隊であれば、数発魔法を放ってから撤退を繰り返す。

　度重なる嫌がらせに耐えきれなくなったようで、モラヴィッツ辺境伯の兵たちは進軍を止めて、一ヵ所に集まることにしたらしい。

　木々に隠れながら魔法で攻撃してみるが、敵のギフト能力者が盾を創造してすべて弾かれてしまう。

　バウルやライナ伯爵の騎士たちは近くにいたようで、俺と合流していた。

「どうしますかね？」

　攻めあぐねているバウルが俺に聞いてきた。

「足止めして、当初の作戦どおりライナ伯爵が率いる軍と挟み撃ちにするべきだと思うが……ベルヘット卿はどうお考えで？」

　俺一人で判断したら、反発が生まれるかもしれない。

　ライナ伯爵の騎士——ベルヘットの意見を聞いておくべきだろう。

「我々は他国との戦いを想定して訓練をしてまいりました。どんな相手であろうとも果敢に戦って、勝利を掴み取ってみせます。……と言いたいところですが、私は無駄死にはしたくありません。ライナ伯爵率いる軍が来ても、状況は変わらないでしょう」

　どんな攻撃も防いでしまう盾を前にして、ベルヘットは弱気だった。

　ライナ伯爵の戦力をよく知っているベルヘットが言うのであれば、事実として受け止めたほうがよさそうだ。

　聖剣の力を受け止めたことから、大規模魔法を放ったとしても完全に突破することは不可能だと予測できる。

　盾の範囲外にいる数人を倒して終わってしまうだろう。

　数は相手が有利なので、正面から戦ったら負ける可能性もあるか。

「まずは敵指揮官の抹殺、その後、ライナ伯爵の軍が来るまで待機するべきか」

　ベルヘットの意見を踏まえた、俺の結論だった。

「指揮官を倒す、ですか。ラルス卿なら可能なので？」

　同じギフト能力者として弱点はわかるので、突破不可能だと思われる盾への対処は考えている。

　ベルヘットの言葉に頷いてから口を開く。

「ギフト能力は魔力の消費が激しい。特に高い能力を持つ武具を常に維持するのは不可能だ。この弱点を狙う」

　魔力消費がたいしたことなければ、俺は常に聖剣を創造して戦っているし、敵の指揮官は盾を創造したまま進軍していただろう。

　創造と維持に魔力を消費するからこそ、ここぞというタイミングでギフト能力を使うのだ。

「ローザが使う大規模魔法で消耗させてから、俺がもう一度、聖剣の力で攻撃する。魔力が尽きかけたのを確認してから、ベルヘット卿やバウルが断続的に攻撃を仕掛けて敵のギフト能力者を抹殺する。この流れでどうだ？」

　さらにライナ伯爵の軍が突撃すれば、数の不利を覆すことも可能だろう。

「ライナ伯爵とゼルマ様に作戦内容を伝えたい。ベルヘット卿とバウルは、それぞれの配下を使って伝令を放ってもらえないか？」

　ゼルマには現状の報告、そしてライナ伯爵にはタイミングを合わせて攻撃を仕掛けてもらう必要があるからな。

　作戦を決めてから、モラヴィッツ辺境伯の兵を監視することにした。

　度重なる攻撃によって疲労が蓄積したのか、指揮官は攻撃には出ず、休憩の指示を出していた。

　円を作るように警備を任された兵が配置されていて、奇襲できる隙はない。

　攻撃を仕掛けても反撃をくらって仲間が無駄死にするだけなので、ライナ伯爵の軍が近くに来るまでは様子を見るべきだろう。

　バウルたちを休ませるために後ろに下げると、俺だけが監視を続ける。

　しばらくすると指揮官は兵と会話を始めたので、遠くの声を聞き取る魔法を使ってみる。

『ウィンド・ボイス』

　俺たちが襲った拠点のように、魔法的な結界が張られていれば弾かれただろうが、そういった準備はできなかったようだ。

　俺の耳に指揮官たちの声が聞こえるようになる。

『——モラヴィッツ辺境伯領のダンジョンから魔物が出てきているだとッ⁉』

　耳が痛くなるほどの叫び声だった。

　どうやら逼迫した状態らしいな。

『わ、わかりません……学者どもが言うには、戦争準備のために冒険者を徴兵し、ダンジョンに入れなくなったのが原因だと』

『馬鹿馬鹿しい！　数ヵ月ダンジョンに入らなくなった程度で、魔物が溢れるわけがないだろう！　もしそうなら未発見のダンジョンによって、この大陸は魔物だらけになっているはずだ！』

『そんなこと、私に言われましても……』

『ちッ、使えない男だな！　で、モラヴィッツ辺境伯からの指示は？』

『伝書鳥からの連絡では、至急戻ってくるようにと書かれておりました』

　魔物に攻め込まれているのであれば、指揮官が使うギフト能力は有効利用できるはず。

　帰還の指示が出てくるのは納得だ。

『期限はどうなっている。いつまでに戻ればいい』

『魔物による被害が拡大しているようで、ノンダス様だけは今すぐにでも戻ってこいとのことでした』

　攻撃が順調に進んでいるのに引き返せとの命令を出すほど、モラヴィッツ辺境伯は焦っているのだろう。このまま見逃してもいいのだが……それはスッキリしない。暴れ回った責任を取ってもらおう。

『しかたがない、これからの指示を出——』

　ここで魔法が強制的に遮断されてしまった。

　防諜系の魔法を使われたのだろう。

　先に俺が魔法を使っていたので気づかれてはいない。監視は続行する。

　ノンダスと呼ばれていた指揮官はすぐに出発するかと思ったが、木を背もたれに利用して座ると目を閉じた。

　俺が思っていた以上に、指揮官は疲労を溜めているようだ。魔力の回復に集中するため、伯爵からの命令であってもすぐには動き出せないのだろう。

　この隙を狙って攻撃を仕掛けたいが、ノンダスが動けなくても敵の数が多いので危険か。

　監視を続行すると決めて時間が経過するのを待つ。




　周囲が暗くなりかけてノンダスの魔力が完全に回復し、立ち上がったころになって、伝令に放っていた兵が戻ってきた。

　バウルやゼルマたちが滞在している場所に戻って、伝令からの報告を聞く。

　ライナ伯爵の軍にも作戦は伝わり、俺たちが攻撃を仕掛けたとわかればすぐに出撃してくれるらしい。

「そろそろモラヴィッツ辺境伯の兵たちも動き出すだろう。暗くなる前に攻撃を仕掛けて、この戦いを終わらせるぞ」

　ゼルマやコルネリア王女もうなずいた。


許可が下りたので作戦決行だ。



「ローザ、話は聞いてたな？」

「もちろん。さっさとブチ殺しに行くわよ」

「お、おう……」

　この場にいる誰よりも殺気を垂れ流しているローザに、少しだけ気圧されてしまった。

　俺とソフィーを置いて先に行ってしまったので、後を追う。

「待て待て、俺たち二人で攻撃するんだ。勝手に行動するなよ」

「わかってる」

　と言っても立ち止まらないので、肩に手を乗せて強引に止めた。

「家族を殺された恨みがあるのはわかる。だが、冷静になれ。勝てる戦いも勝てなくなるぞ」

「うるっさいわね。話しかけられただけで人生を転落させられた私の気持ちが、アンタにわかるっての？」

「わかるわけないだろ」

　故郷を魔物に滅ぼされたことはあるが、魔物なら仕方がないと割り切れる部分はある。

　だが、ローザの場合は貴族の横暴によって家族が殺されたのだから、その悔しさは俺の想像できるレベルを超えていた。間違ってもわかるなんて言えない。

「でも、モラヴィッツ辺境伯に従う人間はすべて殺したいという気持ちは尊重する。機会も用意してやろう。だから、俺の命令を聞け。できないなら、この場で殺すぞ」

　この作戦が失敗したら、冒険者になる計画も遠のいてしまうからな。

　仲間の命も関わっているので、従わないのであれば死んでもらうしかなかった。

「出会ったころは弱かったくせに、随分と強気な発言をするようになったわね」

　お前は親戚のおばさんか！　と、突っ込みたくなるような発言だった。

　弱かったころの俺を知っているからこそ、先ほどの発言を生意気だと感じたのだろう。

　実際、ローザには何度も助けてもらったことがあるので、上から目線で接する権利はあるのだが、時と場所ぐらいは考えて行動しろ。

　騎士の俺が奴隷に馬鹿にされるのを許していれば周囲の士気が下がり、規律が乱れる可能性もあるのだから。

「だったらなんだ？　俺には従えないとでも言いたいのか？」

　殺気を乗せた魔力を僅かに漏らして、俺が本気だと伝える。

　これは冗談ではない。

　これ以上の反発は見逃せないぞ。

「せっかちな男ね。だからコレットにもフラれるし、女関係にも苦労するのよ」

「コレットにフラれたのは事実だが、それ以外の女性関係では苦労してないぞ」

「…………気づかなければ幸せなままってことね」

「どういうことだ？」

「別に。で、私はアンタと戦うつもりはないわ。まだ死ねないからね」

　俺と話して少しは落ち着いたのか、ダダ漏れだった殺気が収まった。

　勝手に歩き出そうとする気配もない。

　死ねないというのは、家族の仇を取っていないからという意味で受け取った。

　目的を思い出して冷静になってくれたのだろうな。

「でも、気安く触らないでもらえるかしら？」

　肩に乗せていた手を叩かれてしまった。

　気が強いのは変わらずで、だからこそローザらしいと思って、少しだけ嬉しくなってしまう。

「悪かったな。ほら、行くぞ」




　予定していたとおり俺が先に歩いて、ローザと、黙って見ていたソフィーが後をついてくる。

　しばらくして敵兵が見えてきた。

　夕方近くだというのに移動の準備を始めているのは、それほどモラヴィッツ辺境領の状況がヤバイということなのだろう。

　もしかしたら、包囲網を抜けるついでに夜通しで移動する計画なのかもしれない。

　聖剣を創り出すとソフィーに魔力を注いでもらう。

「ローザ、好きなタイミングでデカい魔法を放て」

　無言で魔力が練られるのを感じたのと同時に、敵がこちらに気づいた。魔力の動きを察知したのだろう。

「俺は時間を稼ぐ。ソフィーはローザの護衛を任せた」

「はい。お気をつけて」

　ソフィーの応援があればどんな状況だって生き残れそうだ。

　隠れていた場所を飛び出して敵の前に姿を現す。

　モラヴィッツ辺境伯の兵たちは、武器を持って襲ってきた。その数はおおよそ三十。さらに後ろには、魔法を放とうとしているヤツらもいる。

　全員を倒す必要はない。時間さえ稼げばローザの魔法で状況は変わる。

　それまで生き残っていればいいのだ。

　困難ではあるが、不可能な任務ではない。

『エネルギーボール』

　俺よりも先に、後方にいる敵の魔法使いが魔力の塊を放った。

　威力はたいしたことない。『魔力障壁』で防ぐこともできるが、足を止めれば三十人もいる兵士たちに囲まれてしまう。

　そうなればいくら俺でも重傷を負うし、下手すれば死ぬ。

　足を止めずに動き回らなければ。

　近づいてきた『エネルギーボール』は聖剣で弾く。前方から三人が槍で突き刺そうとしてきたので、大きく下がってから魔法を使う。

『エアハンマー』

　空気の塊が頭上に落ちて、槍を持った兵たちはバランスを崩して膝をついた。たいして魔力を込めていなかったので戦闘不能にするほどの威力もなかったが、動きを止めただけで充分である。

　魔法を使った一瞬の隙を狙われて、左右に回り込んできた敵兵が剣を振り下ろした。前に飛び出して回避してから、そのまま突き進む。

　立ち上がろうとしている槍を持った兵の前に立つと、頭を蹴り上げて吹き飛ばし、振り返ってから『エネルギーボルト』を五発ほど放つ。

　追ってきた兵たちは立ち止まって、剣で弾いてしまった。

　他国に侵入しただけあって、高い技術を持っている。一般兵ではなく、騎士レベルの強さがあると思っていいだろう。

　聖剣を維持するために魔力を節約しなければならない。

　これ以上の魔法は使いたくないな。

　立ち上がろうとしていた槍兵の三人を、聖剣で突き刺して止めを刺す。『エネルギーボルト』を弾いた二人の兵が襲ってきたので、片方の剣は聖剣で受け止める。もう一方は突き刺してきたので、足を引いて半身になり、胸当てで切っ先を受け流した。

「死ねぇぇぇ‼」

　受け止めていた剣の圧力が増して、動きが取れなくなってしまう。

　魔力を練って一時的に身体能力をさらに強化してから、敵の腹を蹴る。

　鎧を大きく凹ませて吹き飛んだ。

「ガハッ」

　直後、俺は突然の衝撃に息を吐いた。後ろから槍を刺されたようで、腹から穂先が三つほど突き出している。

　痛みに耐えながら体を回転させて前を見る。敵は槍を手放して剣を持っていた。

　同時に斬りかかってくるが、横から白い槍が飛んできて吹き飛ばされていった。

　ソフィーの『ホーリーランス』だろう。

　確認する時間はない。槍を引き抜いてから、数歩下がる。

『ヒール』

　聖魔法の射程に入ったようで傷は一瞬にして癒えた。

　ソフィーがいなければ死んでいたかもな。

「敵は複数だ！　まずは遠距離から攻撃しろ！」

　ノンダスが叫びながら周囲の兵に指示を出した。

　どうやら俺の持っている武器が聖剣だとは気づいてないようだ。遠距離から一方的に攻撃すれば勝てるとでも思ったのだろう。

「ラルスさんは魔力を温存してください。私が攻撃を防ぎます」

　いつの間にか近くに来ていたソフィーが宣言した。

　ローザの護衛をするどころじゃないと、判断したのだろう。

「ありがとう」

　短く礼を言ってから、魔法攻撃に備えて聖剣を構える。

　大分時間は稼いだと思うのだが、ローザの魔法はまだ来ないようだ。もう少し時間を稼がなければいけないようなので、戦いは続行である。

　敵から『ファイヤーボール』『エネルギーランス』などの魔法が飛んできた。それらすべてソフィーの『魔法障壁』で防ぐ。

　ダメージは受けなかったが足は止まっているので、囲まれてしまった。

　逃げ出すことは不可能だ。

　モラヴィッツ辺境伯の兵たちは一気に攻めてくることはなく、じりじりと包囲網を狭めてプレッシャーを与えてくる。

　また魔法の攻撃も継続されていて、『魔法障壁』を使っているソフィーの魔力は削られ続けていた。

　ソフィーは反撃として、魔法使いに『ホーリーランス』を放ち、隙だと思って近づきすぎた兵どもには、『ホーリー・エクスプロージョン』を放って吹き飛ばす。

　敵兵にも聖魔法の使い手がいるため、傷ついた兵は回復されてしまっている。全滅させるなんてことは、できないだろう。

　指揮官の動きは気になるが、敵に囲まれてはどこにいるかすらわからない。

　恐らく奥のほうにいると思うのだが……っと、考えていたら、背後から魔力の高まりを感じた。

　ローザが魔法を放つ兆候だ！

「ソフィー！」

「はい！」

　囲まれているので逃げ出せない。ローザが気を利かせてくれることを祈って『魔法障壁』を使い、魔法をやりすごそうとしたのだが……。

「なんだ、あれは」

　言葉を漏らしたのは、モラヴィッツ辺境伯の兵だ。空を見ている。

　俺も視線を上げると巨大な真っ赤な塊が見えた。あれはバカみたいにでかい炎だ。近づいてくるだけで、周囲の気温が上がっていく。

　こんなの『魔法障壁』で耐えられるはずがない。逃げ出すしかないのだが、俺を囲んでいるモラヴィッツ辺境伯の兵たちが邪魔をして、抜け出せそうにない。

　もうこうなったら、聖剣の力を解放して周囲を吹き飛ばすか？

「ノンダス様！　助けてください！」

　味方の懇願に応えたというわけではないだろうが、上空に巨大な盾が創造された。ノンダスがギフト能力を使ったのだろう。

　俺の創造のギフトでは、この目で見たことのある武器しか創り出せないが、ノンダスは違いそうだ。聖剣を防いだ盾といい、あんなデカい盾なんてこの世界に存在しないだろうからな。

　巨大な炎の玉と盾が衝突し、激しい衝撃音がした。

　全員が空を見ている間に、ソフィーが『ホーリー・エクスプロージョン』を放って包囲網に穴を作る。

「ラルスさん、逃げましょう！」

　俺たちは一斉に走り出した。

　敵は遅れて気づいたので、攻撃をくらうことなく包囲網から脱出。俺は振り返ると、聖剣を前に突き出した。

　ギフト能力を発動していることもあって、放たれている魔力からノンダスの位置はだいたいわかる。

　今なら力を解放しても当てられるだろう。

　聖剣を前に出して準備をする。

　今回は一点突破の集約型だ。

『創造神に反抗する愚かで矮小な魔物たちよ。私が代行者として審判しよう』

　刀身に込められた魔力が爆発的に高まるが、すぐには放たない。限界ギリギリまで待って威力を高めることにする。

　強引に待機させていることもあって、聖剣を維持する魔力の消費量が増えてきた。軽くめまいがしてくるほどだ。

　ローザの魔法はノンダスが創造した盾によって防御されてしまい、モラヴィッツ辺境伯の兵を殺すことは叶わなかったが、最高の嫌がらせにはなっただろう。魔力はかなり消費されているはず。

　聖剣の力で、止めを刺してやるッ！

『お前を神敵として認める。即刻、消滅せよ！』

　聖剣から放たれた極太の白い炎が、俺を襲っていたモラヴィッツ辺境伯の兵に直撃すると、一瞬にして消し去る。

　もちろん、それで終わるはずがない。白い炎の線は真っすぐに進み、ノンダスがいると思われるところまで到達すると、勢いを止めた。

　何らかの盾を創造して防いでいるのだろう。

　刀身に込められた魔力は減っていくが、ソフィーが隣に来ると魔力を再注入してくれた。俺は聖剣の維持、ソフィーは攻撃を維持するために魔力を消費し続ける。ノンダスのほうだって聖剣の力で溶け出す盾の修復に魔力を使っているはずで、限界は近いだろう。

　モラヴィッツ辺境伯の兵は余波で近づけず、見守るのみ。

　我慢比べを続けていたが、先に魔力が尽きたのは俺たちだった。

　囮になったときに魔力を使いすぎたのがダメだったのだろう。ソフィーは魔力がほぼ尽きて、座り込んでしまう。俺も聖剣の維持が難しくなって、ギフト能力を解除した。

　聖剣が通った後には何も残っていない。うっそうと茂っていた草は焼かれ、地面がむき出しになっている。直撃した兵たちの死体は存在しないので、骨ごと燃やし尽くされたのだろう。

　俺の正面には息を切らし、片膝をついているノンダスがいた。

　無傷ではあるが、あちらも相当魔力を消費したようで、すぐには動けなそうだ。

　敵の大半は聖剣の力で消滅させたが、まだ生き残りはいる。ざっと見て三百程度だろうか。ノンダスに守られていたこともあって、俺を殺そうと走ってきている。

　俺やソフィーは動けない。

　このままだとまずいな。

『ファイヤーストーム』

　俺とモラヴィッツ辺境伯の兵の間に炎の竜巻が出現した。先頭を走っていた兵は急停止できずに炎に飲み込まれて、焼けていく。

「火事にでもなったらどうするつもりだ？」

「全部、モラヴィッツ辺境伯のせいにすれば解決よ」

　頼もしいことを言ってくれたローザは、不敵な笑みを浮かべながら真っすぐ前を見つめていた。




　ローザの魔力をすべて注ぎ込んだ炎の竜巻は、周囲を焼き尽くすと消えた。

　モラヴィッツ辺境伯の兵は黒焦げだ。

　肉の焼ける嫌な臭いが漂っている。

　特にノンダスがいた場所には黒焦げの死体が多く、本人を仕留めたかはわからない。

　警戒しながらもノンダスがいた場所に向かう。

「止まってくださいッ！」

　ソフィーの警告に従って足を止めて、腰にぶら下げていた剣を構える。

　黒焦げの山が僅わずかに動いた。

　ノンダスの野郎、生きていやがったのか！

　魔法を放つ余裕はないので、少なくなった魔力は身体能力強化に回す。立ち上がった瞬間に突き刺そうと、刀身を地面に対して水平に引く。

　死体の山が崩れると、全身に火傷を負ったノンダスが立ち上がった。

　髪はすべて燃えて、肌は真っ赤だ。一部は融解して肉が見えている。空気が当たるだけで激しい痛みを感じているはずなのだが、俺を貫くように見る目から放たれる殺意は衰えていない。

「殺してやるッッ‼」

　血走った目をしたノンダスが叫んだ。

　飛びかかってくると思い、突きの体勢を維持しながら待つ。

「へ？」

　くるりと反転して、ノンダスは逃げ出したのだ。

　想定外の動きをされて思考が数秒止まる。

「おい、待てよ！」

　慌てて走り出そうと思ったが、後ろでローザの倒れる音が聞こえた。魔力切れで意識を失ったのだ。聖剣に魔力を込めすぎてソフィーも動けそうにない。

　追うべきか、それともソフィーやローザを守るべきか、悩んでいるとバウルの姿が見えた。

　さらに森から兵に守られたライナ伯爵も来る。

　ローザの大規模魔法を見たことで、集結してくれたのだろう。

「後は任せた！　細かい事情はソフィーに聞いてくれ」

「ラルスさんは？」

「逃げ出した敵指揮官を追い詰める！」

　バウルに後を託すと、ノンダスを探すために走り出した。

　草が踏まれ、進むのに邪魔な枝を折っていった痕跡も残っているため、追跡は容易である。

　判断に迷って時間を無駄にしてしまったが、重傷を負っているノンダスよりは速く移動できることもあって、しばらくすると後ろ姿が見えた。

　先には大きな川があって行き止まりになる。

　逃走を諦めたのか、ノンダスは足を止めて振り返った。

「投降するのであれば、この場では殺さない」

　奥の手が残っている可能性も考えて、剣を構えながら一定の距離を保つ。

「命乞いをするとでも思ったか？」

「最後まで抵抗するつもりなら、自慢のギフトで俺の攻撃を防いでみせなッ！」

　カウンターの一撃を警戒して、いつもより半歩離れて突きを出す。

　魔力切れだったのか盾は創造されなかった。右肩に軽く突き刺さると、ノンダスは後ろに飛んで……川に落ちた。

　流れは速く、すでに数メートルも離れている。

　俺も魔力切れなので魔法が使えない。

　追うのは諦めた。

　酷い火傷を負っていたので、運よく川から上がれたとしても感染症で死ぬ可能性もある。

　相手の限界値もわかったから、次に出会ったときは確実にヤれる。今はライナ伯爵領から外敵を排除できたと、喜ぶことにしよう。


戦勝記念パーティー




　ライナ伯爵の住む城に戻ると、戦勝記念としてパーティーが開かれることとなった。

　エルラー家からはゼルマ、レギーナ、俺、ソフィーの四人だけが参加。戦いに貢献したとはいえローザやバウルたち冒険者は、入城すら許されない。身分が違いすぎるからだ。

　その代わりゼルマは参戦した一人一人に特別報酬として金貨一枚を配り、夜の街を楽しめと送り出したので、文句は出なかった。

　ローザ以外はな。

　奴隷なので一人で遊ぶこともできず、指定された場所で、おとなしくしているしかなかった。




◇　◇　◇




　ライナ伯爵の長い挨拶から始まったパーティーは、大勢の人間が集まって盛り上がっているように見える。

　みんなライナ伯爵の親類や寄子よりこなのだろう。当主やその娘のシャーロット、同席しているコルネリア王女に直接話しかけるチャンスだと思っているのか、挨拶をするためだけに長蛇の列ができている。

　一部の貴族はシャーロットに息子を紹介しているようだった。まだ十歳ぐらいに見える少女に酷いことをすると思ってしまうのは、俺が平民出身だからなのかもしれない。

　貴族と価値観は合わないので、俺はソフィーを連れて壁際のテーブルに移動する。

　食事をつまみつつ酒を飲んで、時間を潰していた。

「ラルスも楽しんでいるか？」

　真っ赤なパーティードレスに身を包んだゼルマが、話しかけてきた。

　両耳にはドレスと同じ色の宝石が入ったイヤリングがぶら下がり、首にはダイヤの埋め込まれたネックレスまでかけている。髪はウェーブがかって、キラキラと光る粉みたいなものがついていた。

　ライナ伯爵との挨拶は先に済ませたので、自由時間ができたようだ。

　貴族の子女らしい見た目に、あの日の夜を思い出す。

「慣れない場所で緊張していますね」

　同意を求めるようにしてソフィーを見ると、小さくうなずいて同意してくれた。

　真っ白なドレスに身を包んでいて今までとは違った美しさを感じる。

「そうか。苦労をかけるな」

「いえいえ。ライナ伯爵からのお願いですから」

　実はバウルたちと一緒に街に出て酒を飲む予定だったのだが、ライナ伯爵から戦勝記念パーティーに出てほしいと名指しされたので、仕方なくこの場にいるのだ。

「レギーナさんは？」

　ソフィーが質問をした。

　いつも一緒にいるはずの姿が見えないので、気になったのだろう。

「あそこだ」

　視線の先には、複数の男性に囲まれるレギーナがいた。彼女も薄緑色のドレスを着ており、騎士には見えない。

「あれは何をしているんですか？」

「求婚されている」

　怒りの感情が含まれた声だった。

　ゼルマの持つグラスにひびが入る。

　どうやら、生死をともにした友人であり家臣でもあるレギーナが取られそうだと思って、苛立っているようだった。

　あの貴族たちは死んだな。

　ゼルマがレギーナに近づく。殺気が抑えきれずに漏れ出していることもあって、求婚していた貴族たちは潮が引くようにいなくなる。

　そちらのほうは騒がしくなって、視線が集まっていた。

　見世物になっているようで、俺の周囲にいた人たちもゼルマのほうに向かう。

　知らないヤツと話すのは面倒だったので助かると思っていたら、シャーロットが近づいてきた。靴が見えないほどの長いドレスで、蒼い色が特徴的だ。金色の花があしらわれていて、少女なのに少しだけ大人びた印象を持った。

　後ろには二十代前半ほどの執事がいる。歩き方からして戦えるようだ。巧妙に隠してはいるが魔力もあるようで、かわいい一人娘を守る護衛も兼ねているのだろう。

　シャーロットが目の前に来たので、俺は膝をつく。


これで目線が合った。



「お初にお目にかかります。シャーロット・ライナ嬢」

「ラルス卿、ご丁寧なご挨拶をありがとう」

　シャーロットはスカートの端をちょんとつまんで、軽く膝を曲げて挨拶した。

　少女とは思えないほど洗礼された動きで、ライナ伯爵に徹底的に教育されてきたことがわかる。

「本日は、戦勝記念パーティーに招待していただき感謝いたします」

　まずは感謝の気持ちを伝えて機嫌を取ることにした。

　貴族の子供なんて、ワガママなのが定番だからな。

「楽しまれておりますか？」

「ソフィーと二人で楽しませていただいております」

　返事をしながら後ろを見る。ソフィーが微笑みながら頭を下げた。

　俺たちは二人で一人。そんな印象を持ったことだろう。

「お話に聞いていたとおり仲がいいんですね」

　手で口元を隠しながら、上品に笑ったシャーロットが話を続ける。

「実はお話したいことがありまして。お父様のところに来ていただけませんか？」

「パーティーが終わった後ということでしょうか？」

　最も大きな功績を挙げたと認定されたゼルマは、最初に挨拶を済ませていた。

　俺やソフィー、レギーナも同行していたので、伝えたいことがあったのならあのときに話されていただろうから、パーティー後のお誘いだと思ったのだ。

「はい。後ほどお部屋に侍女を向かわせます」

「かしこまりました」

　伝言役としての仕事は終わったはずなので、シャーロットはライナ伯爵のところに戻ると思っていたのだが、手を前に組んでもじもじと動かしている。

　まだ何か用があるのだろうかと感じて声をかけようとしたのだが、急にソフィーが俺の腕を組んだ。

「レギーナさんが困っているようなので、助けに行きましょう」

　ゼルマをなだめている姿が見えた。

　男を追い払ったというのに怒りは収まっていないようだ。ライナ伯爵の顔に泥を塗ってしまう可能性もあるので、ソフィーが言うとおり助けに行かなければならないだろう。

「それでは、私は我が主の元に戻ります」

　最後に一度だけ頭を軽く下げてから立ち上がると、ゼルマの所へ向かう。

　腕を組んでいるソフィーがシャーロットを睨にらんでいたように見えたが、気のせいだったはずだ。




　不機嫌なゼルマをレギーナと一緒になだめてから、美味しい飯と酒を楽しむ。

　いつのまにかパーティーは終盤に近づいていた。

　招待された他の貴族たちは目的を果たしたようで挨拶回りも終わり、仲の良い者同士での会話が盛り上がっているように見えた。

　腹の中では何を考えているかわからないが、表面上は平和そのものである。

　初めて参加した貴族のパーティーは無事に終わりそうだ。

　と、楽観的に考えていたのが悪かったのだろうか。それともフィネにでも呪われているのかわからないが、俺は平和と縁がないのかもしれない。

　パーティー会場の扉が勢いよく開かれた。

　貴族の視線が集まる。

「国境沿いで緊急事態が発生いたしましたッ！」

　顔は汗や泥で汚れ、鎧には血が付いている。夜通し走ってきたのだろう、目には隈が浮かんでいた。

　あまりにも必死な形相に、貴族たちは言葉を発せない。しっかりとした足取りで、会場の奥に進む兵を止めることはなかった。

「止まれ。そこで報告しなさい」

　ライナ伯爵の席に近づいた兵に、シャーロットの執事が命令をした。

　もし暗殺者であっても対処できる距離で止めたのだろう。伯爵家に仕えているだけあって、突発的な事象に対しても的確に行動する。

　ボロボロの兵は膝をついて、ライナ伯爵を真っすぐ見た。

「恐れながら報告いたします。国境沿いの関所に、モラヴィッツ辺境伯から派遣されたと思われる兵が、約一万集結していました」

「していただと？　今はどうなっている？」

「壊滅しました……」

　会場が静まりかえった。

　聞き入っていた俺たちは、状況の理解が追いつかない。

　モラヴィッツ辺境伯とは敵対しているのだ。兵の再派遣は予想の範囲内であるし、だからこそライナ伯爵は国境沿いの警備を強化していたはず。現に、こうやって兵が報告に来られるほどの体制は整えていた。

　ではなぜ、兵は慌てている？

　嫌な予感だけが膨れ上がって、緊張感が高まる。


周囲の人々も俺と似たような感じだ。



「我が軍が壊滅させたのか？」

　静かな会場で、ライナ伯爵の声が響き渡った。

「いえ、モラヴィッツ辺境伯の軍は国境を越える前に、魔物の襲撃に遭い壊滅いたしました」

「魔物の数は？」

「……戦っていたのは一匹でございます」

「その話は本当か⁈」

「はい。この目で見ました。間違いございません」

　ライナ伯爵は立ち上がるとゼルマを見た。そして彼女は俺を見る。この場にいる全員の視線が集まった。

「ダンジョンマスターだと断定するには、情報が足りません。兵に直接話を聞いてもよろしいでしょうか？」

「許可する。こちらに来い」

　人間の力を遙かに凌駕する存在。それはダンジョンマスターだ。仮にドラゴンだとしても、他国を攻めるために集まった精鋭を壊滅させるほどの力はない。

　それにだ。人間同士の争いに首を突っ込むには、最適なタイミングである。

　確かな悪意の存在を感じた。

　報告に来た兵の前に立つと質問をする。

「その場にいた魔物の種類はわかるか？」

「モラヴィッツ辺境伯の軍を殲滅させたのは、巨大なスライムでございます。他に、悪魔型の魔物と、血の涙を流し続ける八枚の黒い羽を持つ魔物がおりました」

　血の涙と黒い羽に共通する魔物は知っている。エヴァだ。どうやら生き残っていたようで、悲しみが心に中に広がっていく。


結局、今も魔物という鎖からは解き放たれていないんだな。



「スライムのほうはわかりませんが、悪魔型の魔物はグティバーグ戦場跡のダンジョンマスター、血の涙を流す魔物は、ヤンのダンジョンマスターの配下である可能性が高いですね」

　パーティー会場が再び静まりかえった。

　複数のダンジョンマスターが関与した事件だと発覚したからだろう。伝説上の存在が人類に牙を剥むいたのだから、驚いてしまうのも無理はない。

「普通の魔物が、一万もの軍を壊滅させることは不可能です。スライムはダンジョンマスターが育てたユニーク個体、もしくはダンジョンマスター本人でしょう」

「ラルス卿は、ダンジョンマスター同士が手を組んだと言いたいのか？」

　質問をしたのはライナ伯爵だった。

　どこまで情報を公開してよいのか悩んだものの、人類共通の敵に対して隠しごとをするべきではない。むしろ積極的に公開して対策を練ったほうがよいと、結論を出した。

「グティバーグ戦場跡のダンジョンマスターは、少し前までヤンのダンジョンマスターの配下でした。彼女たちの関係性を考えれば、同盟ぐらいはしていると思われます」

「なん……だと⁉　魔物のくせに、人間のような振る舞いをするではないか！」

「おっしゃるとおりでございます」

　俺やゼルマは、ダンジョンマスターの恐ろしさをこの身で体験しているが、周囲の人間はちょっと強い魔物程度にしか思っていなかったのかもな。

　だからライナ伯爵には、ダンジョンマスター同士が同盟を組むという発想ができなかったのだ。

　俺の予想は大きく外れてはいないはずなので、戦う前に意識を改めてもらう必要がある。

「ダンジョンマスターは知能が高く狡猾で、さらには失われた転移魔法を無詠唱で使います。単なる魔物だと侮っていると、手痛い反撃をくらってしまいます」

　俺の言葉に驚いているようだが、ダンジョンマスターの脅威はこれだけで終わらない。

「さらにダンジョンマスターは、それぞれが固有の能力を持っています。ヤンのダンジョンマスターであれば、魔力を持たない者が近づくと狂い死ぬ、とかですね。他にもダンジョンで魔物を製造できるため、群としても恐ろしい力を発揮する、人類の敵です」

　ダンジョンマスターの脅威については語り足りないが、今日はこのぐらいにしておこう。

　必要なことは言ったのでライナ伯爵の言葉を待つ。

「では、一万の軍が壊滅した話は真実で、ダンジョンマスターには、それだけの力がある、ということだな？」

「私の知るダンジョンマスターであれば、閣下のおっしゃるとおりでございます」

　正式な場であるため、敬称は閣下としておいた。

　これで機嫌を損ねることはないだろう。

「ふむ……」

　俺の報告を聞いたライナ伯爵は、顎あごに手を当てて今後の予定を考えているようだった。

　兵を動かすと金がかかる。

　余計な出費を嫌って、被害が自国に及ぶまで動く必要がないとも判断できる。

　しかし国境近くで発生した問題なので、被害がロンダルト王国に及ぶ可能性は高いだろう。

　人間が勝手に決めた国境なんて、魔物には関係ないからな。

　動くにしても動かないにしても相応のリスクがあるなか、ライナ伯爵が下した結論は——。

「援軍を派遣する。数は三千。私も行こう」

　軍を出すことまでは予想できたが、まさか当主自らも参戦するとは思わなかった。ダンジョンマスターの強さを、その目でも見たいということだろうか。

「またダンジョンマスターの専門家でもあるラルス卿にも参加してほしい。いかがか？」

　この問いは俺ではなく、主のゼルマに向けられている。

　エルラー家の次期当主を狙っているので、追加の成果は欲しいはず。

　ライナ伯爵に恩が売れて功績にもなるチャンスを逃すはずがない。

「喜んでご協力いたします」

　これで俺やソフィー、レギーナも巻き込まれることとなった。

　単に援軍を出したときとは違い、ライナ伯爵の傘下に入ることになるので、奴隷のローザや冒険者でしかないバウルたちは留守番だろうな。

「頼んだぞ」

　ゼルマとの会話が終わると、ライナ伯爵は周囲にいる貴族たちに話しかける。

「聞いてのとおりだ！　私とゼルマ嬢はこれから出兵の準備に入る！」

　報告に来た兵を引き連れて、ライナ伯爵はパーティー会場を出ようとする。

「お待ちください！」

　それを止めたのは、豪華なドレスを身にまとったコルネリア王女だった。

　ライナ伯爵の前に立つと、一礼してから話しかける。

「王家を代表して私も同行いたします」

「安全は保障できません。最悪、全滅することすらありえますが？」

　だからお前はおとなしくしていろ。そんなことを言いたそうな雰囲気であった。

　王家のお目付け役なんて邪魔でしかないからな。気持ちはわかるが、コルネリア王女が危険だからという理由で下がることはない。もっと危険な教会騎士遠征にも参加していたぐらいだから。

「覚悟はできております。ライナ伯爵がお邪魔と判断されるのでしたら、見捨てていただいて結構です」

「…………その覚悟受け取りました。許可しましょう」

　現実的な問題として王女は見捨てられないが、ライナ伯爵は拒否する言い訳が見つけられず、認めるしかなかったようだ。

　話がまとまると、二人は一緒にパーティー会場から出て行ってしまう。

「我々も行くぞ」

　続いてゼルマも出て行こうとするので、俺たちも同行する。

　残されたシャーロットが、最後まで貴族たちと楽しいおしゃべりをすることだろう。

　少女には重い仕事である。




　緊急事態ではあるが兵をまとめる時間が必要だったため、出発は戦勝パーティーが終わってから五日後になった。

　巨大スライムは残った死体を食べるのに忙しいらしく、国境付近に滞在したまま。カーリンやエヴァと思われる魔物も残り、近づく人間を殺し回っているらしい。現在は睨にらみ合いが続いている。

　出発直前までゼルマはライナ伯爵と話し合っていたが、後から聞いた話だと取引をしていたようだ。

　ダンジョンマスターが襲ってきたときは俺が対処する。その代わりに、自分の後ろ盾になってくれ。

　要約するとそんな感じらしい。

　元々戦うつもりだったので取引に異論はなく、またゼルマが当主になる可能性が少しでも上がるのであれば、喜んで引き受けよう。

　その先に、俺とソフィーの輝かしい未来が待っているんだからな。




　◇　◇　◇




　三千の兵を襲うようなバカはいないようで、トラブルなく国境付近の関所についた。

　立派な砦を中心に、周囲を石造りの外壁がぐるりと囲んでいる。門は二ヵ所あって、どちらも金属製。人の背丈の三倍はありそうだ。

　中に入ってみるとちょっとした町になっているようで、商人や親子の姿まであった。

　有事の際は多くの人間が集まるし、外部との物流が止まる可能性もあるので、独立した町として機能できるよう設計されているのだろう。

　一緒に移動をした兵と別れて、ライナ伯爵やゼルマたちと一緒に砦の中に入っていく。

　階段を上って司令部と書かれた部屋に入る。

「お待ちしておりました」

　迎えてくれたのは髭の生えたはげ頭の男性だ。年齢は四十ぐらいだろうか。老けて見えるが体は鍛えられていて、前線に出ることもできそうである。この男が、この関所の総責任者なのだろう。

「バーケッツ男爵。調子はどうだ？」

　ライナ伯爵が気軽に話しかけると、バーケッツは笑いながら返事をする。

「絶好調ですよ。兵の練度も上がっていて、モラヴィッツ辺境伯が攻めてきても殲滅させてやれますね」

「それは頼もしいな。なら、あれも倒せるか？」

　ライナ伯爵が指さした先は、石をくりぬいて作られた窓だ。

　遠目からでも巨大スライムの姿が確認できる。

「相手が人間ならどんなヤツとも戦える猛者を揃えていますが、アレはダメです。普通の人間が束になっても、勝てる相手ではありませんね」

「その理由は？」

「まず物理攻撃が無効化されます。これで多くの兵は無意味な存在になるでしょう。貴重な魔法使いを投入するしかありません。それにしても初級〜中級では多少のダメージこそ与えられますが、強力な自己回復能力によってすぐに無傷の状態になってしまいます」

「強力な魔法でしか、倒せないということか」

　ライナ伯爵の言葉にうなずきながら、バーケッツは悲観的な表情をしていた。

「モラヴィッツ辺境伯の兵たちも、同じことを考えたのでしょう。数人の魔法使いを集めて大規模魔法を発動させようとしました」

「その結果は？」

「様子を眺めていた悪魔型の魔物や、黒い羽の魔物に襲撃されて終わりました」

　上級以上の魔法を発動させるためには、溜めが必要だ。魔力の動きも大きいので、隠し通せるものではない。空を飛べるあの二体であれば簡単に邪魔できただろう。

「集団で真価を発揮する我々とは相性が悪い。アレは少数精鋭、もしくは数十万という犠牲を払って倒すしかないでしょう」

「状況はわかった」

　窓から目を離したライナ伯爵は、バーケッツ男爵の肩に手を置くと笑みを浮かべた。

「もし巨大スライムがこちらに来るようであれば、エルラー家から派遣された優秀な人材を使い、少数で倒すことにしよう」

「優秀？　一体誰が？」

　ライナ伯爵は俺たちを見ることで答えた。

「ラルス卿はダンジョンマスターと何度も戦い、生き残ってきた猛者だ。権能の持ち主でもあるので、今回の任務に適任だろう」

「なるほど。彼が噂のラルス卿ですか」

　どうやら貴族や兵のなかでも有名になっていたようで、バーケッツ男爵にも名前を知られていた。

　いや、名前だけじゃないだろう。戦歴もしっかりと把握しているからこそ、よそ者である俺たちが戦うことになっても納得しているのだ。

　二人の注目がこちらに集まったので、ゼルマが一歩前に出る。

「エルラー家の長女、ゼルマです」

「これはお初にお目にかかります。バーケッツと申します」

　お互いに挨拶が終わるとゼルマが話を続ける。

「私に仕えるラルス卿は、巨大スライムのそばにいるという悪魔型の魔物とも戦ったことがあります。どうか我々にお任せください」

　俺たちを歓迎しないヤツらもいるだろうし、下手に出たようだ。

　ゼルマにしてはおとなしい対応だと感じるが、ダンジョンマスターと戦う可能性があると思えば慎重にもなるか。仲間に邪魔されたくないだろうしな。

「巨大スライムの戦いぶりに兵の士気も下がっておりましたので、そう言っていただけると助かります」

　敵とはいえ一万が一匹の魔物に殺されたのだから、士気が下がったのは納得だ。

　責任をまるっとゼルマに渡すことができて、安心していることだろう。

「それでは我々は準備に入りますので、挨拶はこのぐらいで」

「巨大スライムが国境近くに来るまでは、どうか手出しはされませんよう」

「わかっております」

　バーケッツ男爵の忠告に、ゼルマは素直にうなずいた。

　スライムは敵国にいるからな。少数であっても侵入するわけにはいかない。ゼルマだってそのぐらいわかっているので、了承したのだ。




　顔合わせが終わったので、俺たちは砦の中にある部屋へ案内された。

　部屋の隅には二段ベッドがあって数人が寝泊まりできるようになっている。俺たちは、しばらくここで生活してほしいと言われていた。


貴族であるゼルマも同室なのには理由がある。



　今回、ライナ伯爵が連れてきた兵が多いこともあって、部屋が空いていないのだ。砦の外にある宿ですら満員らしく、テントで生活している兵もいるぐらいで、特別扱いはできないと言われている。

「さて、巨大スライムが向こうの兵の死体を食べ終えて動き出すまでは自由行動となるわけだが……黙って見ているのもつまらん。少しだけ動くぞ」

　おとなしくしていると思ったのだが、攻撃的なところは変わっていないようだ。

　直接攻撃をすれば俺らを紹介したライナ伯爵の顔に泥を塗ることになるだろうから、別の方法で仕掛ける予定なのだろう。

「どうなさるおつもりで？」

「カーリンに目的を吐かせる」

　巨大スライムの近くには、悪魔型の魔物が確認されていて、俺たちはカーリンだと考えている。またエヴァらしき魔物もいたので、背後にはフィネもいるかもしれない。

　少なくとも裏で巨大スライムを動かしているのは間違いないだろう。

　すべてを知っていそうなカーリンから情報を引き出すのは賛成なのだが、ゼルマの計画には根本的な見落とし、欠点があった。

「今は姿を隠しているようですし、出会うことすら難しいと思いますが？」

　巨大スライムが一万の軍と戦ったときは手を貸していたようだが、勝敗が決してからは姿を隠している。

　関所の見張りからも姿を見失ったという報告以降、追加情報はない。

　話を聞こうとしても、どこにいるのかわからないのだ。

「ラルスがいれば勝手に来るだろう。我々は待つだけでいい」

「運に頼った作戦ですね……」

　あまりにも俺の扱いが雑に感じたのでチクリと嫌みを言ってみたが、ゼルマは気にしていないようだった。

「ラルス。お前はフィネだけでなく、カーリンにまで好かれているんだ。巨大スライムだって、お前をおびき寄せるために利用しているとすら、考えられるんじゃないか？」

　今度は笑いながら言われてしまった。

　否定したい気持ちはあるが、ダンジョンマスターに好かれている自覚はある。

　突っ込むことは止めて話を続ける。

「俺に会いたいのであれば直接来ればいいだけで、アイツらがそんな回りくどいことしますか？」

　他人の事情なんてお構いなく、好き勝手動くダンジョンマスターなら直接会いに来るはず。今ここにいないと言うことは、会う必要がないと思っているんだろう。

　カーリンの捜索を諦めてもらおうと口を開きかけたのだが、背後に魔力の高まりを感じたので中断する。振り返りながら片手剣を創造してそちらを警戒した。

「私が教えてあげるわ」

　コウモリの羽を持つ、ダンジョンマスターのカーリンが室内にいた。

　転移魔法で入ってきたのだろう。

「自分が管理しているダンジョン外の転移には、目印が必要だったはず。どうしてここに？」

　もし砦内に目印が仕込まれているのであれば、大掃除を始めなければならない。

　ダンジョンマスターがいつでも侵入できるような場所に、長居したくないからな。

「ゼルマちゃんのおかげね〜」

　俺とソフィーの視線が、ゼルマに集中した。

　ソフィーは警戒して手に持っていたスタッフを前に出す。俺は、いつ戦いが始まってもいいように、カーリンとゼルマから距離を取った。

「そう警戒するな。いつでも話し合えるようにと、転移の目印がついた紙をもらっていただけだ。手を組んだわけではない。安心しろ」

　ゼルマが小さい羊皮紙を取り出す。見慣れた模様が描かれていて、転移魔法に使う目印だというのがわかった。

　魔物に翻弄されて死んだ人間を多く見てきた。安心しろと言われても素直にうなずけるはずがない。

　むしろゼルマを上手く騙していることもあって、カーリンに対して強い危機感を覚えていた。

「ラルスちゃん、そんな怖い顔しないでほしいわね」

　俺が二人の関係を快く思っていないと察したようで、妖艶な笑みを浮かべながらカーリンが言ってきた。


そんな言葉、聞く価値はない。まともな会話なんてするつもりはないのだ。



　一方的に疑問をぶつけることにする。

「俺たちに何の用だ？」

「せっかちなところは変わらないわね」

「魔物とおしゃべりする趣味はないからな」

　魔力を解放して殺気を混ぜる。これ以上くだらない話をするようであれば、この場で戦うとの意思を伝えた。

「フィネちゃんは、そういう頑固なところを気に入ったのかしらねぇ〜」

　カーリンは小さなため息を吐く。

　遊び相手になってくれず残念、などと言いたそうだな。欲にまみれた人間であれば言葉で翻弄できるかもしれないが、俺は違う。魔物の恐ろしさを知っているからこそ、会話するつもりなんてないのだ。

「前に言ったかもしれないけど、私は世界の破滅を望んでいるだけよ。その第一歩として、引きこもりのダンジョンマスターを表に出したの」

　ダンジョンマスターにはフィネのように積極的に動く者と、クルトのダンジョンにいたリカルダのように保守的な者の二種類がいる。カーリンは積極的に動くほうに分類され、保守的なダンジョンマスターを利用して目的を達成しようとしている。

　大筋はそんな流れだろう。

「あの巨大スライムはダンジョンマスターなのか」

「そうよ。私がイジり回したから、理性なんて残ってないけどね」

「同族すらゴミのように扱うクズめ」

　だからカーリンは信用できないのだ。同族ですら適当に扱うのだから、人間との約束を本当の意味で守るとは思えない。ゼルマも危ない橋を渡っている自覚はあるだろうが、見積もりが甘すぎる。手を取っただけで破滅に導かれる存在なんだぞ。

「使えないくせに私の邪魔をしたのが悪いのよ」

　背筋がぞわっとするほど、感情のこもっていない声だ。

　一瞬だけだったが、今まで見たことないほど冷たい目をしていた。

「……俺たちも同じように、使い捨てるつもりか？」

「ラルスちゃんやゼルマちゃんは特別よ。やってほしいことがたくさんあるんだから、最後まで生きていてもらわないと」

　やってほしいことだ⁉

　悪魔が人間に望むことなんて破滅以外ないはず。

「それは何だ？」

「秘密！　教えないほうが盛り上がるでしょ！」

　聖剣を創造して上段から振り下ろした。

　右肩から腹までが斬り裂かれる。血が噴き出してカーリンの顔が真っ赤になったが、笑顔のままだ。

「その目、好きよ」

　カーリンの手が俺の頬に触れた。

　呪われると直感した俺は、バックステップで距離を取る。

「巨大スライムの退治は任せたわ。もう、私たちは邪魔しない」

「お前の目的は、俺をこの場に呼ぶことだったのか？」

「さぁ、どうでしょう」

　妖艶な笑みを浮かべたカーリンは答えてくれなかった。

　ダンジョンマスターを倒し、俺が有名になることで、カーリンは何を得られる？　考えてみてもわからない。

　足下に魔方陣を浮かび上がらせ、上半身の千切れかかったカーリンが手を振った。

「ラルスちゃん、また会いましょ」

　もう一度斬りかかったが、当たる直前に転移魔法が発動する。

　姿が消えて、殺しきることはできなかった。

　カーリンが消えてからすぐ、砦が揺れたように感じた。窓から外を見ると、関所の外壁が揺れていることに気づく。巨大スライムが動き出したのだ。

　すぐ動かなければいけない状況なのだが、先にやらなければいけないことがある。

「ゼルマ様、言いたいことはたくさんありますが、まずは転移の目印を破棄してもらえませんか？」

　ダンジョンマスターがいつでも近くに来られる状況は恐ろしい。断ると言ったら俺が破壊する。

　もし抵抗されるのであれば、ゼルマとの関係はここで終わりになるだろう。

　巨大スライムだって倒す義理はなくなる。

「……わかった。破棄しよう」

　ゼルマは持っていた羊皮紙を破いた。

　これでカーリンが、転移魔法を使って俺の目の前に来ることはないだろう。

「敵襲ーーーーッ‼」

　慌てて走る音が近づいてくる。

　ドアが勢いよく開くと青ざめた兵が立っていた。

「何があった？」

「巨大スライムが外壁を攻撃しております！　突破されるのも時間の問題かと！」

「ライナ伯爵はどこに？」

「司令室にいらっしゃいます」

「案内しろ」

　兵とともにゼルマは部屋を出て行った。

　俺たちも後をついて廊下を歩き、階段を上る。


司令室という看板のぶら下がった部屋に入ると、ライナ伯爵が窓から外を見ていた。



「戦況は？」

　ゼルマが聞くと、ライナ伯爵はゆっくりと、こちらを向いた。

「ダメだな。バーケッツ男爵が指揮をして遠距離から魔法を当てているが、削れているようには見えない。自己回復能力が高すぎる」

　ライナ伯爵が数歩横に移動したので、ゼルマやソフィーと一緒に外を見る。

　炎の魔法で焼かれながら、巨大スライムが外壁に取りついていた。

　スライムの中には核と呼ばれる赤い球体があって、傷がつけば自壊するという弱点を持っているのだが、巨体のせいで攻撃が核にまで届いていないようだ。聖剣の一撃であれば通じるだろうが、今回は封印するしかない。

「聖剣だと外壁まで壊してしまいますね。今後のことを考えるのであれば、避けたほうがいいでしょう」

　スライムの核を破壊するほどの力を出そうとしたら外壁が崩壊してしまう。そんな好機、プロイセン王国は見逃さない。兵を引き連れて攻めに来るだろう。だから、聖剣を使うべきではないのだ。

「宝剣のほうは？」

　ゼルマがもう一つの武器について聞いてきた。

　ロンダルト王家の宝剣であれば、可能だ。

　巨大スライムの分厚い粘液を突き抜けて、核を炎で焼き尽くすこともできるだろう。被害は最小限に抑えられる。

「スライムの粘液をすべて蒸発させることは難しい。ですが、貫通は可能でしょう。核を一点狙いします」

「勝算があるなら結構。ヤるぞ」

　ゼルマは野性的な笑みを浮かべながら、俺に命令した。

「今回はローザがいません。ライナ伯爵に頼んで『ウォータープロテクト』が使える人間を集めてもらえませんか？」

　全身を覆う薄い水の膜を発生させる魔法だ。炎系の攻撃を防ぐ効果があって、ロンダルト王家の宝剣——炎の剣を使うのであれば必要となる。これがなければ、全身が焼けるのを覚悟しなければならない。

「いいだろう。私が調達してくる。ラルスはどこに行くつもりだ？」

「砦の最上階です。上から仕留めましょう」

　地上から攻撃することも考えたが、巨大スライムや外壁の瓦礫に押し潰されてしまうかもしれない。また、急に体を伸ばして攻撃されたとき、回避できずに飲み込まれることも予想できる。

　安全な場所から強力な一撃を放つ。

　聖剣と同じ使い方をする予定だった。

「わかった。魔法使いの手配が終わったら、そちらに向かう。先に行っていてくれ」

「承知しました。よろしくお願いします」

　ゼルマと別れてソフィーと一緒に階段を駆け上がる。地上に向かう兵とすれ違いながらも、最上階に到着した。

　止まってみると振動が大きくなっていることに気づく。下を見れば、巨大なスライムが外壁の一部を完全に飲み込み、体を伸ばして砦にも絡みついていた。

　地上からは魔法、外壁からはバリスタの矢が放たれるものの、分厚く粘り気のある水体が邪魔をして、核まで届いてない。

　離れたところに魔法使いの集団がいて、大規模魔法を発動させようとしていた。

　魔力の動きを察知したようで、巨大スライムは粘り気のある水を触手のように何本も伸ばす。魔法使いの護衛である兵たちが立ちはだかるが、すべて飲み込まれてしまった。


剣で斬ってもすぐに再生されてしまうので、抜け出すのは困難。恐らくあのまま溺死するだろう。



　兵たちが稼いだ貴重な時間を使って、魔法使いの集団が一つの上級魔法を発動させた。

　地面から強大な魔力の動きを感じる。巨大スライムも気づいたようで、逃げだそうとするが動きは遅い。体の大部分を炎が飲み込んだ。

　魔力で視力を強化し、巨大スライムの状態を確認する。

　強力な火によって水分が沸騰しているようで、ぐつぐつと泡立っている。熱気が俺の所にまで来ているので、ローザが使った『ファイヤーストーム』より熱量は高いだろう。この状態を維持できれば勝てるかもしれないが、水分を完全に飛ばすことはできなかった。先に魔法使いたちの魔力が尽きてしまったようだ。

　巨大スライムの様子から核にダメージは入っていないようで、反撃としてまた粘り気のある水を触手のように伸ばした。

　また兵が盾になったが、今度は触手の数が多く魔法使いまでをも飲み込んでいく。

　このままだと全滅すると思っていると、上空に黒い雲が集まっていることに気づいた。また別の上級魔法が発動されるようである。あれは、上空から雷を落とすつもりだな。

　国境を守護していることもあって、上級魔法を立て続けに放てる程度の人材は揃えているようだ。

「倒せると思いますか？」

　戦いの推移を見守っていたソフィーが質問をした。

「勝ってほしいと思うが、残念ながら難しいだろう」

　熱や電撃で攻撃しても、すぐ魔力切れを起こしてしまい、核にはたいしたダメージを与えられないだろう。ダンジョンマスターなら何らかの耐性を持っていても不思議ではないし、思っていたとおりの効果は発揮されないはず。

　そんな予想をしていたら、耳をつんざくような轟音が聞こえ、目の前が真っ白になるほどの強烈な光が俺たちを襲った。

　雷系統の上級魔法が発動したのだろう。

　巨大スライムを見ると、サイズはかなり小さくなっていた。粘液が外壁や砦に飛び散っていて、大きなダメージを受けたことがわかる。

　続けて二〜三発放てれば核を破壊できそうだが、魔法使いたちは魔力切れによって倒れていた。

　追撃は不可能のようだ。

「攻撃します？」

「そうだな……」

　多くの人たちが命をかけて作ったチャンスだ。見逃すのは惜しい。炎によって傷ついてもソフィーがいれば回復できる。

「攻撃しよう。後ろに下がってくれ」

　炎の剣が俺の右手に現れた。

　周囲の気温が上がり、俺の肌を焼いていく。魔法の保護がないため右腕は焼けただれてしまい、刺すような痛みが俺を襲う。

『ヒール』

　ソフィーが回復魔法を使ってくれたが、またすぐに肌は焼ける。

　炎の剣に魔力を込めると熱量が増大して、服も燃えだした。

　熱気で呼吸すら難しい。

　少し無謀だったか……？

『ウォータープロテクト』

　限界が近かったのでギフト能力を解除しようとしたら、急に呼吸が楽になった。体の周りに薄い水の膜が張られ、熱を防いでくれている。

　後ろを向くとソフィーの隣に、ゼルマと見知らぬ男性が一人いた。

　どうやら俺が求めていた魔法使いを連れてきてくれたようだ。

　炎の剣に魔力をさらに込める。『ウォータープロテクト』があるので熱気は先ほどよりマシだ。

　創造のギフトが教えてくれたとおりに、剣を前に突き出す。

『敵を焼き尽くせ』

　刀身から炎の竜巻が発生した。向かう先は巨大スライムだ。核の場所は視界で捉えている。

　圧縮された炎が、巨大スライムに直撃すると穴を開けて貫通し、地面を焦がす。

　核は右側にある。

　炎の剣を横に振ると、炎の竜巻も追随した。

　巨大スライムも核を狙われているのがわかるようで、必死に核の位置を動かしている。

　その動きは速く、追いつけない。巨大スライムの端にまで追い詰めたが、魔力が切れかけてしまい炎が弱まった。

　あともう少しなのにッ！

　諦めかけていると、白い光が俺の横を通り過ぎていった。

　あれはソフィーの『ホーリーランス』だ！

　巨大スライムの核に直撃するコースだったのだが、気づかれたようで避けられてしまう。

　しかし、それは狙いどおり。

　ソフィーがわざと逃げられるようにしたのだ。俺が動かそうと思っていた場所に、スライムの核が来た。剣を素早く動かして核に炎の竜巻を当てると、粘着性の水が周囲に飛び散る。

　通常のスライムが死ぬときと同じ動きだ。

　ダンジョンマスターの巨大スライムを倒したのだと確信した。

　巨大なスライムが死んだことで、地上では歓声があがっていた。

　抱き合いながら生き残ったことを喜んでいる姿も見える。

「倒せたようだな」

　魔法使いを連れてきたゼルマは、俺の隣に立つと下の様子を見ていた。

「戦った感想を聞きたい」

「カーリンにイジられたせいか、知能はありませんでした。異常にタフな魔物、それ以外の感想はありませんね」

　ダンジョンマスターの怖いところは、人間と同等か、それ以上の知識や知能を持っているところだ。

　失われた転移魔法やダンジョンの機能を使った罠など、そういった未知の攻撃が何よりも恐ろしい。

　今回の巨大スライムは、ダンジョンマスターが本来持つ力を使えなかったようなので、楽に倒せたという印象がある。

　もし知能が残っていれば転移魔法を使って、塔を上から押し潰していただろう。

　炎の剣を使う隙すらなく溺死させられていたはずだ。

「ソフィーはどう思う？」

　援護してくれた彼女にも意見を聞いてみることにした。

「魔法に対する耐性が強力でした。あの状態の巨大スライムと戦って、カーリンが勝てたとは思えませんので、知能を消す代わりに耐久力を高めたのかもしれません」

　連発される上級魔法に耐えていたこともあり、ソフィーの意見には説得力があった。

　カーリンも強力な魔物ではあるが、攻撃力については高くない。エヴァが協力したと考えても、魔法に耐性のあるスライムと戦うのは容易でなかったはず。

「なるほど……参考になった」

　返事をしたゼルマは黙ってしまった。

　魔力を大量に使った俺は立っているのが辛くなったので、座り込む。

　ソフィーは隣に来てくれた。

「まだ火傷が残っていますね」

　服は燃えて上半身が裸になっているので、赤くなった肌が晒されている。

　指摘されると痛みを感じてきた。

「治療します」

　ソフィーだって魔力の残りは少ないはずなのに、俺の肌に触れると『ヒール』を使って火傷を治してくれた。

　刺すような痛みが引いていく。

「ありがとう。助かったよ」

「またケガをしたら治しますから。遠慮なく言ってくださいね」

　さすが元聖女様、頼りになる。ダンジョンマスターと戦うのであればケガは避けられないので、何度も頼むことになるだろう。




　巨大スライムの処理は倒した後も大変だった。

　粘着性のある水は消えることなく残り続けている。このままだと外壁の修理すらできないので、近くに大きな穴を掘ってから埋める予定だ。休まず働く兵たちに感謝しないと。

　この隙を狙ってモラヴィッツ辺境伯が派兵してくるかとも思ったのだが、一万の兵が壊滅したばかりなので動けなかったらしい。むしろライナ伯爵のほうが攻め入りそうな雰囲気すらあったのだが、コルネリア王女に止められている。

　ロンダルト王家としては、他国への侵略を独自でやられたら困るのだろう。




◇　◇　◇




　ライナ伯爵に呼ばれてゼルマや俺、レギーナ、コルネリア王女は塔にある司令室に入っていた。

「今回の戦いは、得るものがなかったな」

　とつぶやいたライナ伯爵は、眉間にシワを寄せて頭を押さえている。


悩みごとが増えて頭痛でも発生しているのだろう。



「外壁の修復費、兵の治療代、出兵にかかった食料費など、金は飛んでいくばかりだ」

　戦争であれば占拠した土地や略奪品といった物が手に入るが、相手は巨大だったとはいえスライム。核は破壊してしまったし、手に入った素材も使い道がないので、本当に被害のみで何も手に入らなかった。

　伯爵とはいえ容易に出せる金ではないのだろう。

　そもそも節約したいからエルラー家に助力を願ったぐらいだし、もしかしたら支払う金自体が尽きているのかもな。

「国境を守ったライナ伯爵には、王家から補助金を出す計画があります」

「それはありがたいお話ですが、被害は思った以上に大きい。王家からはどれほどお出しいただけるのでしょうか？」

「金貨数千枚ほどを予定しています」

「今回は金貨数万枚の被害はあります。それでは全く足りません」

　数十年ぶりに起こった国境沿いの争いだ。プロイセン王国のヤツらと直接戦ったわけではないが、ライナ伯爵は魔物から砦を守ったので、一定の責任は果たしたと考えられる。

　そこへ僅わずかな補助金を出すことで、ロンダルト王家は家臣の働きに応えたことにしたいのだろう。

「国王陛下に意見はお伝えしますが、そもそも戦いが始まれば大きな被害が出ることは想定したうえで、ライナ伯爵には多大な権限をお渡ししているのです。そのことをお忘れなきよう」

　王女としてライナ伯爵に釘を刺したか。

　強かな性格をしている。

　出会ったころはか弱いイメージを持っていたのだが、実際は違ったようだ。ロンダルト王家を代表して戦場に来られるほど、徹底した教育がされているのだろう。

「……、承知しております」

　ライナ伯爵は強く出るようなことはせず、素直に返事をして会話を終了させる。

　というのも、ライナ伯爵の本命は元々ロンダルト王家ではない。

　次の獲物としてゼルマに視線を向けた。

「エルラー家はどう考える？」

　援助するのが当然と考え、そのうえでいくら出せるかと聞いてきたのだった。

「すでに充分な支援をしたと考えております」

　領内に侵入したモラヴィッツ辺境伯の兵を排除し、巨大スライムに止めを刺したのは俺だ。

　一人だけの手柄ではないが、俺を抜いたら絶対に成功しなかっただろう。

　その功績を以て、エルラー家は寄子としての責任を果たしたと言ったのだ。

「確かにゼルマ嬢の言葉は正しい。エルラー家はこちらの依頼以上の成果を出した」

　ライナ伯爵も功績は認めているようで、その発言を引き出したかったゼルマは狙いどおり、といった顔をしていた。

　現当主だけでなく、寄親であるライナ伯爵までもゼルマの力を認めたのであれば、反対派の家臣も黙るしかなくなるからな。他の兄弟よりゼルマが相応しいと考える勢力が増えるのは間違いない。ルーイトポルトですら挽回は不可能だろう。

「だが、それで終わってもいいのかね？」

「どういうことでしょうか」

「エルラー家全体ではなく、ゼルマ嬢個人にも恩を感じることができれば、私はもっと君を推奨できるんだがね」

　顎を触りながら、ライナ伯爵は意味ありげに笑った。

　次期当主として強く推薦してもらいたいのであれば、個人的にもっと協力しろと、むちゃくちゃなことを言っている。

　金のない女性に言い寄る男みたいで気分が悪い。

　俺にも伝わったぐらいなのだから、ゼルマだって裏の意味はくみ取れているだろう。

「なるほど、恩ですか。確かに大事ですね」

　唐突な追加要求をされてゼルマはキレると思ったのだが、爵位が上でかつ寄親ということもあってかおとなしい。

　不敵な笑みを浮かべながらも話を続ける。

「ですが、今の私には何の権限もございません。ご協力したくともできないのです」

「適切な権力さえ持てれば、協力は惜しまないと？」

「もちろんでございます。そうですね……ヤンのダンジョン運営で得られる利益の十パーセントを、以降十年間、そちらにお支払いするというのはいかがでしょうか？」

「ふむ、悪くはないな」

　短期ではなく長期で。しかも、これから大きく伸びると思われるヤンの利益は莫大なものになるだろう。期間限定とはいえ、今回の出費を大きく上回る金銭が手に入るはず。

　しかもライナ伯爵はゼルマを次期当主に推薦するだけでいいのだから、リスクなんてない。

「だが、うまい話には裏があると言うしな……」

　先にライナ伯爵が力を貸す以上、裏切りの心配をするのはわかる。

　当主になった後のゼルマが約束なんてなかったと言ってしまえば、今回の取引は白紙になってしまうわけだが、それは少し心配しすぎというものだ。


女であるゼルマが当主になっても、その立場はそれで盤石とは言えない。引き続きライナ伯爵の後押しが必要となるからだ。



「その発言、二言はないか？」

「もちろんです。寄親を裏切った者の末路がわからないほど、私も愚かではありません」

「ふむ……」

　ゼルマが裏切らないと断言してもライナ伯爵は決断しきれないようだ。その慎重な考えが、伯爵であるために必要な能力なのかもしれない。

「それでは私が、ゼルマ嬢との約束を保証しましょう」

　黙って様子を見ていたコルネリア王女が、二人の間に入った。

　ゼルマが約束を破れば王家が何とかする。そういった重い発言をしたのである。

「なんと。王家が保証してくださるのであれば安心です」

　ようやく納得できる取引になったようで、ライナ伯爵は笑顔になった。

　これで何があっても、ゼルマは次期当主になることだろう。


エピローグ　新当主ゼルマ




　ライナ伯爵の問題を解決した俺たちは、エルラー家の屋敷に戻った。しばらくは、自由行動となる。

　ゼルマは、ライナ伯爵から預かった手紙をヴァルターに渡したらしい。そこには次期当主にはゼルマを推薦するという内容が書かれていたため、次期当主はゼルマで決まりだと、屋敷内で噂が流れている。

　モーリッツはすべてを諦めたようで、毎日、貴族が使う高級娼館に通っていた。

　だがルーイトポルトは変わらずヴァルターの政務を手伝っているらしい。変化がなく不気味に感じる。普通に考えるとゼルマとの争いに負けて貴族、そして男のプライドもズタズタ、内心には怒りの感情が渦巻いているはず。

　すでに心を折られまくったモーリッツはともかく、ルーイトポルトは絶対に何かしでかすはず……と思っていたのだが、やはり俺の勘は正しかった。


俺たちが戻ってから数日後、蹴落とされたルーイトポルトが事件を起こしたのだ。






「ルーイトポルト兄様が、父様を人質にとり、執務室に立てこもった」

　レギーナを引き連れたゼルマが、急にドアを開けると言い放つ。

　俺はソフィーを自分の背に座らせながら腕立て伏せをしていたので、ゼルマが少し驚いた顔をしていたのが印象的だった。

「なぜそのようなことを？」

「今晩、私が次期当主だと発表される予定だったからな。それを阻止したかったのだろう」

　今の時刻は夕方。発表までギリギリのタイミングだ。

「モーリッツは見張っていたのだが、まさかルーイトポルト兄様が……」

　ゼルマにとっては予想外の行動だったらしく、珍しく動揺していた。

　無言でソフィーが背中から降りてくれたので、立ち上がりながら部屋に置いていた装備を触る。

「感情を表に出さないヤツほど、何をしでかすかわかりません。モーリッツは小心者ですし、見張る相手が逆でしたね」

「それは、自分のことも含めて言っているのか？」

　鋭い指摘をもらって一瞬だけ手が止まった。

「……そうかもしれませんね」

　言い終わってから準備を再開する。

　ガンドレッド、ブーツ、そして胸当てはソフィーに手伝ってもらいながら身につけた。

「突入するんですよね？」

「もちろんだ。すでに執務室の前には十名の兵が待機して、私の到着を待っている」

　最後に剣を腰にぶら下げて準備を終えると、ゼルマの前に立った。

「では、行きましょうか」

「ついてこい」

　部屋から出て廊下を歩く。巡回している兵が数多くいて、皆、殺気立っている。物騒な雰囲気だ。

　俺たちは階段を上って執務室の前に到着する。


騎士と思わしき男性が一人、兵が十名ほどいた。



「お待ちしておりました！」

　男性の騎士は礼をしてから道を譲る。

　ゼルマは当然のように歩き、ドアの前に立つ。蹴りを放った。

　木製で作られたドアが吹き飛び、中の様子が見える。

　ヴァルターは両腕を拘束されて天井から吊されていた。丸めた布を口に入れて悲鳴が上げられないようになっており、体中には浅い刺し傷が何ヵ所もある。血が流れ落ちて床に水溜まりを作っていた。

　ヴァルターの隣には、血に濡れたナイフを持つルーイトポルトが立っていた。仲間はいないようで、たった一人である。

「ルーイトポルト兄様ッ！　ご自分が何をされているのか、理解なさっているのですかッ！」

　目の前の蛮行にキレたようで、ゼルマが叫んだ。

　一緒に突入した騎士や兵も殺気立ち、緊張感は一気に高まっている。

「私だって本当はやりたくなかったんですよ」

　悲しそうな表情をしながら、ルーイトポルトは首を横に振った。

　ナイフを投げ捨てると剣を抜く。

「そのようなことをされても、当主にはなれませんよ？」

　当主になるためには、家臣からの支持も必要だ。全員とはいかなくとも、大半の支持を得られなければエルラー家は内部分裂してしまう。

　そういった事情があるからこそ、ゼルマはライナ伯爵の問題を解決し、さらに推薦状まで手に入れた。要は、上の覚えがよく、力のある当主候補だと示して家臣を納得させたのだ。

　一方のルーイトポルトは、自分の望みどおりにならなければ親を拷問にかけるという、最悪の選択を取ってしまった。

　そんなヤツに、誰がついていきたいと思う？

　命令に失敗したら同じような目に遭うかもしれないと、ビビって近寄るのを避けるだろう。恐怖に勝るメリットがあれば別かもしれないが、今のルーイトポルトにはない。家臣からすれば、ゼルマを当主にしたほうがいいのだ。

「そんなことはありません。ゼルマを殺し、反対する家臣も皆殺しにすれば、快く私を当主として認めてくれるでしょう」

　狂ってやがる！

　暴力と恐怖での支配しか考えていない。そんな体制が長く続くはずないだろ！

　そんな酷いことをしたらルーイトポルト、お前の最期も誰かに殺されて終わるぞ。

「エルラー家を暴力で支配などさせません。残念ですがルーイトポルト兄様には、ここで死んでいただきます」

　ゼルマが剣を構えた。

「お前たちは見ていろ。身内の不始末は私の手で片をつける」

　言い終わるのと同時に、ゼルマが飛び出した。ルーイトポルトは剣で受ける。お互いに魔力で身体能力を強化しているため、激しい斬り合いになっている。ゼルマのほうがやや優勢らしく、ルーイトポルトを窓際まで追い詰めると、突きを放ちながら突進して二人とも窓から落ちていった。

「ゼルマ様の様子は俺が見てくる！　他はヴァルター様の救出を頼んだ！」

　周囲に指示を出してから俺も窓から飛び降りた。

　高さが結構あるので『フォール・コントロール』で速度を落として無事に着地。立ち上がると、先に落下した二人の姿を見た。

　ルーイトポルトは左腕を折ったようだがフラフラとしながらも立ち上がり、ゼルマも頭を打ったようで、意識はあるが、体が動かせないようである。

　聖剣を創造してから魔法を使う。

『ヒール』

　回復したゼルマは、ゆっくりと立ち上がる。

「よくやった。ラルスは、いつも私の期待に応えてくれる」

　ケガを覚悟してまで飛び降りたのは、俺が聖剣で回復することを見込んでのことだったらしい。せめて一言声をかけろよと思ったのだが、言っても聞いてはくれないだろうな。

「ルーイトポルト兄様、もうあなたは終わりです」

　剣を前に出し、突きの体勢をとりながらゼルマが言った。

　左腕が動かないルーイトポルトは、痛みに顔を歪めながら右手で剣を構える。

　戦う前から勝負は決まっているようなものだ。ゼルマが勝つだろうことは、誰が見ても明らかである。

「私が当主になる。こんなところでは負けないよ」

「諦めてください。安全な道しか歩けないルーイトポルト兄様は、今の時代に相応しくありません。おとなしく死んでください」

　これからは人間と魔物が入り乱れて戦う、混沌とした時代が訪れる。ゼルマはそのきっかけを作った一人だ。ルーイトポルトの影響力を削ぐためにそこまでやったのだから、血のつながった兄を殺すことにも躊躇ちゅうちょはしないだろう。

「ゼルマが死ねば私が当主になれる」

「父様を傷つけたのに？　無理ですよ。私が死んだら、モーリッツになるだけです」

「なら二人とも殺すだけだッ！」

　決死の覚悟というのだろうか。ルーイトポルトが走り出して、剣を上から振り下ろした。ゼルマは受け流すと腹に蹴りを入れる。

　ルーイトポルトは吹き飛びながら地面を転がる。立ち上がろうとしたが、ゼルマが背中を踏んでから腹を蹴って、仰向けにさせた。

「この瞬間をずっと夢見ていました」

　勝利を確信したのか、すぐに止めを刺さずに話しかけた。ゼルマらしくもない。それほど、当主になれるという事実に興奮しているのだろう。

「私はすべての障害を乗り越えて、当主になります」

「ゼルマ…………いい当主になるんだぞ」

「ルーイトポルト兄様？」

　殺される寸前だというのに、ルーイトポルトはゼルマのことを見ながら、優しく微笑んでいる。兄として妹を思いやっているような表情だ。先ほどまで親を痛めつけていた男と、同じ人物だとは思えない。

　騎士や兵が二人の周囲に集まってきた。中にはゼルマを助けようと動き出すヤツもいたので、足下に魔法を放って動きを止めることにする。


兄妹最後の会話を、邪魔させるわけにはいかないのだ。



「ゼルマがどんな成果を挙げようとも、反対する家臣は出てくる。そして、私を使って反乱を目論むだろう」

「…………初めから死ぬおつもりだったのですね」

「私では新時代の当主として、力が足りないからな」

　将来の禍根を断つ。


家のために、ルーイトポルトは失敗する前提の作戦を実行したようだ。




理屈はわかるが、俺には理解できない。



　なんでこれから死ぬというのに、そんな穏やかな顔ができるんだ？

　次期当主の座を奪われて、すべてを失ってしまうのに。

　冒険者であれば怒り狂い、最後まで抵抗するところなんだが、貴族は家のためにそこまでできるのか。

「ありがとうございます。ルーイトポルト兄様のおかげで、エルラー家にはさらなる繁栄が訪れることでしょう」

「それが私の望みだ。ゼルマ、後を任せたぞ」

「任されました」

　お互いに目を合わせたまま、ゼルマは静かにルーイトポルトの左胸を刺した。

　これでヴァルターを殺そうとしたルーイトポルトは死に、ゼルマが当主になることが確定する。

　将来、家臣に反乱される心配もないだろう。

　兄ですら冷静に殺せてしまうゼルマに対して、モーリッツは完全にビビって何もできないだろうからな。

「反逆者ルーイトポルトを討ち取った！　死体の処理を任せたぞ！」

　周囲に宣言するとゼルマが俺の前に立った。

　目にうっすらと涙を溜めているようにも見える。泣き出しそうな顔だ。

「私が当主になったら、ラルスは自由だ。好きに生きるといい」

　ゼルマは一人で去っていく。レギーナですら声をかけることはできなかった。




　ルーイトポルトの処分が終わってから数日後、ヴァルターは正式に引退を発表。次期当主にはゼルマが指名された。

　多大な功績を積み上げ、さらにはライナ伯爵の推薦やコルネリア王女と結んだ個人的な友好もあるため、周囲からの反発はない。

　エルラー家では初となる、女性当主が誕生したのだ。

　ゼルマとの約束は果たされた。

　無論、すべての問題が片付いたわけではないが、最後まで付き合う必要はない。ついに俺とソフィーが、エルラー家を去る日が来たのだ。

「もう行くのか？」

　部屋でソフィーと一緒に荷造りをしていると、ゼルマに声をかけられた。

「ええ。無事に取引が終わりましたからね」

　最後に保存食を入れてから紐で縛って、荷袋を肩に乗せる。

　立ち上がるとゼルマを見た。

「家臣たちも、ラルスの力を認めている。残るのであれば、最高の待遇を用意できるぞ？」

「ありがたいお話ですが、私はソフィーとヤンで冒険者活動ができれば幸せなんです」

「金も地位も不要か」

「貴族からすると理解できませんか？」

「いや、少しだけわかる。これでも、普通の女になりたいと思ったこともあるからな」

　ゼルマは、力なく笑っていた。

　長年の目標だった当主という立場になったのに、元気がない。ルーイトポルトを殺したことを、引きずっているのだろう。貴族でさえなければ兄妹仲良く過ごす未来もあったかも、とか考えているんだろうな。

　数歩進んで、ゼルマの前に立つ。

「ゼルマ様がヤンに来てくださってよかったと思っています。他の貴族なら、私やソフィーの運命は悲惨なことになっていたでしょう」

　開発のために、元から住んでいたヤンの住民を追い出していたかもしれない。教皇を処分することもできなかっただろう。


俺やソフィー、住みたい場所、親しい人たちは、ゼルマのおかげで助かったとも言える。



　いろいろ振り回されたし酷い目にも遭ったが、悪いことばかりではなかったのだ。

「以前にお約束したとおり、ゼルマ様の依頼は優先的にお受けします。何かあれば冒険者ギルドに連絡をください」

「ああ、何かあれば頼らせてもらおう」

　ライナ伯爵領の問題を解決した報奨として、エルラー家や王家からは合わせて金貨数千枚もの金をもらっており、騎士としての仕事も終わっている。もう話すことはない。

　部屋を出るために歩いてゼルマの横にまで立つと、耳元で囁く。

「もしカーリンから連絡が来ても、絶対に無視してくださいね」

「⁉」

　驚いているゼルマを無視して、話を勝手に進める。

「あの悪魔は周囲を破滅に導きます。二度と手を組まないでください。この約束が守られなければ、私はゼルマ様のご依頼もお受けすることができなくなるでしょう」

　ここまで忠告しておけば大丈夫だろう。もし、裏でコソコソ動くようであれば言ったとおり、手を切るだけだ。

　返事を待たずに部屋を出ると、荷袋を背負ったソフィーが待っていた。

「行こうか」

「はい」

　ようやく落ち着いた生活ができる。

　これからは、ソフィーと一緒にヤンでのんびりと暮らすことにしよう。


特典ＳＳ　ルーイトポルト兄様




　ルーイトポルト兄様の葬儀がひっそりと行われた日の夜。

　私は寝室でワインを飲んでいた。

　テーブルの上に皿があり、薄くスライスされた肉や温野菜が盛られている。床には、飲み干したワインボトルがすでに二本ほど転がっていた。

「私に気を使う必要は、なかったのに」

　新しいエルラー家に自身は不要だと言って、ルーイトポルト兄様は死んでしまった。最期の言葉を聞いたのは数人だけ。それも箝口令かんこうれいを敷いているので、広がることはないだろう。当主を殺害しようとした愚か者として、歴史に残ることになる。

　真相は闇の中。

　本当にそれでいいのだろうか。ここ何日も繰り返し、自分に問いかけていることだ。

　小さなころから私には良くしてくれた兄だ。名誉を回復させたいと思うぐらいの気持ちは残っている。

「ゼルマ様。また、こんなに飲んでしまって。お体に障りますよ？」

　無断で寝室に入れるのはレギーナだけだ。

　深酒をするようになってから、毎晩様子を見に来ている。

「仕事はしているんだ。多少、不健康な生活をしても問題ないだろう」

「健康管理も当主様のお仕事ですよ」

　レギーナの手が、ワイングラスに伸びた。

　取られたくないので腕を横に移動させて逃げようとしたが、もう一方の手で優しく握られてしまった。力を入れれば抜け出せるが、そんな気分ではない。


ワイングラスを奪い取られたが、抵抗はしなかった。



「いただきます」

　レギーナは残っていたワインを一気に飲み干すと、ふぅと小さく息を吐く。


アルコールに弱いこともあって、すぐに顔が赤くなった。



「水を飲むか？」

「いえ、大丈夫です」

　提案を断ったレギーナは、近くにあった椅子に座る。

「ルーイトポルト様は、お優しい方でしたね」

「……そうだな」

　女だてらに当主を目指す私を、馬鹿にすることはなかった。お互いに競い合う関係になっても、妹として接してくれていたのだ。多少のワガママを言っても「仕方がないな」なんて、笑いながら許してくれることもあった。


ルーイトポルト兄様の助けがなかったら、ヤンに行くこともできなかっただろう。当然、ラルスとも出会ってなかった。



「後悔されていますか？」

　私が当主になったことを言っているのだろう。

　ダンジョンマスターとなったカーリンを自由にさせ、間接的にだが平和を乱す手助けをしているのだ。家族だけは助けてほしい、なんて都合の良い願いを言える立場ではない。

　私は後悔なんてしていないし、してよい立場ではないのだ。

「そんなわけはない。当主になれて喜んでいる」

　返事を聞いたレギーナは、眉を下げて困ったような顔をしていた。

　本心は違いますよね？

　なんて言いたそうだ。

　昔から付き合いがあるからか、言葉にしなくても気持ちが伝わってしまう。

「私は家族全員が死ぬ覚悟すらしていたのだから、最高の結果だと思わないか？」

「そうですね」

　悲しそうに返事をしたレギーナが黙ってしまう。

　会話をする気分ではないのでワインの代わりに野菜を食べ続ける。

　しばらくは静かな時間が続いた。

「ゼルマ様」

「なんだ？」

　急に話しかけられたので、食べる手を止めて返事をした。

「なんで色仕掛けをしたんですか？」

　空気を変えるためなのか、レギーナは笑いながら私の恥ずかしい秘密を口にした。

　誰にも相談せずに実行したことを、なぜ知っているのだ！

　顔が熱く感じるのは恥ずかしいからか、それとも怒りによるものなのか。私にもわからない。

「なぜ知っているッ‼」

「ラルスさんから聞きましたよ」

　あの男は！　ソフィーに続きレギーナにも言っていやがったなっ！

　いくら恩があるとはいえ限度がある。


もう許せない。



　落ちていたワインボトルを拾うと、軽く振るう。


ブンと、空気を切るような音が聞こえた。




壊れた時のことを考えて、もう一本のワインボトルも拾った。




これで準備はできたな。



「ゼルマ様、何をするおつもりで？」

　首をかしげながらレギーナが疑問を口にした。

　彼女に罪はないのでお咎とがめはなしだ。

　私の目的は、簡単に乙女の秘密を暴露する罪深い人間への制裁である。

「口の軽い男を叩きのめしてくる」

「え、ええ⁉」

　驚き戸惑っているレギーナを置き去りにして、部屋を出た。

　向かう先はラルスの部屋。寝込みを襲ってやる。

「ソフィーさん！　ゼルマ様を止めてください！」

　自分では止められないと悟ったのか、レギーナは助けを呼びに行ったようだ。

　確かにソフィーならば私を止められるだろうが、今回ばかりは味方してくれることだろう。

　彼女もまた、ラルスが女の扱いをわかっていないことに、頭を悩ませているからな。

　ラルスの教育に協力してもらうことにしよう。






万能の魔法剣士は真の能力を隠して田舎暮らしを目指す８〜貴族の令嬢や聖女様に目をつけられて理想の生活が遠のいてしまったのだが⁉〜
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著作


無人島でエルフと共同生活




万能の魔法剣士は真の能力を隠して田舎暮らしを目指す




経験をスキルにする万能な能力を手に入れて、最強の探索者になりました




大学の同期だった美女から家事をしてほしいと頼まれたので、月30万円もらいながら同棲することにした




悪徳貴族の生存戦略



　Ａｍａｚｏｎで好評販売中です！
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